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概要 
 
本研究は医療法人制度改革議論の一助とすべく、医療における非営利組織の要件の

明確化、およびわが国における非営利組織としての病院経営のあり方を論理的・実態的

に検討することを目的としている。 
非営利の定義・要件については、一般的に直ちに配当禁止、所有権排除などが指摘

されるが、これらは主として非営利「組織」の要件を指したもので、非営利そのものの

意味を必ずしも十分に説明していない。非営利の定義には法制度上の概念（法律上の概

念―非分配制約）と活動上の目的概念（社会通念上の意味）の２つがあるが、非営利組

織の要件整備にあたっては法制度上の概念では不十分なので、活動上の目的概念を用い

ることとする。それによれば非営利とは「経済上の利益を目的としないで行動すること」

である。そして非営利事業とは経済上の利益を目的としない事業、非営利組織とは非営

利事業を営む組織となる。非営利事業は経済上の利益を目的としないなら、何を目的と

するか。それはミッション遂行そのものである。組織は、その組織が担う事業の目的を

最大限に発揮させるように構築されるものといえる。非営利組織の要件とは、この非営

利事業の目的を担保するものである。このため、非営利事業の中身を十分把握して非営

利組織の要件を定めることとなる。 
ただ、非営利は利益を目的としないで活動することと定義したが、非営利といえど

も利益獲得は行う。なぜなら、営利・非営利に関係なく、事業・組織の維持・安定のた

めには、最低限の財政基盤確保が必要だからである。非営利といえども赤字続きで事業・

組織の継続は出来ない。しかし、利益獲得行為は営利にとって目的であるのに対し、非

営利にとってはミッション遂行の「手段」である。この点の認識が重要と言える。 
医療における非営利組織の要件を検討すると、既述の通り非営利組織の要件は非営

利事業の目的を担保するものなので、非営利事業の中身をまず確認する必要がある。非

営利事業にはいろいろあり、それに応じて要件も様々となるが、全ての非営利組織に共

通する基本要件と、事業毎の特性に基づく特定要件に分けられる。基本要件とは、利潤

動機の抑制である。事業毎の特定要件は事業毎の性格・目的によって定められる。 
基本要件としての利潤動機の抑制を、経営運営上の具体的局面との関連で３つに分

けて捉えると、第一は個人の利害関係を排除しようとする考えから、所有権の排除、第

二は出資者・関係者の利潤動機の抑制から、配当禁止、第三は資本の論理の排除から、

議決にあたっての一人一票制が挙げられる。 
医療の特質については種々指摘されるが、公益性と事業性の高い点は最低限押さえ

る必要がある。公益性の観点からは例えば 24 時間救急などの義務の付与が指摘される。

また公益性が高ければ不特定多数に影響を及ぼすことから経営の透明性が求められ、こ

れの要件として情報開示が要請される。 
事業性の高い点では、営利事業との類似性が高まることから、営利との相違を明確

にする要件が求められる。具体的には利益獲得プロセスにおける相違である。基本要件

で利潤抑制を設けたが、これは利益獲得の結果に対する規律を指し、ここで問題なのは

利益獲得プロセスにおける抑制である。たとえ配当は禁止され、獲得した利益は全て医

療へ再投資されようとも、日常行動で営利と同様の利益最大化に走ることが許されるよ

うでは、活動上の目的が問われ、非営利としての存在意義が揺らぐこととなる。利益獲



得プロセスに関する具体的措置を定めるのは難しいが、ミッション遂行第一で事業が運

営されているかを情報開示で牽制する方法や、ガバナンスのあり方で対応することは検

討に値しよう。 
既述の非営利組織の要件との対比でわが国の病院を見てみると、わが国の病院の大

半を占める持ち分あり社団医療法人は多々不備が見られ、非営利組織とは言い難いとの

指摘は否定できない。 
同じ対比で先進諸国の民間非営利病院の実状を見ると、フランス、オランダ、アメ

リカでは所有権の排除、配当禁止、一人一票制、公益性の義務の付与、情報開示が実施

されているなど、非営利組織の要件を満たしていた。利益獲得プロセスにおける規律に

ついてはフランス、オランダでは総枠予算制が採られ、制度的に利益が出ない仕組みで

あった。一方アメリカでは利益獲得プロセスについては何の制限もなく、むしろ利益最

大化を目指していた。これはアメリカの医療においても市場を重視する制度や価値観を

背景としている。アメリカは規制が少なく、営利も非営利も同じ土俵で競争し、非営利

の営利化が進むとともに、世界一高い医療費を招いている点は注意を要しよう。 
最後に非営利組織としての病院経営のあり方について、ガバナンスに焦点を当てて

検討した。病院経営においてガバナンスは２つの点で重要だからである。 
第一は、現在の病院は他産業と比べ内外から経営チェックをほとんど受けておらず、

これを改善するためである。 
第二は、非営利組織の目的遂行について、ガバナンスを活用することで補うためで

ある。今後の医療の方向を考えると、機能分化とそれとのセットである連携

は避けて通れない道である。地域住民のニーズや要望を把握し、協力や支

援を得るために地域住民との意見交換・協議の場として、例えば評議員会

などを設置することは、極めて重要といえよう。このような機能・役割を

もつ評議員会に、非営利性遵守のためのチェック機能（牽制機能）を付与

することは一案であろう。当然に地域住民も参加しているので、地域情報

センターの役割を果たしつつ、ミッション遂行を疎かにする経営への牽制

力を期待するわけである。  
ただ、これら評議員会などについて注意しなければならないのは、その

地域住民メンバー選出方法と、評議員会の機能・役割である。病院乗っ取

り目当てなどの病院経営チェックにふさわしくない人々が評議員会に入ら

ないよう、住民サイド、病院サイド双方に信頼できる選任基準などを設け

ることは重要であろう。また、二頭政治を避けるため、評議員会はあくま

で病院にとって地域情報センターおよび病院経営に対する牽制力を働かせ

る機関であって、経営の最高意志決定機関または執行機関ではないことを

明確化する必要がある。  
病院は地域住民にとって病気になった時は近くですぐに診てもらえる、災害時には

避難先にもなるというように、地域に安心を与える地域財産と考えられる。病院は社会

の公器であるという自覚を持ち、地域住民と協力しながら、非営利組織としてのミッシ

ョンを果たす取組が求められる。 
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Ⅰ  調 査研究の背景と目的  
 

わ が 国 で は 医 療 法 5 4 条 に お い て 「 剰 余 金 の 配 当 禁 止 」、 医 療 法 ７
条 に お い て 「 営 利 を 目 的 と し て 、 病 院 、 診 療 所 又 は 助 産 所 を 開 設 し

よ う と す る 者 に 対 し て は 、 許 可 を 与 え な い こ と が で き る 」 と 規 定 さ

れ 、（ 法 制 定 以 前 に 主 に 従 業 員 の 治 療 の た め に 設 立 さ れ た 少 数 の 株

式 会 社 立 を 除 き ） 医 療 機 関 は 非 営 利 組 織 で あ る と 位 置 づ け ら れ て い

る 。  
し か し 、わ が 国 の 病 院 の 大 半 を 占 め る 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 、

解 散 時 や 脱 退 時 に ま と ま っ た 形 で の 残 余 財 産 の 分 配 が 可 能 で あ る 点

な ど 、 そ の 実 態 や 制 度 に は 曖 昧 さ が 残 り 、 非 営 利 性 が 徹 底 さ れ て い

な い 側 面 が あ る こ と は 否 め な い 。  
規 制 緩 和 と い う 大 き な 時 代 の 流 れ を 受 け 、「 株 式 会 社 に よ る 病 医

院 経 営 を 認 め る べ き 」 と の 規 制 改 革 ・ 民 間 開 放 推 進 会 議 の 主 張 を は

じ め と し た 営 利 企 業 参 入 要 求 が 登 場 し 、 そ れ を め ぐ る 議 論 が 各 界 で

活 発 に 行 わ れ て き た 。  
一 方 、 内 閣 官 房 の 行 政 改 革 推 進 事 務 局 に よ り 、 公 益 法 人 制 度 改 革

案 が 提 示 さ れ 、 非 営 利 組 織 の あ り 方 も 大 き な 影 響 を 受 け る こ と が 予

想 さ れ る 。  
上 記 の ２ つ の 流 れ を 受 け 、 厚 生 労 働 省 で も 、 非 営 利 組 織 で あ る 医

療 法 人 に つ い て 、 公 益 法 人 制 度 改 革 と 歩 調 を 合 わ せ る 形 で 、 ま た 営

利 企 業 参 入 論 へ の 対 応 策 を 検 討 す る 意 味 で 、『 医 業 経 営 の 非 営 利 性

等 に 関 す る 検 討 会 』 に お い て 将 来 の 医 療 法 人 制 度 の 在 り 方 に つ い て

昨 年 度 よ り 議 論 を 重 ね て き た 。  
医 療 サ ー ビ ス を 提 供 す る 法 人 は 非 営 利 組 織 と し て き た わ が 国 に お

い て 、 医 療 に お け る 非 営 利 の 意 味 を 改 め て 考 え る べ き 時 と い え る 。  
そ う し た 環 境 の 下 、 本 研 究 で は 、 医 療 法 人 制 度 改 革 論 議 の 一 助 と

す べ く 、 わ が 国 に お け る 非 営 利 組 織 の 経 営 の あ り 方 、 特 に 医 療 を 中

心 に 論 理 的 ・ 実 態 的 に 検 討 し た 。  
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Ⅱ  事 業実施体制・研究方法  
 

本 事 業 の 実 施 に あ た り 、 以 下 の 構 成 に よ る 委 員 会 を 設 置 し 、 本 事

業 に 関 す る 意 見 交 換 や 検 討 を 行 い 、そ れ を 踏 ま え て 研 究 を 推 進 し た 。 
 
委 員 会                    （ 敬 省 略・五 十 音 順 ） 

１

２

３

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企画検討委員会委員長：田中 滋（慶應義塾大学大学院教授）  
企画検討委員会委員 ：遠藤 久夫（学習院大学教授）  
           西澤 寛俊（全日本病院協会副会長）  
           西田 在賢（武蔵野大学教授）  
分科会委員長    ：山根 節（慶應義塾大学大学院教授）  
分科会委員      五十嵐 邦彦（公認会計士）  
           猪口 雄二（寿康会理事長）  
           橋本 寿（特定非営利活動法人医療施設近代化センター研究員）

オブザーバー    ：厚生労働省医政局指導課  
事務局       ：松原 由美（明治安田生活福祉研究所主任研究員）  
           上芝 由希子（明治安田生活福祉研究所ｱｿｼｴｲﾄ）  

 
． 事 業 実 施 経 過  

企 画 検 討 委 員 会 実 施 経 過  

・  第 1 回 企 画 検 討 委 員 会 ： 平 成 1 6 年 1 2 月 2 4 日  

・  第 2 回 企 画 検 討 委 員 会 ： 平 成 1 7 年 3 月 2 4 日  

分 科 会 委 員 会 実 施 経 過  

・  第 1 回 分 科 会 ： 平 成 1 6 年 1 2 月 1 4 日  

・  第 2 回 分 科 会 ： 平 成 1 7 年 2 月 8 日  

 
． 研 究 方 法  

調 査 研 究 は 、 文 献 調 査 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 、 お よ び 上 記 委 員 会 で の

検 討 を 踏 ま え 、 理 論 研 究 を 行 っ た 。  
ヒ ア リ ン グ は 平 成 1 6 年 1 2 月 か ら 平 成 1 7 年 ３ 月 に か け て 、学 識 経

験 者 、 病 院 関 係 団 体 理 事 、 地 域 医 師 会 理 事 な ど に 対 し て 実 施 し た 。  
 
． 研 究 の 視 点  

本 研 究 の 目 的 は 、 非 営 利 組 織 の 経 営 の あ り 方 を 理 論 的 か つ 実 態 的

側 面 か ら 検 討 す る こ と に あ る 。 特 に 、 医 療 事 業 に 関 す る 経 営 主 体 の

あ り 方 を 巡 っ て は 、 い わ ゆ る 営 利 ・ 非 営 利 論 争 が 行 わ れ て い る 。  
こ の た め 、 非 営 利 組 織 の あ り 方 を 議 論 す る に あ た っ て は 、 そ の 内
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容 が 営 利 参 入 論 者 は む ろ ん の こ と 、 国 民 一 般 に も 十 分 理 解 と 信 頼 を

得 ら れ る も の で あ る こ と が 望 ま れ る 。  
そ こ で 以 下 の 事 項 を 取 り 上 げ 、 そ れ ら を 調 査 研 究 に あ た っ て の 視

点 と し た 。  
 

（ １ ） 営 利 組 織 と 非 営 利 組 織 の 相 違 点  
営 利 組 織 と 非 営 利 組 織 の 違 い は 、 後 述 の 通 り 社 会 通 念 的 に 言 え ば

利 益 獲 得 を 目 的 と す る か 否 か で あ ろ う が 、 非 営 利 組 織 と い え ど も 、

組 織 の 維 持 、 事 業 提 供 の 継 続 の た め に 利 益 獲 得 の た め の 行 動 は 当 然

行 う 。  

こ の た め 両 者 に 実 質 的 相 違 は な い の で は な い か と い う 議 論 を 呼 び

起 こ し が ち で あ る 。  

し た が っ て 、 営 利 と 非 営 利 を 区 別 す る 際 に 曖 昧 な 点 を 理 論 上 明 確

に す る と と も に 、 そ れ を 制 度 構 築 の 面 で 具 現 化 ・ 明 確 化 し て い く よ

う な 、 非 営 利 組 織 の あ り 方 を 検 討 す る 。  

 
（ ２ ） 非 営 利 の 目 的 を 担 保 す る 方 策  

非 営 利 組 織 の 経 営 の あ り 方 に つ い て は 、 利 益 配 当 を し て は な ら な

い こ と が 最 初 に 挙 げ ら れ が ち だ が 、 こ れ は 以 下 に 述 べ る あ り 方 の 本

質 を 担 保 す る た め の 要 件 に す ぎ な い と 考 え ら れ る 。 こ の 限 り に お い

て 、 配 当 禁 止 な ど の 事 項 は 、 手 段 で あ っ て 目 的 で も な け れ ば 本 質 で

も な い 。  
非 営 利 組 織 に お け る 経 営 の あ り 方 の 本 質 は 、「 非 営 利 の 目 的 」を い

か に 確 保 す る か で あ る と 考 え る 。 非 営 利 と し て の 目 的 が な い の で あ

れ ば 、 わ ざ わ ざ 非 営 利 の 衣 を 被 る 必 要 は な い で あ ろ う 。  
こ う し た 非 営 利 の 目 的 を い か に 担 保 す る か と い う 視 点 で 、 非 営 利

組 織 の 経 営 の あ り 方 を 検 討 す る 。  
 
（ ３ ） 経 営 組 織 と の 関 連 で 捉 え た 医 療 事 業 の 特 質  

本 研 究 で は ま ず 非 営 利 組 織 の あ り 方 を 検 討 す る 。 そ れ を 踏 ま え て

経 営 組 織 と の 関 連 か ら み た 医 療 事 業 の 特 質 を 分 析 し 、 な ぜ 医 療 は 非

営 利 組 織 で 運 営 さ れ る こ と が 望 ま し い か を 明 確 化 す る と 同 時 に 、 非

営 利 組 織 と し て の 医 療 経 営 の あ り 方 を 検 討 す る 。  
 

（ ４ ） 医 療 を 巡 る 営 利 ・ 非 営 利 論 は 何 故 起 き て い る か  
医 療 を 巡 る 営 利・非 営 利 論 争 は 何 故 混 乱 し た 形 で 展 開 さ れ る の か 。

こ れ に は い く つ か 考 え ら れ る が 、 大 別 し て ２ つ が 挙 げ ら れ よ う 。  
第 一 に 、 営 利 と 非 営 利 の 違 い が 、 組 織 構 造 面 で も 行 動 面 で も 正 し

く 理 解 さ れ て い な い 。  
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第 二 は 、 現 行 の 医 療 機 関 が 法 制 的 に も 経 営 実 態 的 に も 営 利 と 区 別

が し に く い 実 状 に あ っ て 、 国 民 一 般 に 必 ず し も 非 営 利 組 織 と し て 認

識 さ れ て い な い 面 が あ る 。 要 す る に 、 理 論 的 に も 実 態 的 に も 営 利 ・

非 営 利 の 区 別 が 曖 昧 な い し 判 り に く い 点 が 多 い 。  
し た が っ て 、 少 な く と も こ の ２ 点 を 解 決 し う る 非 営 利 の 経 営 の あ

り 方 を 検 討 す る 。  
 
（ ５ ） ガ バ ナ ン ス  

非 営 利 組 織 に 存 在 意 義 が あ る と す れ ば 、 存 在 意 義 を 発 揮 す る 局 面

に お い て 長 所 を 有 す る こ と に な る が 、 反 面 、 そ れ に 付 随 す る 形 で 制

度 的 欠 陥 を 有 し て い る 。  

例 え ば 非 営 利 組 織 は 利 益 分 配 が 禁 止 さ れ て お り 、 利 潤 追 求 か ら 解

放 さ れ て い る だ け に 、 経 営 努 力 が 乏 し く な る 可 能 性 が あ る 1。 ま た 、

営 利 組 織 の よ う に 損 益 基 準 と い っ た 明 確 な 評 価 指 標 が な い た め 、 経

営 評 価 が 難 し い 上 、 利 害 関 係 者 の 経 営 チ ェ ッ ク 意 識 の 希 薄 な ど も あ

り 、 経 営 の 活 力 、 緊 張 感 が や や も す れ ば 乏 し く な る 怖 れ が 考 え ら れ

る 。  

こ の た め 、 経 営 の 活 力 維 持 を 念 頭 に お い た 経 営 の あ り 方 を 検 討 す

る 。  

 
 

                                         
1  遠藤久夫「医療・福祉における営利性と非営利性」「医療と社会」 Vol.5 No1 1995、
27～42 頁、山内直人『ノンプロフィットエコノミー』日本評論社、1997 
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Ⅲ  調 査研究結果  
 

医 療 法 で は 配 当 が 禁 止 さ れ て お り 、 先 述 の ７ 条 の 規 定 と あ わ せ 医

療 は 非 営 利 と さ れ て い る 。 し か し 配 当 等 の 出 口 だ け を 塞 い で 、 プ ロ

セ ス（ 日 常 行 動 ）に お け る 営 利 と 非 営 利 の 区 別 を 明 確 に し な け れ ば 、

営 利 ・ 非 営 利 の 違 い は 何 な の か と の 疑 問 に 答 え ら れ な い 。  

本 研 究 は 、 そ も そ も 非 営 利 と は 何 か 、 海 外 に お け る 民 間 非 営 利 病

院 の 非 営 利 性 は ど の よ う な 実 状 に あ る か 、 医 療 を 非 営 利 と し て 行 う

理 由 は 何 か を 踏 ま え つ つ 、 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 や 、 非 営

利 組 織 と し て の 病 院 経 営 の あ り 方 を 考 察 す る も の で あ る 。  

 

１ ． 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件  

本 章 は 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 の 明 確 化 を 主 目 的 と す る が 、

そ の 検 討 に 当 た っ て 、 ま ず 始 め に 非 営 利 の 意 味 を 明 ら か に し 、 し か

る の ち に 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 を 検 討 し た い 。  

 

（ １ ） 非 営 利 に つ い て  

  １ ） 非 営 利 の 定 義 ― 非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織  
①  活 動 上 の 目 的 概 念 に よ る 非 営 利 の 定 義  
非 営 利 の 定 義 ・ 要 件 に つ い て は 、 一 般 的 に 直 ち に 配 当 禁 止 、 所 有

権 排 除 な ど の 事 項 が 指 摘 さ れ る 。  
し か し 、こ れ ら は 主 と し て 非 営 利「 組 織 」の 要 件 を 指 し た も の で 、

非 営 利 そ の も の の 意 味 を 必 ず し も 十 分 に 説 明 し て い な い と 思 わ れ る 。 
組 織 は 、 そ の 組 織 が 担 う 事 業 な い し 活 動 （ 以 下 事 業 と 表 す ） の 目

的 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る た め の 手 段 的 用 具 と し て 位 置 づ け ら れ る 。

目 的 に は い ろ い ろ あ る が 、 本 研 究 で テ ー マ と し て い る 営 利 ・ 非 営 利

の 区 分 に 即 し て い え ば 、利 益 最 大 化 を 果 た し た い と い う 営 利 目 的 か 、

ミ ッ シ ョ ン を 最 大 限 果 た し た い と い う 非 営 利 目 的 の い ず れ か と な る 。

そ し て そ の 目 的 に 基 づ く 事 業 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る も の と し て 、 営

利 組 織 ・ 非 営 利 組 織 が 存 在 す る と 考 え ら れ る 。  
こ の よ う に 捉 え る と 、 営 利 ・ 非 営 利 の 定 義 は 目 的 に 着 目 し た 捉 え

方 と 、 組 織 に 着 目 し た 捉 え 方 の ２ つ に 分 け て 考 察 す る こ と が 必 要 と

思 わ れ る 。 見 方 を 変 え て い え ば 、 営 利 ・ 非 営 利 に は 活 動 上 の 目 的 概

念 と 、 組 織 等 の 法 制 度 上 の 概 念 の ２ つ が 存 在 す る と い え る 。 そ こ で

本 章 で は 、 こ の 考 え に 基 づ き 、 非 営 利 概 念 を 以 下 の ３ つ に 分 け て 検

討 し 、 併 せ て そ の 位 置 関 係 も 確 認 す る 。  
・  非 営 利  
・  非 営 利 事 業  
・  非 営 利 組 織  
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非 営 利 と は ど う い う 意 味 か 。 非 営 利 は 営 利 の 否 定 語 で あ る 。 一 般

の 辞 書 等 で は 営 利 の み 掲 載 さ れ て い る の で 、 営 利 の 意 味 を 最 初 に 確

認 し 、 非 営 利 の 意 味 は そ の 否 定 語 と し て 捉 え る 。 一 般 の 国 語 辞 典 で

営 利 の 意 味 を 調 べ る と 、 表 現 が 多 少 異 な る も の の 、 お し な べ て 「 経

済 上 の 利 益 を 目 的 と し て 行 動 す る こ と 。 俗 に い う 金 儲 け 」 と あ る 2。

こ れ は ま さ に 我 々 が 日 常 生 活 で 通 念 上 使 用 す る 意 味 で あ る 。 し た が

っ て 営 利 と い え ば 、 一 般 の 人 々 は 上 記 の 意 味 と 理 解 な い し 捉 え る と

い う こ と で あ っ て 、 こ の 点 は 極 め て 重 要 と 言 わ ね ば な ら な い 。  
本 研 究 で は こ れ を ベ ー ス と し て 、 経 済 上 の 利 益 を 目 的 と し て 行 う

事 業 を 営 利 事 業 、 営 利 事 業 を 担 う 組 織 を 営 利 組 織 と 定 義 す る （ 正 確

に は 営 利 事 業 を 主 た る 事 業 と す る 組 織 ）。  
営 利 組 織 は 、 そ の 担 う 事 業 の 目 的 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る と い う 先

に 示 し た 組 織 の 定 義 か ら 、 営 利 組 織 の 目 的 は 経 済 上 の 利 益 の 最 大 化

と な る 。 営 利 事 業 は そ の 中 身 が 何 で あ れ 、 例 え ば 鉄 鋼 業 ・ 石 油 業 ・

建 設 業 の い ず れ で あ れ 、 最 終 的 に は 経 済 上 の 利 益 獲 得 最 大 化 の 一 点

に 、 目 的 が 集 約 さ れ る 。  
と こ ろ で 、 営 利 事 業 と い え ど も 事 業 を 通 じ た 社 会 貢 献 は 行 う 。 例

え ば マ ン シ ョ ン 販 売 会 社 で あ れ ば 、 良 質 な マ ン シ ョ ン 販 売 を 通 じ て

人 々 の 生 活 の 質 向 上 に 役 立 つ こ と な ど が 相 当 す る 。 経 済 上 の 利 益 獲

得 が 第 一 と い っ て も 、 反 社 会 的 な い し 消 費 者 の 利 益 に 反 す る よ う で

は 目 的 は 達 成 で き な い の で 、 社 会 に 貢 献 し 、 消 費 者 の 信 頼 を 得 る 事

業 展 開 は 大 前 提 と な る 。 ま た 、 経 済 上 の 利 益 獲 得 は 正 当 な 行 為 で あ

る こ と は 言 う ま で も な い 。  
一 方 で 、こ れ ら の 行 為 の 背 景 は 利 益 獲 得 の 最 大 化 を 目 的 と し た 範 囲

で 行 わ れ る 社 会 貢 献 に 過 ぎ ず 、利 益 獲 得 最 大 化 の 目 的 に 沿 わ な い 社 会

貢 献 に ま で 営 利 組 織 が 行 う こ と は な い 。  
こ の よ う に 、 営 利 組 織 に あ っ て は 、 担 う 事 業 は 手 段 的 位 置 づ け と

な る か ら 、組 織 の 存 続 な い し 利 益 最 大 化 目 的 の 前 に は 、事 業 の 変 更 、

つ ま り 撤 退 や 異 業 種 へ の 進 出 と い っ た 事 業 転 換 、 多 角 化 な ど は 合 理

的 行 為 と し て 認 め ら れ る 。  
さ て 、非 営 利 と は 、既 述 の 通 り 営 利 の 否 定 語 な の で 、「 経 済 上 の 利

                                         
2広辞苑第五版（１９９８年）「財産上の利益を目的として活動すること。金儲け」  
岩波国語辞典第六版（２００２年）「財産上の利益を図ること。金儲け」  
小学館日本語新辞典（２００５年）「利益を得る目的で事をなすこと。金儲け」  
三省堂新明解第六版（２００５年）「金銭的な利益を得る（ために行う）こと。金儲け」  
新編 大言海（２００１年）「利益ヲイトナムコト。カネマウケ」  
小学館日本国語大辞典第二版（２００１年）「財産上または収入上の利益を上げるようには

かること。利益の獲得を目的にして活動すること。利潤を追求する行為。金儲け」  
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益 を 目 的 と し な い で 活 動 す る こ と 」 と 定 義 さ れ る 。 も ち ろ ん こ れ も

活 動 上 の 目 的 に 基 づ く 定 義 を 指 す 。 非 営 利 事 業 と は 経 済 上 の 利 益 を

目 的 と し な い 事 業 、非 営 利 組 織 と は 、非 営 利 事 業 を 営 む 組 織 と な る 。

非 営 利 事 業 が 経 済 上 の 利 益 を 目 的 と し な い な ら ば 、 何 を 目 的 と す る

か 。 そ れ は ミ ッ シ ョ ン 遂 行 そ の も の で あ る 。 先 に 述 べ た 組 織 の 命 題

か ら 、 非 営 利 組 織 の 目 的 は ミ ッ シ ョ ン を 最 大 限 果 た す こ と と な る 。

先 に 、 営 利 組 織 に あ っ て は 事 業 の 撤 退 や 異 業 種 へ の 進 出 が 合 理 的 行

為 と し て 認 め ら れ る と 述 べ た が 、 非 営 利 組 織 に あ っ て は 担 う 事 業 の

遂 行 そ の も の が 目 的 な の で 、 事 業 の 変 更 は 、 本 来 の あ り 方 か ら は 好

ま し く な い 。 こ の 意 味 か ら 、 ミ ッ シ ョ ン の 性 格 が 社 会 性 、 公 益 性 が

強 ま れ ば 強 ま る ほ ど 、 安 易 な 撤 退 や 異 業 種 へ の 進 出 は 避 け る べ き で

あ ろ う 。  
 
②  非 営 利 に お け る 利 益 の 位 置 づ け  
こ こ で 留 意 し な け れ ば な ら な い こ と は 、 非 営 利 は 利 益 を 目 的 と し

な い で 活 動 す る こ と と 定 義 し た が 、 非 営 利 （ 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組

織 ） と い え ど も 、 利 益 獲 得 は 行 う こ と で あ る 。 な ぜ な ら 、 営 利 ・ 非

営 利 に 関 係 な く 、 事 業 ・ 組 織 の 維 持 ・ 安 定 の た め に は 、 最 低 限 の 財

政 基 盤 確 保 が 必 要 だ か ら で あ る 。 非 営 利 と い え ど も 赤 字 続 き で 事

業 ・ 組 織 の 継 続 は 出 来 な い 。  
し か し 、 こ こ で 注 意 す べ き 点 は 、 非 営 利 に お け る 利 益 獲 得 は あ く

ま で も ミ ッ シ ョ ン 遂 行 の た め の「 手 段 」で あ っ て 、「 目 的 」で は な い

と い う こ と で あ る （ 表 １ ）。  
 
表 1  営 利 組 織 、 非 営 利 組 織 に お け る 利 益 の 位 置 づ け  

 
非 営 利 に と っ て の 利 益 獲 得 の 位 置 づ け は 、 利 益 獲 得 を 目 的 と す る

営 利 と は 、 大 き く 異 な る こ と を 認 識 す べ き と い え る 。 こ の 目 的 か 手

段 か は 、 活 動 上 の 目 的 概 念 で 区 分 す る 営 利 ・ 非 営 利 の も っ と も 重 要

な ポ イ ン ト の 一 つ と 考 え ら れ る 。  
営 利 事 業 も 非 営 利 事 業 も 、活 動 上 の 目 的 に 基 づ く 分 類 で あ る た め 、

固 定 的 絶 対 的 に 捉 え ら れ る も の で は な い 。 事 業 を 担 う 主 体 の 目 的 如

何 に よ っ て 変 化 す る も の と い え よ う 。 例 え ば 同 じ 医 療 で あ っ て も 、

営 利 の 目 的 を も っ て 行 え ば 、 そ れ は 営 利 事 業 と な り 、 非 営 利 の 目 的

を も っ て 行 え ば 、 非 営 利 事 業 と な る 。 周 知 の と お り ア メ リ カ で は 同

利 益 の 位 置 づ け

営 利 組 織 目 的

非 営 利 組 織 手 段
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じ 医 療 で も 営 利 事 業 と 非 営 利 事 業 が 存 在 す る 。  
 
③  法 制 度 上 の 概 念 に よ る 非 営 利 の 定 義  
非 営 利 の 意 味 に は 活 動 上 の 目 的 概 念 と 法 制 度 上 の 概 念 が あ る と し

た 上 で 、 ま ず 非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織 を 活 動 上 の 概 念 で 定

義 し た 。 そ れ で は 法 制 度 上 の 概 念 と は ど う い う も の で あ ろ う か 。 こ

れ に つ い て は 法 学 上 の 定 義 が 明 解 で あ る 。こ れ を 法 律 学 辞 典 3で 見 る

と 、 直 接 に 営 利 ・ 非 営 利 の 項 目 は 見 当 た ら な い が 、 営 利 法 人 の 項 目

中 に 営 利 の 定 義 が 示 さ れ て お り 、 そ れ に よ る と 「 構 成 員 の 利 益 を 目

的 と し 、 法 人 の 利 益 を そ の 構 成 員 に 分 配 す る こ と 」 と あ る 。 こ れ を

非 営 利 に 読 み 替 え る と 、「 構 成 員 の （ 経 済 上 の ） 利 益 を 目 的 と せ ず 、

法 人 の 利 益 を そ の 構 成 員 に 分 配 し な い こ と 」 と な る 。  
一 方 、 経 済 学 上 の 定 義 で は 、 こ れ も 営 利 ・ 非 営 利 そ の も の の 項 目

を 掲 げ て い る 文 献 は 、 調 べ た 範 囲 で は 見 当 た ら な い が 、 民 間 非 営 利

組 織 （ N P O） に つ い て は 、 例 え ば 「 収 入 か ら 費 用 を 差 し 引 い た 純 利
益 を 利 害 関 係 者 に 分 配 す る こ と が 制 度 的 に で き な い よ う な 非 政 府 組

織 」（ 山 内 直 人 「 ノ ン プ ロ フ ィ ッ ト エ コ ノ ミ ー 」） と あ っ て 、 法 学 上

の 定 義 と ほ ぼ 同 じ で あ る 4。い わ ゆ る 非 分 配 制 約 説（ 配 当 禁 止 ）で あ

る 。  
こ れ ら は そ も そ も 組 織 の 定 義 と 断 っ て い る た め 、 指 摘 す る ま で も

な い が 、定 義 中 に 法 人 、構 成 員 あ る い は 利 害 関 係 者 と あ る こ と か ら 、

明 ら か に 非 営 利 組 織 の 定 義 で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 非 営 利 、 非 営 利

事 業 に は 直 接 言 及 す る も の で は な い と 解 さ れ る 。 そ の 定 義 も 、 営 利

組 織 と 非 営 利 組 織 の 簡 明 な 区 分 、 あ る い は 組 織 と そ の 構 成 員 の 関 係

明 解 化 に 力 点 が 置 か れ て い る よ う で 、 一 般 の 人 々 が 社 会 通 念 上 、 理

解 す る 活 動 上 の 目 的 概 念 は ほ と ん ど 顧 み ら れ て い な い 。 も っ と も こ

れ は 単 に 組 織 だ け に 関 わ る 定 義 で は な く 、 こ う し た 組 織 で 運 営 さ れ

る 場 合 の 非 営 利 事 業 な い し 非 営 利 も 定 義 し て い る と も 取 れ な く は な

い 。 つ ま り 非 分 配 制 約 の 組 織 で 運 営 さ れ れ ば 、 そ の 事 業 は 非 営 利 事

業 と す る 捉 え 方 で あ る 。  
た だ こ の 定 義 は 少 な く と も 組 織 に 立 脚 し た 、 な い し は 着 目 し た 定

義 だ け に 、 組 織 の 定 義 に 収 ま っ て い れ ば 問 題 な い が 、 非 営 利 な い し

非 営 利 事 業 ま で カ バ ー し よ う と す る と 無 理 が 生 じ よ う 。 問 題 の 第 一

は 、 組 織 に 依 ら な い で 行 わ れ る 事 業 、 例 え ば 個 人 事 業 は こ れ に 含 ま

れ な い 。 つ ま り 個 人 事 業 と し て 行 う と 、 そ れ が 営 利 な の か 非 営 利 な

                                         
3  『新法律学辞典第３版』有斐閣  
4  遠藤（1995）は「民間非営利組織の定義は必ずしも明確ではないが、最大公約数的に
いえば、民間が行う営利を目的としない組織」としている。  
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の か が 説 明 で き な い 。 法 律 学 上 の 定 義 は あ く ま で 組 織 を 定 義 し た も

の な の で 、 組 織 と 構 成 員 の 関 係 が 存 在 し な い 個 人 事 業 は 、 説 明 の 対

象 外 と な っ て い る 。 さ ら に 重 要 な こ と は 、 活 動 上 の 目 的 概 念 が 捨 象

さ れ て い る こ と で あ る 。 こ れ が 端 的 に 現 れ る の が 利 益 獲 得 過 程 で の

利 益 獲 得 行 為 で あ る 。 先 に 示 し た 法 学 上 の 学 説 で は 、 利 益 獲 得 の 結

果 に つ い て は 配 当 禁 止 と い っ た 基 準 を 設 け て い る が 、 利 益 獲 得 プ ロ

セ ス に お け る 獲 得 行 為 に は 全 く 触 れ て い な い 。 こ れ は 配 当 さ え し な

け れ ば 日 々 の 利 益 獲 得 行 為 で は 営 利 ・ 非 営 利 の 区 別 を 問 わ な い と い

う こ と で あ る 。 日 常 の 利 益 獲 得 行 為 で 営 利 と の 相 違 を 問 わ れ な い と

な る と 、 営 利 ・ 非 営 利 の 相 違 は 何 か 、 な ぜ わ ざ わ ざ 非 営 利 で 行 う 理

由 が あ る の か と い う 問 題 が 生 じ よ う 。  
要 す る に 、 経 済 学 、 法 律 学 で い う 非 分 配 制 約 に よ る 非 営 利 組 織 に

関 わ る 定 義 で は 、 組 織 に 立 脚 し た 定 義 と し て 配 当 の 有 無 を 基 準 に 営

利 組 織 と 非 営 利 組 織 を 明 確 に 区 分 す る も の と は い え 、 今 我 々 が 検 討

し て い る 非 営 利 組 織 の 要 件 の 整 備 を 考 え る 上 で は 不 十 分 と 言 わ ざ る

を 得 な い と 考 え ら れ る 。  
 

④  非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織 の 位 置 関 係  
前 項 で 非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織 の 定 義 を 論 述 し た が 、 非

営 利 組 織 に つ い て は ２ つ の 概 念 が あ る こ と を 指 摘 し た 。 本 項 で は 、

非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織 の 思 考 過 程 の 位 置 関 係 を 確 認 し た

い 。  
こ れ は 既 に 述 べ た こ と だ が 、 組 織 あ る い は 制 度 と は 、 ま ず 何 を ど

う い う 目 的 で 行 う か が 先 に あ り 、 そ れ を 効 率 的 、 効 果 的 に 遂 行 す る

た め の 手 段 と し て 位 置 づ け ら れ る も の で あ る 。  
組 織 や 制 度 を 先 に 決 め 、 そ れ に 沿 う よ う に 行 う べ き こ と の 内 容 を

合 わ せ る こ と は 主 客 転 倒 と い え よ う 。 も ち ろ ん こ の こ と は 新 た な 組

織 ・ 制 度 を 導 入 す る 時 あ る い は 既 存 組 織 ・ 制 度 を 大 き く 改 革 し よ う

と す る 時 の 思 考 順 序 を 指 す 。こ う し た 思 考 順 序 を 経 て 、新 た な 組 織 ・

制 度 が ひ と た び 構 築 さ れ れ ば 、 以 後 大 き な 環 境 変 化 で も な い 限 り 、

当 該 組 織 ・ 制 度 は 存 続 さ れ る わ け で 、 そ の 場 合 は そ の 後 に 行 お う と

し て い る 同 一 な い し 類 似 事 業 は 、 構 築 さ れ た 組 織 ・ 制 度 に 合 う よ う

求 め ら れ る の は 当 然 で あ る 。  
こ の よ う に 考 え れ ば 、 非 営 利 組 織 の 要 件 は 非 営 利 事 業 の 内 容 （ 性

格 ・ 目 的 な ど ） に よ っ て 決 定 さ れ る た め 、 非 営 利 組 織 の 要 件 を 検 討

す る に 当 た っ て は 、非 営 利 事 業 の 内 容 を 正 確 に 把 握 す る 必 要 が あ る 。

言 い 換 え れ ば 、 非 営 利 な い し 非 営 利 事 業 と い っ た 活 動 上 の 目 的 が ま

ず 捉 え ら れ 、 次 に 活 動 上 の 目 的 を 担 保 す る も の と し て 、 法 律 上 の 概

念 （ 配 当 の 有 無 な ど の 法 制 度 上 の 概 念 ） が 非 営 利 組 織 の 要 件 と し て
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定 め ら れ る こ と と な る 。 こ の 意 味 に お い て 、 活 動 上 の 目 的 が 上 位 概

念 で 、 法 律 上 の 概 念 が 下 位 概 念 に 位 置 づ け ら れ る （ 図 1）。  
 

図 1  非 営 利 、 非 営 利 事 業 、 非 営 利 組 織 の 位 置 づ け （ 概 念 図 ）  
              
             
 
 
          ・ ・ ・（ 主 ： 活 動 上 の 目 的 ）  
 
 
          ・ ・ ・（ 従 ： 法 律 上 の 概 念 ）  
 
資 料 ： 明 治 安 田 生 活 福 祉 研 究 所  
 
事 業 は 組 織 に よ っ て 運 営 さ れ る の で 、 こ こ で 参 考 ま で に 事 業 と 組

織 の 組 み 合 わ せ を 整 理 し て お き た い 。  
表 2 は 、 法 制 度 上 の 概 念 に よ る 営 利 ・ 非 営 利 組 織 と 、 活 動 上 の 目

的 概 念 に よ る 営 利 ・ 非 営 利 事 業 と の 理 論 上 の 組 み 合 わ せ を 見 た も の

で あ る 。 表 2 か ら 、 営 利 組 織 が 営 利 事 業 を 行 う 組 み 合 わ せ （ A） と 、
非 営 利 組 織 が 非 営 利 事 業 を 行 う 組 み 合 わ せ（ D）は 妥 当 な 組 み 合 わ せ
で あ る 。 こ れ に 対 し て 営 利 組 織 が 非 営 利 事 業 を 行 う 組 み 合 わ せ （ B）
や 、非 営 利 組 織 が 営 利 事 業 を 行 う 組 み 合 わ せ（ C）は 、理 論 的 に は あ
り 得 て も 、 現 実 に は お か し な 組 み 合 わ せ と 言 わ な け れ ば な ら な い 5。 
な ぜ な ら 営 利 組 織 が 非 営 利 事 業 を 行 う ケ ー ス（ B）で は 、利 益 獲 得

を 目 指 し て 事 業 を 行 う と い っ て 、 出 資 者 か ら 資 金 の 提 供 を 受 け な が

ら 、 利 益 獲 得 を 目 指 さ な い 非 営 利 事 業 を 行 う こ と は 、 出 資 者 へ の 背

任 行 為 と 解 さ れ る 。 一 方 、 非 営 利 組 織 が 営 利 事 業 を 行 う ケ ー ス （ C）
で は 、「 私 ど も は 金 儲 け を し ま せ ん 。 社 会 に 対 し て 奉 仕 を し て い ま

す 。」と い っ て 人 々 を 信 用 さ せ 、寄 付 の 受 け 取 り や 物 品 販 売 を 行 っ て

金 儲 け 行 為 を す る こ と で 、 こ れ は 社 会 に 対 す る 詐 欺 行 為 と い え る か

ら で あ る 。組 織 名 に「 公 社 」「 協 会 」と い っ た 、い か に も 非 営 利 組 織

の よ う な 名 前 を 冠 し 、 金 儲 け 行 為 を す る 類 で あ る 。  
し た が っ て 、 今 あ る 事 業 、 例 え ば 医 療 を 主 た る 事 業 と し て 非 営 利

事 業 で 行 う と し た な ら ば 、 医 療 は 非 営 利 組 織 で 行 わ れ る こ と と が 合

理 的 な 組 み 合 わ せ と な る 。  

非営利 

非営利事業 

非営利組織 

                                         
5  ここでいう営利事業、非営利事業とは、当該組織にとって主たる事業となっている場
合をいう。  
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表 2  営 利 ・ 非 営 利 組 織 と 営 利 ・ 非 営 利 事 業 の 組 み 合 わ せ  

 
２ ） 非 営 利 事 業 の 種 類 （ 非 営 利 事 業 の 存 在 意 義 ）  
非 営 利 組 織 の 要 件 は 、非 営 利 事 業 の 中 身 に よ っ て 定 め ら れ る の で 、

組 織 の 要 件 整 備 に 際 し て は 、 非 営 利 事 業 の 中 身 を ま ず 把 握 し な け れ

ば な ら な い 。 と こ ろ で 、 そ も そ も 非 営 利 事 業 に は 一 体 ど の よ う な 種

類 の 事 業 が 存 在 す る の で あ ろ う か 。  
経 済 学 で は 民 間 非 営 利 事 業 の 存 在 意 義 と し て 、 政 府 の 失 敗 と 市 場

の 失 敗 が 指 摘 さ れ て い る 。  
市 場 の 失 敗 と は 、 市 場 に 委 ね た の で は 効 率 的 な 資 源 配 分 が 出 来 な

い ケ ー ス で あ る 。 そ の 第 一 は 非 排 除 性 6と 非 競 合 性 7、 こ の ２ つ の 性

質 を 有 す る 公 共 財 （ 環 境 保 護 、 警 察 、 公 衆 衛 生 な ど ） や 、 こ れ に 準

ず る 準 公 共 財 （ 基 礎 研 究 、 文 化 ・ 芸 術 振 興 活 動 な ど ） と い わ れ る も

の で あ る 。 こ れ ら は 原 則 、 政 府 が 供 給 責 任 を 負 う と さ れ て い る 。 し

か し 経 済 が 発 達 し た 先 進 諸 国 で は 、 価 値 観 の 多 様 化 な ど か ら 、 こ れ

ら 公 共 財 、 と り わ け 準 公 共 財 に 対 す る 需 要 も 多 様 化 し て き た が 、 画

一 的 供 給 を 原 則 と す る 政 府 で は 対 応 困 難 で あ る （ 政 府 の 失 敗 8）。 か

と い っ て 民 間 で 供 給 す る に は 、 公 共 財 や 準 公 共 財 は 消 費 者 の 負 担 す

る 価 格 だ け で は コ ス ト 的 に 見 合 わ な い た め 、 政 府 か ら の 補 助 金 な い

し 民 間 か ら の 寄 付 な ど が 不 可 欠 で あ る 。 こ の 際 、 こ れ ら 財 政 支 援 を

受 け る に は 、 営 利 よ り 非 営 利 が 適 し て い る と 説 明 さ れ る 。  
そ の 際 の 論 拠 が エ ー ジ ェ ン シ ー 問 題 9、非 営 利 の 信 頼 の シ グ ナ ル 10

営利事業 非営利事業

営利組織 A B

非営利組織 C D

法
制
度
上

の
概
念

活動上の目的概念

                                         
6  費用負担をしない消費者のただ乗りを排除できないこと。例えば国防は国防費用を払
う人だけを対象としようとしても、費用を払わない人だけを除いて国を守ることは困難

であるため、費用負担をしない者を排除した供給が現実にはできない。  
7  誰かが消費しても他の人の消費分が減らないこと。例えば公園を 50 人が利用してい
るところ、51 人目の人が新たに利用しても、公園から得られる効用は変わらない。  
8公共財または準公共財は本来政府が供給するとされるが、政府の供給は画一的となる

場合が多いので、経済が発展し需要が多様化したものについては柔軟に対応できない。

そのような財・サービスを政府が提供すると資源配分が非効率となること。  
9プリンシパル（依頼人。例えば株式会社では株主）がエージェント（代理人。株式会

社では経営者）の行動を十分にモニタリングできないため、エージェントがプリンシパ

ルの期待通りに行動しない問題。  
10  非営利は非分配制約によって利潤動機が抑制されていることから、営利と比べミッ
ション遂行第一の行動を取ると考えられ、その提供する財やサービスが信頼に値すると
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と い わ れ る も の で あ る 。 要 す る に 、 非 分 配 制 約 に よ っ て 利 潤 動 機 が

抑 制 さ れ た 非 営 利 で あ れ ば 、 補 助 金 、 寄 付 金 は 無 論 の こ と 、 事 業 収

益 も 組 織 の 構 成 員 に 分 配 さ れ る こ と は な く 、 本 来 の ミ ッ シ ョ ン に 投

下 さ れ る で あ ろ う と い う 信 頼 感 で あ る 。 こ の 信 頼 感 が 裏 付 け ら れ る

に は 、利 潤 動 機 の 抑 制 が 担 保 さ れ な け れ ば な ら な い 。言 い 換 え る と 、

非 営 利 組 織 の 存 在 意 義 を 担 保 す る た め に は 、 利 潤 動 機 の 抑 制 と い う

要 件 が 必 要 で あ る 。 ま た 事 業 の 性 格 と し て 、 公 共 財 、 あ る い は 準 公

共 財 な の で 原 則 と し て 公 益 性 が 求 め ら れ る 。  
市 場 の 失 敗 の 第 二 は 、 情 報 の 非 対 称 性 が 高 い 事 業 の 場 合 で あ る 。

例 え ば 、 医 療 、 教 育 が こ れ に あ た る 。 売 り 手 と 買 い 手 と の 間 で 、 情

報 格 差 が 極 め て 著 し い 時 、 利 益 最 大 化 を 目 的 と す る 営 利 組 織 で は 機

会 主 義 的 行 動 11を 取 る 可 能 性 が 高 い と さ れ 、 こ の た め 合 理 的 売 買 が

成 立 し に く く な る と い う （ 契 約 の 失 敗 ）。  
こ の 場 合 、 非 営 利 組 織 な ら 利 益 最 大 化 を 目 的 と し て い な い こ と か

ら 、 機 会 主 義 的 行 動 を 取 る イ ン セ ン テ ィ ブ が 低 い た め 、 モ ニ タ リ ン

グ コ ス ト な ど を か け る こ と な く 合 理 的 売 買 が 成 立 し や す い と 説 明 さ

れ る 。 こ の 理 論 が 成 立 す る に は （ 非 営 利 組 織 の 存 在 意 義 を 担 保 す る

に は ）、や は り 利 益 を 求 め な い と い う こ と で 、利 潤 動 機 の 抑 制 措 置 が

求 め ら れ る 。  
こ の タ イ プ の 事 業 の 性 格 は 、 公 益 性 の 高 い も の も あ れ ば 必 ず し も

公 益 性 を 問 わ れ る 必 要 の な い も の も あ る 。 ま た 、 事 業 性 の 高 い 事 業

も あ れ ば 必 ず し も そ う で は な い も の も あ っ て 一 様 で は な い 。 例 と し

て 挙 げ た 医 療 、 教 育 （ 特 に 義 務 教 育 ） は 公 益 性 が 高 い 。 医 療 や 私 立

の 大 学 教 育 な ど は 事 業 性 も 高 い と い え よ う 。  
市 場 の 失 敗 の 第 三 は 、 文 字 通 り 市 場 性 の な い も の で あ る 。 市 民 が

行 う 自 由 な 社 会 貢 献 活 動 （ 含 む 慈 善 活 動 ） や 自 己 実 現 活 動 と い っ た

市 民 活 動 、 利 益 獲 得 は 目 的 と し な い が 、 構 成 員 に 共 通 す る 便 益 を 図

る こ と を 目 的 と し た 活 動 な ど で あ る 。 具 体 的 に は ま ち づ く り 、 ガ イ

ド ク ラ ブ 、 福 祉 ボ ラ ン テ ィ ア 、 同 窓 会 、 マ ン シ ョ ン 管 理 組 合 、 労 働

組 合 な ど が 挙 げ ら れ る 。  
こ れ ら の 事 業 は 始 め か ら 売 上 概 念 も 利 益 概 念 も な い の で 、 利 益 抑

制 の 必 要 性 は な い も の の 、 自 治 体 に よ っ て は 補 助 金 の 支 給 を 行 う ケ

ー ス も あ る ほ か 、 一 般 の 人 か ら の 寄 付 を 受 け る こ と も あ り 、 事 業 に

よ っ て は （ 例 ： ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 配 食 事 業 ） 消 費 者 か ら の 信 頼 を

得 る 意 味 か ら も 、 利 潤 動 機 抑 制 の 担 保 が 望 ま れ る 。 こ れ ら の 事 業 は

                                                                                                                                   
期待されること。つまり非営利という外観だけで信頼できる質のシグナルとなるという

考え。  
11情報格差を利用して、相手をだますこと。  
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売 上 概 念 も な い の で 、 事 業 性 も な く 、 事 業 規 模 な ど か ら い っ て も 公

益 性 は 低 い （ ま た は な い ） と 考 え ら れ る 。 し か し 一 方 で 慈 善 性 、 自

己 実 現 性 と い っ た 性 格 が 認 め ら れ る 。  
以 上 述 べ て き た こ と を 一 覧 表 に し て 示 す と 表 3 の と お り で あ る 。  
 

表 3  非 営 利 事 業 の 存 在 意 義 別 に み た 事 業 例 ・ 組 織 要 件  

説明論拠の担保要件 性格・目的など

政府の失敗 政府の効率性 環境保護 利潤動機の抑制 公益性

エージェンシー問題 基礎研究 利潤動機の抑制 公益性

信頼のシグナル 文化・芸術促進活動 利潤動機の抑制 公益性

市場の失敗 情報の非対称性 医療 利潤動機の抑制 公益性

機会主義的行動 事業性

エージェンシー問題 教育 利潤動機の抑制 公益性

信頼のシグナル 事業性

市場の不成立 まちづくり 利潤動機の抑制 自己実現活動

エージェンシー問題 ガイドクラブ 利潤動機の抑制 自己実現活動

信頼のシグナル 福祉ボランティア 利潤動機の抑制 慈善性

同窓会 利潤動機の抑制 構成員のため

マンション管理組合 利潤動機の抑制 構成員のため

労働組合 利潤動機の抑制 構成員のため

組織要件
存在意義 存在意義の説明論拠 事業例

 
３ ） 非 営 利 組 織 の 要 件  
前 節 で 見 た と お り 、 非 営 利 事 業 は 個 々 の 事 業 に つ い て み る と 、 純

然 た る 慈 善 事 業 か ら 事 業 性 が 高 く 限 り な く 営 利 事 業 に 近 い も の ま で 、

そ の 目 的 ・ 性 格 は さ ま ざ ま だ が 、 非 営 利 事 業 の 存 在 意 義 を 担 保 す る

要 件 は 、 当 然 の こ と な が ら 利 潤 動 機 の 抑 制 一 つ に 集 約 さ れ る こ と が

わ か っ た 。 そ こ で 、 非 営 利 組 織 の 要 件 を 考 え る に 当 た っ て は 、 す べ

て の 非 営 利 事 業 に 共 通 す る 利 潤 動 機 の 抑 制 を 基 本 要 件 、 事 業 ご と に

異 な る 性 格 ･目 的 等 を 特 定 要 件 と し て 整 理 す る 。  

と こ ろ で 、 非 営 利 事 業 か ら 導 き 出 さ れ る も の は 、 活 動 上 の 目 的 概

念 に 基 づ く も の な の で 、 こ れ に 対 応 す る 組 織 要 件 は 活 動 上 の 目 的 概

念 を 担 保 す る こ と と な る 。 以 下 に 示 す 要 件 は 、 い ず れ も そ う し た 考

え に 基 づ く も の で あ る 。  

 
①   非 営 利 組 織 に 共 通 す る 基 本 要 件  
表 ３ に 示 し た 通 り 、 全 て の 非 営 利 組 織 に 共 通 す る 要 件 と し て 、 利
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潤 動 機 の 抑 制 が 指 摘 さ れ る が 、 組 織 運 営 上 の 具 体 的 事 象 と の 関 連 で

こ れ を ３ つ に 分 け て 捉 え る 。 狭 義 の 利 潤 動 機 の 抑 制 、 個 人 の 利 害 関

係 の 排 除 、 資 本 力 に よ る 支 配 排 除 の ３ つ で あ る 。  
 
「 利 潤 動 機 の 抑 制 」  
非 営 利 組 織 の 要 件 の 第 一 は 、 ミ ッ シ ョ ン を 最 大 限 に 果 た す こ

と が 目 的 で 、 利 益 獲 得 を 目 的 と す る も の で は な い こ と の 担 保 措

置 で あ る 。 そ の 具 体 策 と し て 配 当 禁 止 が 挙 げ ら れ る 。  
た だ 配 当 禁 止 だ け で は 、 不 当 に 高 い 給 与 や 関 連 会 社 取 引 を 通

じ た 利 益 移 転 等 の い わ ゆ る 実 質 配 当 が 行 わ れ る 可 能 性 を 排 除 で

き な い の で 、 こ れ ら の 防 止 策 も 併 せ て 整 備 す る こ と が 必 要 と 考

え ら れ る 。  
 
「 個 人 の 利 害 関 係 の 排 除 」  
第 二 は 、 個 人 の 利 害 関 係 の 排 除 で あ る 。 個 人 の 損 得 が 事 業 遂

行 上 、 前 面 に 出 る よ う で は 問 題 が 生 じ る の で 、 そ れ を 封 じ る た

め に 必 要 と な る と 考 え ら れ る 。 と り わ け 公 益 性 や 公 共 性 の 高 い

事 業 で は 、 こ の 点 が 強 く 求 め ら れ よ う 。 具 体 策 と し て は 所 有 権

排 除 が 考 え ら れ る 。  
 
「 資 本 力 に よ る 支 配 の 排 除 」  
第 三 に 、 資 本 力 に よ る 支 配 の 排 除 が 指 摘 さ れ る 。 言 い 換 え る

と 、 資 本 の 論 理 の 否 定 で あ る 。 資 本 力 を 持 っ た 者 な ど の 特 定 者

が 、 そ れ を 背 景 に 経 営 を 支 配 す る こ と は 、 ミ ッ シ ョ ン 第 一 の 経

営 に 歪 み を も た ら す 惧 れ が 生 じ る こ と に よ る 。 こ れ へ の 具 体 策

と し て は 、 社 員 総 会 や 理 事 会 な ど に お け る 議 決 は 一 人 一 票 制 が

要 件 と な ろ う 。  
た だ こ こ で も 、 形 式 上 い く ら 一 人 一 票 制 を 敷 い て も 、 社 員 や

理 事 メ ン バ ー が 親 族 ば か り で は 、 こ れ を 担 保 に し た こ と に な ら

な い の で 、 役 員 構 成 に お け る 親 族 比 率 の 制 限 な ど の 措 置 が 必 要

と な る と 考 え ら れ る 。  
 

②   事 業 ご と の 特 定 要 件  
上 記 の 基 本 的 要 件 の 他 に 、 営 む 事 業 の 特 殊 性 に 基 づ く 事 項 が 挙 げ

ら れ る 。 事 業 ご と の 要 件 は 事 業 が 多 岐 に わ た る た め 全 て に わ た っ て

指 摘 す る こ と は 出 来 な い も の の 、 重 要 な 性 格 ・ 目 的 を 有 す る も の と

し て 、 公 益 性 の 高 い 事 業 と 、 事 業 性 の 高 い 事 業 の ２ つ を 採 り 上 げ た

い 。  
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「 公 益 性 の 高 い 事 業 」  
第 一 に 公 益 性 の 高 い 事 業 だ が 、 こ れ は 公 益 性 を 有 す る こ と の

明 示 、 あ る い は 公 益 的 事 業 を 具 体 的 に 義 務 付 け る こ と が 必 要 で

あ る 。 具 体 的 に ど の よ う な こ と を 義 務 づ け る か は 、 事 業 ご と に

設 定 さ れ る べ き と い え る 。  
公 益 性 の 高 い 事 業 は 不 特 定 多 数 に 影 響 を 与 え る ほ か 、 場 合 に

よ っ て は 公 的 支 援 の 対 象 と も な り う る 事 業 な の で 、 非 営 利 性 が

遵 守 さ れ て い る の か 否 か に つ い て 外 部 か ら チ ェ ッ ク し や す い よ

う 、 経 営 の 透 明 性 が 求 め ら れ る 。 具 体 策 と し て は 経 営 情 報 開 示

が 考 え ら れ る 。  
と こ ろ で 公 益 性 の 定 義 に つ い て は 、 現 在 、 公 益 法 人 制 度 改 革

に お け る 有 識 者 会 議 で 検 討 さ れ て い る た め 、 そ の 結 論 を 待 つ こ

と と し た い 。  
 
「 事 業 性 の 高 い 事 業 」  
第 二 に 事 業 性 の 高 い 事 業 だ が 、 こ れ は 比 較 的 規 模 の 大 き い も

の で 、 運 営 経 費 を 自 ら の 事 業 収 益 で 賄 う こ と が 求 め ら れ る 事 業

で あ る 。 特 に 私 的 財 に 該 当 す る 場 合 は 、 営 利 組 織 が 市 場 的 条 件

の 下 で 経 営 を 行 い 、 利 益 を 挙 げ る こ と も 可 能 な 事 業 な の で 、 営

利 事 業 と の 類 似 性 が 高 ま る 。 そ の た め 、 こ の よ う な 事 業 を な ぜ

非 営 利 組 織 で 行 う 必 要 が あ る の か と い っ た 、 い わ ゆ る 営 利 ・ 非

営 利 論 争 を 呼 び 起 こ し や す い 。  
事 業 性 の 高 い 事 業 に お い て 、 営 利 と 非 営 利 を め ぐ っ て 最 も 類

似 ・ 混 同 さ れ 、 議 論 の 的 と な る テ ー マ は 、 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に

お け る 利 益 獲 得 行 為 に つ い て で あ る 。 既 に 指 摘 し た 通 り 、 非 営

利 組 織 と い え ど も 利 益 獲 得 行 為 は 行 う 。 営 利 も 非 営 利 も 利 益 を

獲 得 す る と な る と 、 一 体 ど こ が 違 う の か に 関 し て 疑 問 を 抱 か せ

る と い う 問 題 が 生 じ る 。  
営 利 事 業 で は 利 益 最 大 化 を 目 的 と し て い る た め 、 可 能 な 限 り

最 大 の 利 益 追 求 を 行 う （ そ れ が 悪 い と い う 意 味 で は な く 、 制 度

と し て 当 然 そ う す べ き も の だ と い う 意 味 で あ る ）。つ ま り 、営 利

事 業 で は 獲 得 す る 利 益 の レ ベ ル に 制 限 が な い 。  
こ れ に 対 し 非 営 利 事 業 で は 、 ミ ッ シ ョ ン 最 大 化 を 目 的 と し て

い る 。 ミ ッ シ ョ ン 最 大 化 と 利 益 最 大 化 が ぶ つ か れ ば 、 ミ ッ シ ョ

ン が 優 先 さ れ る は ず だ か ら 、 理 論 的 に は 少 な く と も 営 利 事 業 の

よ う な 可 能 な 限 り 最 大 の 利 益 の 追 求 は 行 わ な い と 考 え ら れ る 。

言 い 換 え れ ば 、利 益 獲 得 プ ロ セ ス に 一 定 の 規 律 が 求 め ら れ よ う 。 
た だ 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に つ い て 、具 体 的 措 置 を 講 ず る こ と は 、

現 状 で は 技 術 的 に 難 し い 。  
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先 に 非 営 利 組 織 の 基 本 要 件 と し て 、 利 潤 動 機 の 抑 制 に 関 す る

項 目 を ３ 点 挙 げ た が 、 こ れ は 利 益 を 挙 げ た 結 果 （ 獲 得 さ れ た 利

益 ） に 対 す る 規 律 で あ り 、 利 益 獲 得 の プ ロ セ ス に つ い て は 何 も

拘 束 し て い な い 。  
し か し 事 業 性 の 高 い 事 業 に お い て は 、 営 利 事 業 と の 類 似 性 が

高 い だ け に 、 営 利 ・ 非 営 利 と の 相 違 を 、 結 果 に 対 す る 規 律 だ け

に 留 め た の で は 不 十 分 と 思 わ れ る 。 利 益 獲 得 の プ ロ セ ス に お け

る 相 違 の 明 確 化 、 言 い 換 え る と 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に つ い て 、 何

ら か の 規 律 を 設 け る こ と が 必 要 で あ ろ う 。 逆 に こ の 点 に お い て

営 利 事 業 と の 相 違 の 明 確 化 を 図 ら な い と 、 非 営 利 の 存 在 意 義 が

問 わ れ る 上 、 医 療 に 対 す る 営 利 企 業 参 入 論 者 に 対 し て 合 理 的 な

説 明 が で き な い 。 こ の 点 に お け る 営 利 と 非 営 利 の 相 違 を ど う 捉

え る か は 後 述 す る 。  
 

（ ２ ） 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件  
医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 を 検 討 す る と 、 病 院 経 営 は 、 非 営

利 事 業 と し て 行 う と い う こ と で 、 非 営 利 組 織 一 般 に つ い て の 共 通 要

件 で あ る 、 配 当 禁 止 、 所 有 権 の 排 除 、 一 人 一 票 制 が 要 請 さ れ る 。  
こ の ほ か に 、 医 療 は そ の 特 質 か ら 高 い 公 益 性 を 有 す る と と も に 、

事 業 性 の 高 い 事 業 に あ た る と 考 え ら れ る 。  
そ の た め 、 医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 は 、 先 に 示 し た 基 本 要

件 に 公 益 性 の 高 い 事 業 と 事 業 性 の 高 い 事 業 の 要 件 が 追 加 さ れ る こ と

と な る（ 表 4）。公 益 性 に つ い て は 、2 4 時 間 救 急 な ど と い っ た 公 益 的
事 業 の 義 務 づ け と 情 報 開 示 が 、 事 業 性 が 高 い 点 に つ い て は 、 利 益 獲

得 プ ロ セ ス に お け る 営 利 と の 相 違 を 明 確 化 す る た め の 規 律 が 求 め ら

れ よ う 。  
表 4 で 示 し た も の の う ち 、 利 潤 動 機 の 抑 制 、 個 人 の 利 害 関 係 の 排

除 、 資 本 の 論 理 排 除 、 公 益 性 の 義 務 の 付 与 お よ び 経 営 の 透 明 性 の 確

保 に つ い て は 既 に 述 べ た の で 、 こ こ で は 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る

規 律 に つ い て 論 ず る 。  
病 院 経 営 へ の 営 利 企 業 参 入 論 の う ち 、 医 療 法 人 制 度 に 関 わ る 代 表

的 な も の を 要 約 す れ ば 、 ① 営 利 ・ 非 営 利 を 区 分 し て い る の は 利 益 獲

得 の 結 果 で あ る 配 当 の 有 無 の み で 、 利 益 獲 得 過 程 に つ い て は 何 も 問

題 に し て い な い 、 ② 配 当 禁 止 に つ い て も 社 員 の 脱 退 、 相 続 、 解 散 時

に は 一 括 配 当 が 認 め ら れ 、 か つ 役 員 報 酬 や 関 連 会 社 へ の 利 益 移 転 な

ど を 通 じ た 実 質 配 当 が 行 わ れ て い る 、 ③ 所 有 権 が 認 め ら れ て い る 、

と い う も の で 、 わ が 国 の 病 院 の 大 半 を 占 め る 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人

は 営 利 組 織 と ど こ が 違 う の か と い う 主 張 で あ る 。  
上 記 ② 、 ③ は そ れ に 対 応 し た 規 定 を 整 備 す れ ば 足 り る が 、 ① に つ
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い て は 問 題 が 残 る 。  
営 利 企 業 参 入 論 者 に よ り 、 利 益 獲 得 過 程 で の 行 為 は 何 ら 拘 束 さ れ

て い な い 上 、 そ も そ も こ の 点 で 営 利 と 非 営 利 に 区 別 を つ け ら れ る の

か と い う 主 張 が な さ れ て い る 。 こ の 考 え の 前 提 に は 、 営 利 目 的 の 利

益 と 非 営 利 目 的 の 利 益 の 区 分 は ど の よ う に 行 わ れ る の か 、 と り わ け

非 営 利 は 倫 理 上 の 概 念 で あ る と し 、 そ れ を 法 律 で 規 制 す る こ と が 可

能 か と い う 考 え が 存 在 す る 。 い ず れ に し て も 肝 心 な 利 益 獲 得 行 為 で

両 者 の 区 分 が 明 確 性 を 欠 い て い る に も 関 わ ら ず 、 営 利 参 入 が 拒 否 さ

れ て い る の が 不 合 理 だ と い う わ け で あ る 。 も っ と も と い え よ う 。 こ

れ は 、 現 行 の 医 療 法 人 が 法 制 度 上 の 概 念 に よ っ て 要 件 が 定 め ら れ た

も の で 、活 動 上 の 目 的 概 念 か ら の 規 定 が 入 っ て い な い た め で あ ろ う 。 
医 療 を 非 営 利 事 業 と し て 行 う な ら ば 、 こ の 点 で の 対 応 策 を 採 ら な

け れ ば 、 営 利 企 業 参 入 論 者 は 無 論 の こ と 、 一 般 の 国 民 か ら も 十 分 な

理 解 は 得 ら れ な い と 思 わ れ る 。  
 
表 4 医療における非営利組織の要件  

具体策

基本的要件

・個人の利害関係の排除 所有権の排除

・利潤動機の抑制 配当禁止

・資本の論理の排除 一人一票制

医療の特質からくる要件

公益性の高い事業

・公益性の義務の付与 例：２４時間救急など

・経営の透明性の確保 情報開示

事業性の高い事業

・利益獲得プロセスにおける営利との相違の明確化 ガバナンス

（利益獲得プロセスにおける規律）

考え方

      
利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て 、 明 確 な 答 え を 導 き 出 す

の は 容 易 で は な い 。 し か し 、 こ の 点 を 曖 昧 に し て お く こ と は 非 営 利

と い い な が ら 、 利 益 最 大 化 、 利 益 追 求 に 走 る こ と が 許 さ れ る こ と に

な り 、 非 営 利 性 の 担 保 に 抜 け 道 を 許 す こ と に な り か ね な い 。  
現 在 議 論 さ れ て い る 公 益 法 人 制 度 改 革 に お い て も 、 公 益 法 人 と い

い な が ら 、 内 部 に 不 当 な 利 益 を 蓄 積 し て い る ケ ー ス が 不 適 切 な 事 例

と し て 指 摘 さ れ て い る 。こ れ は 、配 当 禁 止 と い う 出 口 だ け を 押 さ え 、

利 益 獲 得 の プ ロ セ ス に つ い て 規 定 し て い な い 結 果 と 考 え ら れ る 。  
こ の よ う に 、 た と え 配 当 は 禁 止 さ れ 、 獲 得 し た 利 益 は す べ て 医 療

へ 再 投 資 さ れ る と い っ て も 、 日 常 行 動 で 営 利 と 同 様 の 利 益 追 求 が 許
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さ れ る よ う で は 、 行 動 上 の 目 的 が 問 わ れ か ね な い 。  
そ こ で 営 利 事 業 、非 営 利 事 業 に お け る 利 益 獲 得 の レ ベ ル に つ い て 、

相 違 が あ る こ と を ま ず 理 論 面 か ら 検 討 し て み た い 。  
 
図 ２ は 、 営 利 組 織 と 非 営 利 組 織 の 最 適 化 行 動 原 則 （ 営 利 組 織 に あ

っ て は 利 益 最 大 化 、 非 営 利 組 織 に あ っ て は ミ ッ シ ョ ン の 最 大 限 の 実

現 ） と 、 利 益 と の 関 係 を 示 し た も の で あ る 。  
M C と は 、マ ー ジ ナ ル コ ス ト 、限 界 費 用 の こ と で 、供 給 量 を 増 加 し

た 場 合 の 増 加 供 給 量 １ 単 位 あ た り コ ス ト を 指 す 。  
A C と は 、ア ベ レ ー ジ コ ス ト 、平 均 費 用 の こ と で 、総 供 給 量 の １ 単

位 あ た り コ ス ト を 指 す 。  
Ｐ は 市 場 価 格 を 示 す 。 Ｐ も 当 然 に 変 動 す る が 、 こ こ で あ た か も 一

定 （ 横 の 直 線 ） と し て い る の は 、 市 場 価 格 が 同 一 の 場 合 に お け る 営

利 組 織 と 非 営 利 組 織 の 供 給 量 の 相 違 を 便 宜 的 に 示 す た め で あ る 。 な

お こ こ で は 、 Ｐ は 需 要 曲 線 、 Ｍ Ｃ は 営 利 企 業 の 供 給 曲 線 の 一 部 （ 図

に は 示 し て い な い が 平 均 可 変 費 用 と の 交 点 よ り 上 の 部 分 の み ） に 相

当 す る も の で あ る 。  
M C は 、固 定 資 本 一 定 の 下 で は 一 般 に 追 加 供 給 す る ほ ど 上 昇 す る が 、

市 場 価 格 で あ る P 以 下 な ら 、 利 幅 が 減 る だ け で 総 利 益 の 増 加 に は 寄
与 す る た め 、 供 給 が 続 く 。 し か し M C が P を 超 え る と 、 そ の 時 点 以
降 は 追 加 供 給 分 は 赤 字 と な り 、 そ の 分 利 益 の 総 額 が 減 少 す る の で 、

利 益 最 大 化 行 動 原 則 か ら は M C と P の 交 点 、 つ ま り M C が P と イ コ
ー ル に な る と こ ろ で 供 給 を 停 止 し 、 利 益 の 最 大 化 が 達 成 さ れ る こ と

に な る 。 そ の 時 点 の 供 給 量 が Q１ で あ る 。  
一 方 、 非 営 利 組 織 に あ っ て は 、 ミ ッ シ ョ ン の 達 成 度 を 供 給 量 で 捉

え る と す れ ば 、 供 給 量 を Q１ よ り は Q 2、 Q２ よ り は Q３ と 増 加 さ せ
て い く こ と が 目 的 に あ っ た 行 動 と な る 。 し か し 、 非 営 利 組 織 と い え

ど も 赤 字 を 出 し て ま で 供 給 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き な い の で 、 結

局 の と こ ろ 、 総 利 益 が ゼ ロ に な る 点 、 つ ま り A C が 市 場 価 格 P と イ
コ ー ル に な る と こ ろ で 供 給 を 止 め る こ と に な る 。 そ の 時 の 供 給 量 が

Q２ で 、 ミ ッ シ ョ ン の 最 大 化 が 達 成 さ れ た こ と と な る 。  
要 す る に こ の 理 論 の 示 す と こ ろ に よ れ ば 、 非 営 利 組 織 が ミ ッ シ ョ

ン を 最 大 限 に 果 た す と 利 益 が ゼ ロ に な る と い う こ と を 示 し て い る と

共 に 、 ミ ッ シ ョ ン 最 大 化 に 向 け て 供 給 量 を Q１ か ら Q２ に 増 大 さ せ
る 過 程 で は 、 総 利 益 が 減 少 し 続 け て い る こ と を 表 し て い る 。  
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図 2 営利組織と非営利組織の最適化行動原則と利益レベルの関係  

MC

AC

P

Q1 Q2 サービス量

費用
および
価格

Q3

 
MC：Marginal Cost（限界費用）とは供給量を増加した場合の増加供給量１単位あたりコスト  

AC：Average Cost（平均費用）とは総供給量の１単位あたりコスト  

 
前提：サービス量の増大が非営利組織のミッションの増大となる  

 
 
次 に 実 務 上 の 規 定 を み て み よ う 。 公 益 法 人 制 度 改 革 に お け る 有 識

者 会 議 に お い て 、 非 営 利 組 織 の 利 益 獲 得 レ ベ ル に つ い て 触 れ ら れ て

い る の で 、 こ れ を 参 考 ま で に 示 す 。  
有 識 者 会 議 の 報 告 書（ 平 成 1 6 年 11 月 1 9 日 ）で は「 公 益 的 事 業 を

適 切 か つ 継 続 的 に 行 う た め 、 一 定 の 内 部 留 保 は 必 要 で あ る が 、 積 極

的 に 不 特 定 多 数 の 利 益 の 実 現 を 目 的 と す る 活 動 で あ れ ば 、 本 来 単 年

度 の 収 支 に お い て 大 幅 な 黒 字 を 生 ず る も の で は な い と 考 え ら れ る 。

ま た 、 こ う し た 収 支 余 剰 の 累 積 等 に 伴 い 、 本 来 公 益 的 な 事 業 に 使 わ

れ る べ き 資 金 が 、使 わ れ ず 法 人 内 部 に 蓄 積 さ れ る の は 望 ま し く な い 。

こ の た め 、 適 正 な 法 人 活 動 を 制 約 し な い 範 囲 で 、 将 来 の 公 益 的 な 事

業 の 実 施 に 必 要 な 範 囲 を 超 え て 過 大 な 資 金 等 が 留 保 さ れ る こ と が な

い よ う 、 法 人 の 実 態 等 も 踏 ま え つ つ 、 適 切 な 規 律 を 設 け る こ と が 適

当 で あ る 」 と し 、 公 益 法 人 の 利 益 獲 得 に 一 定 の 歯 止 め を 求 め る 考 え

が 示 さ れ て い る 。  
一 方 、 厚 生 労 働 省 の 特 定 ・ 特 別 医 療 法 人 の 規 定 で は 、 や は り 医 業

収 益 は 医 業 費 用 の 1 . 5 倍 の 範 囲 内 と し な け れ ば な ら な い こ と が 指 摘
さ れ て お り 、 こ こ で も 一 定 の 利 益 獲 得 に 対 す る 規 律 が 求 め ら れ て い

る 。  
こ の よ う な 考 え に た て ば 、 非 営 利 組 織 に あ っ て は 単 に 利 益 獲 得 の

結 果 だ け で な く 、 プ ロ セ ス に お い て も 何 ら か の 規 律 を 設 け る こ と が

要 請 さ れ よ う 。  
利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て 、 利 益 レ ベ ル を 一 概 に 定
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め る こ と は 難 し い が 、 非 営 利 事 業 の 特 性 に 鑑 み る と 、 考 え 方 と し て

「 将 来 の ミ ッ シ ョ ン 遂 行 に 必 要 な 範 囲 」 と い う の は 一 つ の 捉 え 方 と

思 わ れ る 。 た だ 、 こ れ も 抽 象 論 に 留 ま る の で 、 現 実 の 次 善 の 対 処 法

と し て は 、 ミ ッ シ ョ ン 遂 行 第 一 で 事 業 が 運 営 さ れ て い る か を 情 報 開

示 で 牽 制 す る 方 法 や 、 あ る い は ガ バ ナ ン ス の あ り 方 で 対 応 す る こ と

は 検 討 に 値 し よ う 。  
 
（３）非営利性の視点から見たわが国の病院  

表 5 は わ が 国 の 病 院 の 実 状 を 、 非 営 利 性 の 側 面 か ら 、 先 の 医 療 に
お け る 非 営 利 組 織 に 対 す る 要 件 を 軸 と し て 、 非 営 利 性 を 補 足 す る と

考 え ら れ る 項 目 （ 住 民 と の 情 報 交 換 の 場 の 有 無 、 監 査 な ど ） に つ い

て 、 わ が 国 の 病 院 の 大 半 を 占 め る 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 を 中 心 に 、

特 定 医 療 法 人 、 特 別 医 療 法 人 、 社 会 福 祉 法 人 と と も に み た も の で あ

る 。  
ま ず は 基 本 要 件 を 見 て み よ う 。所 有 権 に つ い て は 、特 定 医 療 法 人 、

特 別 医 療 法 人 、 社 会 福 祉 法 人 で は 、 個 人 に 当 該 法 人 の 財 産 が 帰 属 せ

ず 、 所 有 権 が 排 除 さ れ て い る が 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 財 産 が

個 人 に 帰 属 し 、 所 有 権 は 排 除 さ れ て い な い 。  
配 当 禁 止 に つ い て は 、 毎 期 の 配 当 は 全 て の 医 療 法 人 で 禁 止 さ れ て

い る も の の 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 、 社 員 脱 退 時 や 解 散 時 に 財

産 請 求 権 が 認 め ら れ て い る 。  
実 質 配 当 防 止 策 と し て の 役 員 報 酬 の 制 限 に つ い て は 、 特 定 ・ 特 別

医 療 法 人 で は 年 収 3 , 6 0 0 万 円 以 下 と い う 規 定 が あ る 。 社 会 福 祉 法 人
で は 金 額 の 制 限 は な い が 、 業 務 監 査 が あ り 、 あ ま り に 多 額 な ケ ー ス

は 不 可 と さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 何 の 規

定 も な い 。  
一 人 一 票 制 に つ い て は 全 て の 医 療 法 人 で 実 施 さ れ て い る 。 役 員 構

成 に お け る 親 族 支 配 に つ い て は 、 特 定 医 療 法 人 、 特 別 医 療 法 人 、 社

会 福 祉 法 人 で は 、 役 員 に 占 め る 親 族 の 比 率 1 / 3 以 下 と 制 限 が あ る 。
し か し 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 役 員 に 占 め る 親 族 比 率 に 規 制 が な

く 、 親 族 支 配 へ の 防 止 策 が な い 。  
次 に 医 療 の 特 質 か ら く る 要 件 を 見 て み る と 、 ま ず 公 益 性 に つ い て

は 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 の み 何 の 規 定 も な い 。  
情 報 開 示 に つ い て は 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 、 特 定 医 療 法 人 、 特

別 医 療 法 人 に お い て は 、社 員 、債 権 者 に 開 示 義 務 が あ る の み で あ る 。

社 会 福 祉 法 人 で は 、 事 業 報 告 書 を 事 務 所 に 備 え る こ と と 、 利 用 者 が

利 用 し や す い よ う な 情 報 提 供 の 義 務 が 課 せ ら れ て い る 。 社 会 福 祉 法

人 を 除 く と 、 本 来 の 意 味 で の 情 報 開 示 は 医 療 法 人 で は 行 わ れ て い な

い 。 監 査 は 、 医 療 法 人 、 特 定 医 療 法 人 、 特 別 医 療 法 人 に お い て は 何
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の 規 定 も な い が 、 社 会 福 祉 法 人 で は 助 成 が な さ れ た 場 合 、 事 業 ・ 会

計 に 関 し 行 政 が 監 督 す る 。  
利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人

と 社 会 福 祉 法 人 で は 法 的 に は 特 段 の 規 定 が な い 。 た だ 、 社 会 福 祉 法

人 の 場 合 、 医 療 法 人 以 上 に 事 業 運 営 に 対 し 厳 し い 行 政 監 督 が 行 わ れ

て い る た め 、 こ の 面 か ら 強 く 規 制 さ れ て い る と い え る 。 特 定 医 療 法

人 、 特 別 医 療 法 人 に つ い て は 、 社 会 保 険 診 療 に よ る 収 入 が 全 収 入 の

８ 割 以 上 で あ る こ と（ 自 由 診 療 や 差 額 ベ ッ ド に よ る 利 益 の 抑 制 ）、自

費 患 者 は 社 会 保 険 診 療 と 同 一 基 準 で 計 算 す る こ と 、 医 業 収 益 は 医 業

費 用 の 1 . 5 倍 の 範 囲 で あ る こ と が 定 め ら れ 、 利 益 追 求 に 一 定 の 歯 止
め が あ る 。特 定 医 療 法 人 で は さ ら に 、特 別 の 療 養 環 境 に 係 る 病 床（ 差

額 ベ ッ ド ）数 が 当 該 医 療 施 設 病 床 数 の 3 0％ 以 下 と さ れ て い る 。結 局 、
何 の 規 定 も な い の は 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 の み と な る 。  
地 域 住 民 と の 協 議 機 関 （ 評 議 員 会 な ど ） の 設 定 に 関 し て は 、 社 会

福 祉 法 人 で は 評 議 員 会 を 設 定 で き る こ と と さ れ 、 実 際 に は 全 て の 社

会 福 祉 法 人 に お い て 評 議 員 会 が 設 置 さ れ て い る 。 し か し 持 分 あ り 社

団 医 療 法 人 で は 何 の 規 定 も な く 、 地 域 住 民 等 と の 協 議 機 関 設 置 は 独

自 の 判 断 に 任 さ れ て い る 。な お 、持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 に お い て は 、

現 状 で は 設 置 す る 理 由 も 明 確 で な い こ と も あ っ て 、 ほ と ん ど こ う し

た 機 関 は 設 置 さ れ て い な い と い わ れ て い る 。  
以 上 み て き た よ う に 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 は 、 特 定 医 療 法 人 、

特 別 医 療 法 人 、 社 会 福 祉 法 人 と の 対 比 で み て も 、 最 も 非 営 利 性 が 低

く 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 は 非 営 利 組 織 と は 言 い が た い と の 批 判 は

否 定 で き な い 。  
も ち ろ ん 、持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 が こ う し た 姿 と な っ て い る の は 、

歴 史 的 経 緯 や そ れ 相 応 の 背 景 理 由 が 存 在 す る わ け で 、 こ れ を も っ て

た だ ち に 問 題 が あ る と い う 訳 で は な い 。 し か し 医 療 は 非 営 利 で 行 う

べ き で 、 営 利 企 業 に よ る 経 営 は 認 め ら れ な い と 主 張 す る な ら ば 、 現

行 の 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 は 非 営 利 性 の 点 で 多 々 不 備 が 見 ら れ 、 改

革 の 必 要 が あ る と い え よ う 。  
な お 、 参 考 ま で に 非 営 利 性 に 関 連 し て 公 的 支 援 の 現 状 を み る と 、

持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 で は 補 助 金 は 原 則 な し 、 優 遇 税 制 な し （ 営 利

企 業 と 同 じ く 3 0％ 、相 続 税 は 個 人 の 持 分 に 対 し 課 税 対 象 ）と い う こ
と で 、 最 も 公 的 支 援 が な さ れ て い な い 。 特 定 医 療 法 人 に つ い て は 、

法 人 税 率 で 優 遇 税 率 （ 2 2％ ） が 採 ら れ 、 相 続 税 は そ も そ も 個 人 的 財
産 権 が な い の で 相 続 対 象 に な ら な い 。 特 別 医 療 法 人 も 相 続 税 の 扱 い

は 特 定 医 療 法 人 と 同 様 で あ る 。 最 も 非 営 利 性 が 徹 底 さ れ て い る 社 会

福 祉 法 人 に お い て は 、 補 助 金 が あ り 、 非 課 税 扱 い さ れ 、 公 的 支 援 を

受 け る 程 度 も 大 き い 。  
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表 5 わが国の病院における非営利性  

持分あり社団医療法人 特定医療法人 特別医療法人 社会福祉法人

個人の利
害関係の
排除

所有権の排除 × ○ ○ ○

配当禁止

　毎期 ○ ○ ○ ○

　解散、脱退時 × ○ ○ ○

実質配当防止策 × ○ ○ ○

（役員報酬） ・年収3600万円以下 ・年収3600万円以下 ・業務監査あり

一人一票制 ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○

△ △ △ ○

・社員、債権者に開示 ・社員、債権者に開示 ・社員、債権者に開示
・事業報告書等を事務所
に備える

・利用者が利用しやすいよ
うな情報提供努力義務

監査 × × × ○

× ○ ○ ○

・差額ベッド比率３０％

地域住民との協議 × × × ○

機関（評議員会等）

　補助金 × × × ○

　優遇税制 × ○ ○ ○

・業務監査でチェック
・社会保険診療によるの
が全収入の８割以上

・自費患者は社会保険
診療と同一基準で計算

・医業収益は医業費用
の1.5倍の範囲

・社会保険診療によるの
が全収入の8割以上

・自費患者は社会保険
診療と同一基準で計算

・医業収益は医業費用
の1.5倍の範囲

経営の透
明性の確
保

公
益
性
を
有
す
る
事
業

資本の論
理の排除

基
本
要
件

情報開示

ガバナンス

公的支援

役員構成における
親族規制

×

事
業
性
の
高
い
事
業

特
定
要
件

（
医
療
の
特
質
か
ら
く
る
要
件

）

利益獲得
プロセスに
おける営利
との相違の
明確化

公益性の義務の付与

利益獲得プロセ
スに関する規律

○ ○ ○

利潤
動機の
抑制

 
  ＊法律上の規定があるか、またはたとえなくとも実務上、実質的に行われているもの

を○とした。  
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２．諸外国の民間非営利病院における非営利性の実態  
非 営 利 組 織 の 要 件 と 、 そ れ と 比 べ た わ が 国 の 医 療 法 人 の 実 情 を 検

証 し た が 、 次 に 、 海 外 に お け る 民 間 非 営 利 病 院 の 非 営 利 性 の 実 状 を

概 観 す る 。  

調 査 対 象 国 と し て は 、フ ラ ン ス 、オ ラ ン ダ 、ア メ リ カ を 選 択 し た 。

フ ラ ン ス と ア メ リ カ は 、 営 利 病 院 が 存 在 す る こ と か ら 、 営 利 病 院 と

非 営 利 病 院 共 存 の 実 状 を 探 る た め 、オ ラ ン ダ は 病 院 の 100％ が 民 間 非

営 利 で あ る こ と か ら 、 そ う し た 場 合 の 民 間 非 営 利 病 院 の 経 営 課 題 を

探 る た め 選 択 し た 。  

本 稿 で は 、 こ れ ら 各 国 の 民 間 非 営 利 病 院 に お け る 非 営 利 性 の 実 情

を 把 握 す る の が 目 的 だ が 、 民 間 非 営 利 病 院 に お け る 非 営 利 性 は 、 各

国 の 歴 史 や そ れ に 基 づ く 医 療 制 度 に 影 響 さ れ る た め 、 医 療 制 度 と の

関 連 か ら 概 観 す る 。 

 

（１） フランス  
  １）非営利性の観点から見たフランスの医療制度  

① 開設者別シェア・機能  
フ ラ ン ス の 病 院 開 設 者 は 公 立 、 民 間 非 営 利 、 営 利 の ３ 者 が 存 在 す

る 。  
そ れ ぞ れ の シ ェ ア を 病 床 ベ ー ス で み る と 12、 公 立 病 院 が 6 5 . 5％ 、

民 間 非 営 利 病 院 が 1 4 . 7％ 、営 利 病 院 が 1 9 . 8％ と 、公 立 病 院 が 圧 倒 的
シ ェ ア を 有 し て い る （ 表 6）。 こ の た め 公 立 病 院 と 民 間 非 営 利 病 院 を
合 わ せ る と 、 ８ 割 が 非 営 利 病 院 で 供 給 さ れ て い る こ と に な る 。  
 
表 6 フランスの病院開設者別シェア  

病床数 ％

公 立 病 院 309,047 65.5

民間非営利病院 68,963 14.7

営 利 病 院 93,511 19.8

全 体 471,521 100.0

非営利が
80.2％

資料：2001 年 SAE Drees より作成  
 
次 に 機 能 の 面 で は 、 公 立 病 院 は 多 く の 場 合 、 総 合 病 院 で あ り 、 特

に 重 症 度 の 重 い 外 科 手 術 や 研 究 に 重 点 を 置 い て い る 。 こ の ほ か 、 長

期 療 養 の 専 門 病 院 も あ り 、 公 立 病 院 全 体 で み れ ば 、 救 急 を 含 む 超 急

性 期 か ら 長 期 療 養 ま で を 担 っ て い る 。 民 間 非 営 利 病 院 は 公 立 病 院 ほ

                                         
12  フランスでは病院の開設者によって、病院数を施設数で数えたり法人数で数えるこ
とから、病院数による正確な比較が出来ないため、病床数ベースとする。  
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ど 高 度 医 療 を 手 が け て い な い が 、 こ れ に 準 じ た レ ベ ル で 救 急 か ら 長

期 療 養 ま で カ バ ー し て い る 。 こ れ に 対 し て 営 利 病 院 は 、 上 場 し て い

る 総 合 病 院 も ご く 少 数 あ る も の の 、 そ れ ら は 例 外 的 存 在 で あ り 、 多

く は 単 科 病 院 で 、 軽 微 な 外 科 手 術 と 産 科 に 傾 斜 し 、 ま た あ る 程 度 の

富 裕 層 を 対 象 と し て お り 、 結 果 的 に 営 利 、 非 営 利 が 棲 み 分 け ら れ て

い る 。  
ま た １ 病 院 当 り 病 床 規 模 を み て も 、 公 立 病 院 3 0 6 床 、 民 間 非 営 利

病 院 7 7 床 、営 利 病 院 8 1 床 で あ り（ 表 7）、規 模 的 に み て も 公 立 病 院
が 中 核 的 存 在 で あ る こ と が 判 る 。  
こ の よ う に シ ェ ア 、 機 能 ・ 役 割 の 両 面 か ら み て 、 公 立 病 院 が メ イ

ン の 医 療 提 供 体 制 で あ る と い え よ う 。  
 

表 7 １病院当り病床規模  

病院数 病床数
1病院当り
平均病床数

公 立 病 院 1,010 309,047 306

民間非営利病院 891 68,963 77

営 利 病 院 1151 93,511 81

全 体 3,052 471,521 154

＊公立病院および民間非営利病院のうち PSPH は法人数で数え、それ以外の民
間病院は施設数で数える。  
資料：2001 年 SAE Drees より作成  
 
②  公的病院活動  
フ ラ ン ス で は 公 的 病 院 活 動 参 加 病 院 と い う 制 度 が あ る 。 公 的 病 院

活 動 と は 、 2 4 時 間 救 急 、 マ タ ニ テ ィ 、 医 学 教 育 、 研 究 、 予 防 医 学 、

の 活 動 を 指 す 。  
公 立 病 院 は 全 て 公 的 病 院 活 動 参 加 病 院 と さ れ る が 、 民 間 非 営 利 病

院 も 2 4 時 間 す べ て の 患 者 を 受 け 入 れ る こ と を 条 件 に 、 地 方 病 院 庁

（ A R H）に 申 請 し 許 可 を 受 け る と 、公 的 病 院 活 動 参 加 病 院（ P S P H：
é t a b l i s s e m e n t s  p a r t i c i p a n t  a u  s e r v i c e  p u b l i c  h o s p i t a l i e r） と し て
認 定 さ れ る（ 上 記 全 て の 公 的 病 院 活 動 を 実 施 す る 必 要 は な い ）。P S P H
と な る と 総 枠 予 算 制 が 適 用 さ れ る 。  
民 間 非 営 利 病 院 の う ち 、 P S P H と な っ て い る 割 合 は 7 6 . 3％ で あ る

（ 表 8）。  
営 利 病 院 も 公 的 病 院 活 動 参 加 の 申 請 が 可 能 だ が 、 許 可 さ れ て も 、

P S P H と は 認 定 さ れ ず 総 枠 予 算 制 の 適 用 も 受 け な い 。 営 利 病 院 で 公

的 病 院 活 動 参 加 病 院 と な っ て い る の は 例 外 的 存 在 で あ る 。  
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公 的 病 院 活 動 と い う 概 念 は 昔 か ら 存 在 し た が 、 曖 昧 だ っ た 公 立 病

院 の 機 能 を 明 確 に す る た め 、1 9 7 0 年 の 病 院 改 革 法 に お い て 法 律 上 こ
れ を 明 記 し た 。1 9 7 0 年 の 病 院 改 革 法 で は 同 時 に 病 床 規 制 や 医 療 機 器
購 入 規 制 な ど の 医 療 地 図 （ 後 述 ） 策 定 の 制 度 も 導 入 さ れ 、 公 立 病 院

と 民 間 病 院 の 調 整 ・ 補 完 に よ る 医 療 施 設 の 効 率 的 運 営 が 目 指 さ れ 、

民 間 病 院 に 対 し て も 公 的 病 院 活 動 参 加 へ の 道 を 開 い た 。  
全 病 院 の う ち 、 公 的 病 院 活 動 に 参 加 し て い る 病 院 （ 全 公 立 病 院 と

民 間 非 営 利 病 院 の う ち 、 申 請 し 認 可 さ れ た 病 院 ） は 病 床 数 ベ ー ス で

7 6 . 7％ と 、 ８ 割 方 が 公 的 病 院 活 動 参 加 病 院 で あ る （ 表 9）。  
つ ま り フ ラ ン ス の 病 院 の 大 半 は 、 公 益 性 が 明 確 に 義 務 付 け ら れ て

い る と い え る 。  
 
表 8 民間非営利病院の中の公的病院活動参加病院（病床数ベース）  

病床数 ％

PSPH 52,637 76.3

non-PSPH 16,326 23.7

民間非営利病院
合 計

68,963 100.0

資料：2001 年 SAE Drees より作成  
 
表 9 全病院の中の公的病院活動参加病院（病床数ベース）  

病床数 ％

公 立 病 院 309,047 65.5

民間非営利病院

　　PSPH 52,637 11.2

　　non-PSPH 16,326 3.5

営 利 病 院 93,511 19.8

全 体 471,521 100.0

公的病院
活動参加
病院
76.7％

資料：2001 年 SAE Drees より作成  
 
③  個別病院毎の総枠予算制  
総 枠 予 算 制 と い う の は 、病 院 の 日 常 運 営 費（ 経 常 費 用 ）と 設 備 投 資

費 用 の 双 方 を 予 算 化 し 、 そ の 予 算 額 を 各 病 院 に 公 的 に 支 給 す る 制 度

で あ る 。  
病 院 に お け る 治 療 費 は 、ホ ス ピ タ ル フ ィ ー と ド ク タ ー フ ィ ー に 分 か

れ て い る 。 こ の う ち 民 間 非 営 利 病 院 （ n o n - P S P H で 総 枠 予 算 適 用 外

を 除 く ） の 場 合 、 ホ ス ピ タ ル フ ィ ー が 総 枠 予 算 の 対 象 （ 公 立 病 院 の

場 合 、 ド ク タ ー フ ィ ー も 総 枠 予 算 の 対 象 ） で あ る 。  
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総 枠 予 算 が 適 用 さ れ る の は 、 公 立 病 院 と P S P Hお よ び P S P Hと な っ
て い な い 民 間 非 営 利 病 院 の う ち 、 総 枠 予 算 を 選 択 し た 病 院 と な る 。

全 病 院 の 約 ８ 割 が 総 枠 予 算 の 適 用 を 受 け て い る 13（ 表 1 0）。  
 

表 10 病院開設者別支払い方法  

PSPH

1,010病院
（33.1%）
309,047床
（65.5％）

＊公立病院および公的病院活動参加病院は法人数で数え、それ以外の民間病院は

　施設数で数える。

＊ここでいう病床数は24時間以上滞在可能な病床のみ

公立開設者

支払方法

営利
non-PSPH

民間非営利

（40.8％）
99,483床
（21.1％）

1,246病院796病院
総枠予算制 １日当り入院料（OQN対象）

（78.9%）

（26.1%）
62,991床
（13.4％）

資料：2001 年 SAE Drees より作成  
 
総 枠 予 算 で 賄 わ れ る 費 用 を 図 3 に 従 っ て 説 明 す る と 、 設 備 投 資 が

な く 、 資 本 コ ス ト が 生 じ て い な い 場 合 は 、 資 本 コ ス ト の な い 経 常 費

用 （ 図 3 の A） の う ち 、 患 者 自 己 負 担 や 民 間 保 険 か ら の 支 払 い に よ
っ て 得 る と 見 積 も ら れ た 収 入（ B） を 除 い た 差 額 分（ C）が 、 総 枠 予
算 と し て 支 払 わ れ る 。 設 備 投 資 を 行 っ た 場 合 （ こ の ケ ー ス が 常 態 ）

は 、 当 該 設 備 投 資 に 関 わ る 資 本 コ ス ト （ 減 価 償 却 費 と 金 利 分 D） が
こ れ に 加 算 さ れ て 支 払 わ れ る 。  
総 枠 予 算 で は 、 予 算 で 想 定 し た と お り の 患 者 が 来 院 す れ ば 収 支 均

衡 と な る 仕 組 み が 取 ら れ て い る 。 つ ま り 利 益 は 予 算 に 含 ま れ て い な

い 。  
こ れ ら か ら 、フ ラ ン ス の 非 営 利 病 院 の 特 徴 を 日 本 と の 対 比 で い え

ば 、 公 益 性 が 義 務 付 け ら れ 、 利 益 を 出 さ な い 仕 組 み が 制 度 上 位 置 づ

け ら れ て い る と 指 摘 で き る 。そ の 一 方 で 、経 常 費 用（ 除 資 本 コ ス ト ）

も 設 備 投 資 も 全 て 公 的 に 支 給 さ れ る 。

                                         
13民間非営利病院において、PSPHとして申請せず（non-PSPH）、総枠予算制の適用も
受けない病院が、少数だが存在する（民間非営利病院の全病床数１割程度）。これらの病

院は、設備投資を自分達で賄わなければならないため、当然利益を出している。  
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図 3 総枠予算制  

設備投資をしていないケース 設備投資をしているケース

D D
予算 予算
C C

支出 支出
A 保険、患者 A 保険、患者

負担　　B 負担　　B

減価償却、金利 減価償却、金利

＊減価償却、金利が含まれているケースが常態  

 
な お 、 参 考 ま で に 設 備 投 資 お よ び ド ク タ ー フ ィ ー に つ い て 簡 単 に

付 言 す る 。  
ま ず 設 備 投 資 に は 営 利 ・ 非 営 利 の 区 別 な く 地 方 病 院 庁 の 認 可 が 必

要 で あ る 。 民 間 非 営 利 病 院 の 場 合 、 認 可 さ れ れ ば 、 そ の 後 の 総 枠 予

算 の 中 で 毎 期 の 減 価 償 却 費 、 金 利 分 と し て 支 給 さ れ る シ ス テ ム で 、

投 資 時 に 一 括 し て 支 払 わ れ る わ け で は な い 。 そ の た め 、 病 院 は 設 備

投 資 時 に は 銀 行 借 入 を 行 う 。 こ の よ う に 、 公 が 設 備 投 資 の 面 倒 を 見

る も の の 、 補 助 金 で 一 括 支 払 う の で は な く 、 民 間 資 金 の 活 用 が 図 ら

れ て い る 。  
次 に ド ク タ ー フ ィ ー は 、 公 的 医 療 保 険 と 、 医 師 労 働 組 合 と の 間 で

締 結 さ れ る 協 約 料 金 に よ っ て 支 払 わ れ る 。  

民 間 病 院 で 治 療 を 行 っ て も 、 勤 務 医 以 外 は 病 院 か ら 給 与 と し て 支

払 わ れ る の で は な く 、 診 療 内 容 に 応 じ て 患 者 お よ び 保 険 者 か ら 医 師

へ 直 接 支 払 わ れ る 。  

医 師 は セ ク タ ー １ 、 セ ク タ ー ２ 、 セ ク タ ー ３ に 別 れ 、 セ ク タ ー １

は 上 記 協 約 料 金 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い の に 対 し 、 セ ク タ ー ２ 、

３ は セ ク タ ー １ の 協 約 料 金 を 上 回 っ た 額 を 患 者 に 請 求 で き る （ 公 的

保 険 か ら の 支 払 い 分 は セ ク タ ー １ と 同 じ ）。こ の よ う に 料 金 設 定 の 自

由 も 制 度 上 は 認 め ら れ て い る も の の 、 現 在 は 実 態 と し て 、 新 規 の セ

ク タ ー ２ 、 ３ の 申 請 は 原 則 認 め ら れ な い 。  

 

④  強い規制下における病院経営  
フ ラ ン ス で は 営 利 病 院 、 非 営 利 病 院 と も 、 診 療 報 酬 は 公 的 に 決 定

さ れ る 。  
設 備 投 資 （ 病 棟 建 設 、 医 療 機 器 購 入 ） も 、 医 療 地 図 に よ り 調 整 さ

れ 、 営 利 も 非 営 利 も 病 院 の 自 由 意 志 で 決 め ら れ な い 。  
非 営 利 で は 役 職 員 の 給 与 も 労 使 協 定 で 決 定 さ れ（ 後 述 ）、病 院 自 身

で 決 め る こ と が 出 来 な い 。 そ の た め 、 能 力 の 高 い 者 に は よ り 多 く 給
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与 を 支 払 う こ と で イ ン セ ン テ ィ ブ を 上 げ る 方 法 が 採 れ な い 。 営 利 で

も 職 員 の 給 与 は 労 使 協 定 で 決 め ら れ 、や は り 経 営 者 の 裁 量 性 が な い 。 
営 利 は 総 枠 予 算 が 適 用 さ れ な い 分 、 非 営 利 に 比 べ て 利 益 獲 得 の 余

地 は あ る も の の 、 総 じ て 営 利 ・ 非 営 利 双 方 と も 、 経 営 上 の 三 大 重 要

意 思 決 定 項 目 （ 価 格 、 設 備 投 資 、 給 与 ） が 縛 ら れ て い る の で 、 個 別

病 院 単 位 で の 経 営 の 自 由 度 が 著 し く 低 い 14。 さ ら に 、 財 務 デ ー タ の

他 に フ ラ ン ス 版 D R Gに 基 づ く 医 療 デ ー タ を 公 に 提 出 す る 義 務 が あ る
な ど 、 経 営 内 容 も 厳 し く 公 に 監 視 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ル さ れ て い る 。  
つ ま り フ ラ ン ス で は 営 利 ・ 非 営 利 が 併 存 す る が 、 両 方 と も 経 営 上

の キ ー フ ァ ク タ ー が 経 営 者 の 意 思 決 定 に 委 ね ら れ ず 、 全 体 と し て の

制 度 ベ ー ス で 縛 ら れ て い る た め 、 営 利 と い え ど も そ の 特 長 を 打 ち 出

し づ ら い 状 況 と な っ て い る 。  
こ う し た 事 情 を 背 景 に 、 フ ラ ン ス に は 医 療 は 営 利 が 担 う べ き 、 又

は 、非 営 利 が 担 う べ き と い っ た い わ ゆ る 営 利・非 営 利 の 論 争 は な く 、

わ が 国 で 議 論 さ れ て い る よ う な 医 療 の 非 営 利 組 織 と は ど う あ る べ き

か と い っ た 非 営 利 の 要 件 な ど も 、 ほ と ん ど 議 論 さ れ て い な い 。  
 
２）フランスにおける民間非営利病院の非営利性  
フ ラ ン ス の 非 営 利 病 院 の 根 拠 法 は 、1 9 0 1 年 7 月 1 日 ア ソ シ ア シ オ

ン 法 で あ る 。 ア ソ シ ア シ オ ン 法 は 、 宗 教 団 体 や 慈 善 団 体 な ど 、 全 て

の 非 営 利 組 織 に 関 す る 根 拠 法 で 、 ア ソ シ ア シ オ ン （ 結 社 、 協 会 ） の

定 義 は 、 恒 常 的 な 形 態 で ２ 人 以 上 の 者 が 、 利 益 分 配 以 外 の 目 的 の た

め に そ の 有 す る 知 識 と 活 動 を 共 同 の も の と す る 合 意 で あ る と し て い

る 。  
た だ ア ソ シ ア シ オ ン 法 は 結 社 の 自 由 を 謳 っ た も の で 、 原 則 自 由 の

思 想 が 流 れ て い る た め 、 非 営 利 性 に つ い て 事 細 か に は 規 定 し て い な

い 。 以 下 に 述 べ る 非 営 利 性 に つ い て は 、 公 衆 衛 生 法 典 な ど 他 の 法 律

が 規 定 し て い る も の で あ る 。  
 
以 下 に フ ラ ン ス の 非 営 利 病 院 の 要 件 を 、 本 研 究 で 取 り 上 げ た 非 営

利 組 織 の 要 件 の 項 目 と の 対 比 で 見 る こ と と す る（ P 4 2 の 表 1 4 参 照 ）。  
１ ． 個 人 の 所 有 権 に つ い て は 、 法 律 で 禁 止 し て い な い が 、 民 間 非

営 利 病 院 の ほ と ん ど は 、 個 人 に 所 有 権 が な い （ 個 人 に 財 産 が 帰 属 し

な い ）。  

                                         
14ちなみに総枠予算制を適用されない病院（営利病院と公的病院活動不参加の民間

非営利病院）は、OQN（Objectif Quantatif Nationale）というサービス供給量
の目標値が国家的に定められ、サービス供給量に対し制限が課されているが、法的

強制力がないため、有効性は疑問視されている。  
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２ ． 配 当 に つ い て は 、 毎 期 の 配 当 は 無 論 の こ と 、 解 散 ・ 脱 退 時 に

つ い て も 禁 止 さ れ て い る 。 た だ 設 立 時 に 定 款 に 定 め れ ば 、 解 散 ・ 脱

退 時 に 出 資 相 当 分 は 払 い 戻 し を 受 け る こ と が 可 能 で あ る （ わ が 国 の

出 資 額 限 度 法 人 と 似 て い る が 、 異 な る の は 、 設 立 時 に 出 資 分 払 戻 し

に 関 す る 規 定 を 定 め な け れ ば な ら ず 、 設 立 後 に 変 更 す る こ と は 禁 じ

ら れ て い る 点 で あ る ）。も っ と も 大 半 が 所 有 権 が な い の で 一 般 的 で は

な い 。  
３ ． 配 当 禁 止 に つ い て は 抜 け 道 策 と し て 給 与 が あ る が 、 フ ラ ン ス

で は 給 与 の 上 限 が 定 め ら れ て い る 。民 間 非 営 利 病 院 の 経 営 者 層 に は 、

出 資 者 が な る ケ ー ス （ こ れ は 非 常 に 稀 ） と 、 被 雇 用 者 が な る ケ ー ス

が あ っ て 、そ れ ぞ れ 別 々 に 規 定 さ れ て い る 。出 資 者 が 経 営 者（ C E O）
で あ る 場 合 、 社 会 保 険 料 上 限 の ３ 倍 （ 約 7 0 万 円 程 度 ） /月 が 上 限 と
な る 。  
４ ．被 雇 用 者 の 場 合 、被 雇 用 者 C E O の 労 働 団 体 と 民 間 非 営 利 病 院

協 会 で 労 使 協 定 を 結 び 、 そ の 額 が 支 払 わ れ る 。 つ ま り 民 間 非 営 利 病

院 の 雇 わ れ C E O（ こ の ケ ー ス が 一 般 的 ） で あ れ ば 、 全 国 一 律 に 同 じ
給 与 が 支 払 わ れ る 。  
５ ． ま た 、 経 営 方 針 の 決 定 に お い て は 、 一 人 一 票 制 が 採 ら れ て い

る 。 親 族 支 配 の 規 制 に つ い て は 、 法 律 上 特 に 規 定 は な い が 、 そ も そ

も 大 半 が 個 人 所 有 で は な い の で 一 般 的 で な い 。  
６ ． 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て は 、 総 枠 予 算 制 が 採

ら れ 、 利 益 ゼ ロ と さ れ て い る 。 ま た 、 後 述 の よ う に 地 域 住 民 代 表 が

カ ウ ン シ ル と し て 、 定 期 的 に ミ ッ シ ョ ン に 沿 っ た 経 営 が な さ れ て い

る か を チ ェ ッ ク す る 体 制 が 採 ら れ て い る 。  
７ ．情 報 開 示 義 務 は 公 に 対 し て は フ ラ ン ス 版 D R G に 基 づ く 医 療 活

動 内 容 、 財 務 内 容 、 投 資 計 画 な ど の 提 出 が 義 務 づ け ら れ て い る 。 直

接 住 民 に 対 し て 行 う こ と は な い が 、 地 方 病 院 庁 が ホ ー ム ペ ー ジ 上 で

個 別 病 院 毎 の 総 枠 予 算 額 、 投 資 計 画 、 病 床 稼 働 率 な ど を 公 開 し て お

り 、 住 民 は ア ク セ ス す れ ば い つ で も 自 由 に こ れ ら を 閲 覧 で き る 。 ま

た 、 会 計 監 査 を 受 け る こ と は 義 務 で あ る 。  
８ ． 地 域 住 民 と の 協 議 機 関 （ 例 ： 評 議 員 会 ） は 、 後 述 の よ う に 必

ず 設 け ら れ て い る 。  
９ ． こ れ ら を 満 た し た 病 院 に 対 す る 公 的 支 援 と し て は 、 日 常 の 運

営 費 も 設 備 投 資 も 総 枠 予 算 で 賄 わ れ る こ と が 指 摘 さ れ る 。 民 間 非 営

利 病 院 は 原 則 、 非 課 税 扱 い だ が 、 既 述 の よ う に 利 益 が 出 な い 仕 組 み

の た め 、 意 味 の あ る 恩 典 と は な っ て い な い 。 一 方 で 、 こ れ ら 民 間 非

営 利 病 院 へ の 寄 付 に 対 す る 税 制 優 遇 策 は あ る 。  
こ こ で 参 考 ま で に フ ラ ン ス の 非 課 税 要 件 を 挙 げ る と 、「 競 争 が な

い 、 価 格 が 営 利 的 で は な い 、 商 品 が ぜ い た く 品 で は な い 、 富 裕 層 だ
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け を 対 象 と し て い な い 、 広 告 が な い 」 と な る 。 こ れ を 民 間 非 営 利 病

院 に 当 て は め る と 、公 的 保 険 制 度 で 賄 わ れ て い る た め 、競 争 が な い 、

価 格 は 公 的 に 定 め ら れ る た め 営 利 的 で は な い 、 公 的 保 険 で 給 付 範 囲

が 定 め ら れ て い る た め ぜ い た く 品 で は な い 、 富 裕 層 だ け を 対 象 と せ

ず 治 療 を 必 要 と す る 人 を 対 象 と し て い る 、 広 告 を し な い 点 か ら 、 非

課 税 扱 い と な っ て い る 。  
 

３）ガバナンス  
フ ラ ン ス の 病 院 の 一 般 的 な 組 織 図 は 図 4 に 示 す と お り で あ る 。  
カ ウ ン シ ル は 最 高 意 思 決 定 機 関 で あ り 、主 な 機 能 は C E O お よ び 理

事 の 選 任 、 経 営 の チ ェ ッ ク で あ る 。 そ の メ ン バ ー は 、 地 域 住 民 代 表

（ 地 域 の 首 長 や 企 業 の ト ッ プ 、 会 計 士 、 教 授 な ど 地 域 の 名 士 ） か ら

成 り 、 主 と し て ボ ラ ン テ ィ ア で 無 報 酬 で 行 わ れ て い る 。  
こ の よ う に カ ウ ン シ ル は 地 域 住 民 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア で 無 報 酬 で

あ り 、 片 手 間 で 行 っ て い る こ と な ど か ら 、 ガ バ ナ ン ス と し て の 実 効

性 が ど れ ほ ど か は 定 か で は な い 。 た だ し 、 地 域 住 民 代 表 の 目 が 入 る

こ と で 、 地 域 の た め の 医 療 機 関 と し て の 役 割 ・ 機 能 を 意 識 し た 地 域

密 着 の 経 営 方 針 を 選 択 す る な ど の 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 。  
一 方 、病 院 で 診 療 す る 医 師 の 多 く は 開 業 医 で 病 院 と は 契 約 を 結 び 、

病 院 を 利 用 し て い る 。 こ れ ら 医 師 の 診 療 に つ い て は 、 公 衆 衛 生 法 典

第 6 1 6 1 条 -２ に お い て 、「 民 間 医 療 機 関 で 働 く 医 師 は 、医 療 部 を 形 成
し 、 院 内 の 治 療 上 の 決 定 に お け る 完 全 独 立 権 を 持 つ 。 院 内 に お け る

年 間 医 療 活 動 計 画 、 医 療 政 策 に 関 す る オ ピ ニ オ ン を 提 示 す る 。 左 記

の 医 療 活 動 計 画 は 地 方 病 院 庁 に 提 出 す る 義 務 が あ る 」と さ れ て い る 。 
こ の よ う に 、 病 院 と 医 師 が わ が 国 の よ う に 組 織 と 職 員 と い う つ な

が り で は な く 、 外 部 に い る 医 師 が 契 約 す る と い う 、 病 院 と 医 師 が 互

い に チ ェ ッ ク し あ う 体 制 に あ る こ と か ら 、 医 療 従 事 者 の 職 業 倫 理 が

守 ら れ や す い と 考 え ら れ る 。 さ ら に 法 律 で も 、 医 師 に よ る 診 療 行 為

に 経 営 側 の 介 入 が な い こ と が 制 度 的 に 保 証 さ れ て い る 点 は 、 注 目 に

値 す る 。  
 
図 4 フランスの民間非営利病院組織図  

医療部会

カウンシル

理事会
（CEO）

看護師 医師ＩＴ購買 人事 設備
ファイ
ナンス

30



 

（２）オランダ  
１）非営利性の観点から見たオランダの医療制度  
①  開設者別シェア  
オ ラ ン ダ の 病 院 開 設 者 は 民 間 非 営 利 の み で あ る 。  

10 年 前 ま で は ご く 少 数 の 公 立 病 院 が あ っ た が 、 社 会 的 連 帯 を 維 持

し な が ら 市 場 経 済 化 を 図 る べ き と い う 政 策 の 一 環 で 、 全 て 民 営 化 さ

れ た （ あ く ま で 非 営 利 ）。  

 

② 総枠予算制 

病 院 に お け る 治 療 費 は 、 ド ク タ ー フ ィ ー と ホ ス ピ タ ル フ ィ ー に 分

か れ る 。 ホ ス ピ タ ル フ ィ ー に 対 し て は 、 総 枠 予 算 制 が 適 用 さ れ て い

る 。  

総 枠 予 算 制 で は 、 全 経 費 （ 資 本 コ ス ト を 除 い た 経 常 費 用 と 設 備 投

資 費 ） が 公 に よ っ て 賄 わ れ る 。 上 記 予 算 は 、 各 病 院 が 公 に 対 し オ ラ

ン ダ 版 D R G に 基 づ い た 医 療 活 動 内 容 報 告 、財 務 報 告 、設 備 投 資 報 告
な ど を 行 い 、 こ れ に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。 予 算 に は 利 益 が 含 ま れ て

い な い 。  

総 枠 予 算 制 で 利 益 計 上 が 組 み 込 ま れ て い な い が 、 そ も そ も 病 院 は

法 律 に よ り 利 益 を 出 し て は い け な い こ と と な っ て お り 、 病 院 が 利 益

を 出 さ な い こ と が 徹 底 さ れ て い る 。  
フ ラ ン ス の 総 枠 予 算 で は 、 ４ 半 期 毎 に 病 院 の 決 算 を し 、 イ ン フ ル

エ ン ザ の 流 行 や 重 症 な 患 者 を 多 く 看 た な ど 正 当 な 理 由 が あ れ ば 、 過

不 足 が 調 整 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る 。こ れ に 対 し オ ラ ン ダ の 場 合 、

調 整 措 置 の 仕 組 み が あ る も の の 、 あ ま り 機 能 せ ず 、 重 症 患 者 が 多 く

て も 原 則 当 初 の 予 算 通 り と い っ た 厳 し い 予 算 管 理 下 で の 病 院 運 営 を

余 儀 な く さ れ て い る 。  

ち な み に 設 備 投 資 に あ た っ て は 一 括 給 付 で は な く 、 減 価 償 却 費 と

し て 分 割 し て 賄 わ れ る た め 、 病 院 は 設 備 投 資 に あ た っ て は 銀 行 借 入

を 行 う 。  
 

③ 強い規制下における病院経営 

病 院 は 強 い 規 制 下 に 置 か れ て い る 。 ま ず 上 記 の よ う に 厳 し い 総 枠

予 算 制 に よ っ て 、 価 格 も 、 間 接 的 に は 患 者 数 も コ ン ト ロ ー ル さ れ て

い る 。さ ら に 利 益 を 出 す こ と も 法 律 で 禁 じ ら れ て い る 。設 備 投 資（ 病

棟 建 設 、医 療 機 器 購 入 ）も 、病 院 設 備 投 資 協 会 の 許 可 が 必 要 で あ り 、

病 院 の 自 由 に は な ら な い 。  

こ う し た 状 況 か ら 、 厳 し い 規 制 下 に は あ る が 病 院 は 全 経 費 を 賄 わ

れ て い る こ と よ り 、 競 争 か ら は 程 遠 く 、 経 営 活 力 を 欠 い て い る と の

指 摘 が あ る 。 そ の た め 、 民 間 病 院 で は あ る が 公 立 病 院 的 性 格 が 色 濃
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く 出 て い る と 考 え ら れ る 15。  

こ れ ら か ら 、 ウ ェ イ テ ィ ン グ リ ス ト が 大 き な 社 会 問 題 と な っ て お

り 、 治 療 を す ぐ に 受 け た い 、 ま た は 受 け る 必 要 の あ る 患 者 は 、 わ ざ

わ ざ 国 外 で 治 療 を 受 け て い る 程 で あ る 。  

 

④ 競争促進策 

公 立 病 院 的 で 競 争 意 識 に 乏 し い こ と か ら 、 病 院 の 経 営 活 力 を 発 揮

さ せ る こ と を 目 的 の 一 つ に 、 保 険 者 機 能 強 化 に よ る 競 争 促 進 が 図 ら

れ て い る 。 こ れ は 1 9 8 0 年 代 後 半 か ら 導 入 さ れ て い る が 、 特 に 1 9 9 2
年 の 競 争 促 進 策 の 骨 子 は 、① 公 的 保 険 の 運 営 を 民 間 保 険 会 社 に 委 託 、

② 被 保 険 者 は 保 険 者 を 自 由 に 選 択 で き る 、 ③ 保 険 会 社 は 各 医 療 機 関

と 個 別 に 契 約 を 結 び 、 契 約 外 の 医 療 機 関 へ の 支 払 い は 拒 否 で き る 、

④ 保 険 者 は 医 療 機 関 と 公 定 価 格 よ り も 低 い 価 格 で 契 約 が 可 能 （ プ ラ

イ ス キ ャ ッ プ 制 導 入 ） な ど で あ る 。 保 険 者 は 被 保 険 者 に 選 ば れ 、 医

療 機 関 は 保 険 者 に 選 ば れ る こ と を 通 じ て 、 医 療 機 関 に 間 接 的 に 競 争

が 導 入 さ れ る こ と が 期 待 さ れ た 。  

し か し 実 際 に は 、 ウ ェ イ テ ィ ン グ リ ス ト が 社 会 的 大 問 題 に な る ほ

ど 医 療 供 給 量 が 不 足 し て い る こ と や 、 支 払 い 拒 否 に よ る 悪 評 を お そ

れ て 、 保 険 者 が 結 果 的 に は ほ と ん ど の 医 療 機 関 と 契 約 を 結 ぶ 傾 向 に

あ り 、 ま た 未 契 約 の 医 療 機 関 で あ っ て も 被 保 険 者 が 受 診 す れ ば 保 険

者 は 医 療 費 を 支 払 っ て い る こ と な ど か ら 、 保 険 者 と 医 療 機 関 同 士 が

選 び 選 ば れ る 現 象 は 予 想 し た 程 に は 実 現 せ ず 、 医 療 機 関 へ の 競 争 導

入 は 期 待 さ れ た よ う な 成 果 を 挙 げ て い な い 。  

 

２）オランダにおける民間非営利病院の非営利性 

病 院 の 法 人 形 態 は F o u n d a t i o n で あ る 。病 院 に お け る 非 営 利 性 に つ
い て は 、F o u n d a t i o n や 医 療 に 関 わ る 法 律 な ど で 以 下 の よ う に 規 定 さ
れ て い る （ P 4 2 の 表 1 4 参 照 ）。  
１ ． 病 院 に 対 す る 個 人 の 所 有 権 は 禁 じ ら れ て い る 。  
２ ． 配 当 に つ い て 法 で 禁 止 さ れ て い る の は 当 然 だ が 、 法 律 で 利 益

を 出 し て は い け な い の で 、 そ も そ も 配 当 は 不 可 能 で あ る 。  
３ ． 実 質 的 な 配 当 を 防 止 す る た め の 給 与 の 制 限 に つ い て は 、 経 営

管 理 者 層 に つ い て ガ イ ド ラ イ ン が 医 師 労 働 団 体 よ り 作 成 さ れ て い る 。

し か し 法 的 効 力 は な く 、 実 際 に は ガ イ ド ラ イ ン 以 上 の 給 与 が 支 払 わ

れ て い る 模 様 で あ る 。 C E O の 給 与 は 、 上 記 ガ イ ド ラ イ ン に よ れ ば 、

                                         
15  ちなみにオランダでは他の欧米諸国同様、寄付の文化があり、寄付に対する税の
恩典もあるが、公には寄付をする必要がないとの意識からか、病院に対する寄付は

ほとんどないとのことである。  
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1 0 万 ユ ー ロ か ら 1 8 万 ユ ー ロ だ が 、実 際 の 平 均 は 概 ね 2 2 万 ５ 千 ユ ー
ロ 程 度（ 約 3 , 1 0 0 万 円 ）と の こ と で あ る 。な お C E O の 給 与 は 、一 般
公 開 さ れ て い な い 。  
４ ． 議 決 方 法 に つ い て は 一 人 一 票 制 が 採 ら れ て い る 。 ま た 、 親 族

支 配 禁 止 に つ い て は 法 で 特 段 の 規 定 は な い が 、 原 則 所 有 者 が い な い

た め 、 親 族 支 配 の 形 態 は 一 般 的 で は な い 。  

５ ． 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て は 、 法 に よ っ て 利 益

獲 得 が 禁 止 さ れ て い る 。 ま た 、 総 枠 予 算 制 で 実 際 に 利 益 獲 得 は 無 理

で あ る 。  

６ ．情 報 開 示 に つ い て は 、公 に 対 し オ ラ ン ダ 版 D R G に 基 づ い た 医
療 活 動 内 容 報 告 、 財 務 報 告 、 設 備 投 資 報 告 が 義 務 づ け ら れ て い る 。

直 接 住 民 に 対 し て 情 報 開 示 を 行 う 義 務 は な い が 、 後 述 の よ う に 住 民

代 表 に よ る 経 営 チ ェ ッ ク が 行 わ れ て い る 。  
７ ．地 域 住 民 と の 協 議 機 関 設 置 に つ い て は 、法 的 な 規 定 は な い が 、

こ れ も 後 述 の と お り 必 ず 設 置 さ れ て い る 。  
８ ． 会 計 監 査 は 義 務 で あ る 。  
９ ． 公 的 支 援 策 と し て は 、 日 常 の 運 営 費 も 設 備 投 資 も 総 枠 予 算 で

賄 わ れ る 点 が 指 摘 さ れ る 。 病 院 は 全 て 非 課 税 扱 い だ が 、 利 益 を 出 す

こ と が 禁 じ ら れ て い る た め 、 意 味 の あ る 恩 典 に は な っ て い な い 。 こ

の 他 、 病 院 の 設 備 投 資 に 対 す る 銀 行 借 入 に 関 し 、 ギ ャ ラ ン テ ィ ー 基

金 と い う 準 公 的 機 関 に よ る 債 務 保 証 制 度 が あ る 。 ま た 、 病 院 に 対 す

る 寄 付 へ の 税 制 優 遇 制 度 が 採 ら れ て い る 。  

 

３）ガバナンス 

病 院 の 一 般 的 な 組 織 図 は 図 5 に 示 す と お り で あ る 。  
カ ウ ン シ ル は 最 高 意 思 決 定 機 関 で 、主 な 機 能 は C E O の 選 任 、経 営

の チ ェ ッ ク で あ る 。 メ ン バ ー は 、 地 域 住 民 代 表 （ 地 域 の 首 長 や 企 業

の ト ッ プ 、 会 計 士 、 教 授 な ど 地 域 の 名 士 ） か ら 成 り 、 ボ ラ ン テ ィ ア

と し て 無 報 酬 で 行 わ れ て い る 。  
理 事 メ ン バ ー は 、 選 出 時 に 医 師 部 の 代 表 、 従 業 員 代 表 、 理 事 会 代

表 な ど か ら 成 る メ ン バ ー で 特 別 委 員 会 が 設 け ら れ 、 そ こ で 選 出 さ れ

る 。理 事 メ ン バ ー は 主 と し て M B A（ 経 営 管 理 修 士 ）取 得 者 な ど 、経
営 の 専 門 教 育 を 受 け た 人 た ち や 実 務 経 験 者 か ら 成 る が 、 医 師 が 理 事

メ ン バ ー に な る こ と も あ る（ し か し C E O は 医 師 で は な く あ く ま で 経
営 の プ ロ が な る ）。  
組 織 図 を み る と 経 営 管 理 部 門 と 医 師 部 門 に 分 か れ 、 理 事 会 は そ の

う ち の 経 営 管 理 部 門 を 所 轄 し 、 医 師 部 門 を 管 理 は し て い な い 。  
フ ラ ン ス と 同 様 、 カ ウ ン シ ル は 地 域 住 民 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア で 無

報 酬 で あ り 、 片 手 間 で 行 っ て い る こ と な ど か ら 、 ガ バ ナ ン ス と し て
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の 実 効 性 が ど れ ほ ど か は 定 か で は な い 。 た だ し 地 域 住 民 代 表 の 目 が

入 る こ と で 、 地 域 の た め の 医 療 機 関 と し て 、 例 え ば 小 児 科 は 不 採 算

で も 維 持 す る な ど 地 域 ニ ー ズ を 経 営 に 反 映 さ せ る 地 域 密 着 の 経 営 方

針 の 選 択 な ど へ の 影 響 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 病 院 と 医 師 が 互

い に チ ェ ッ ク し あ う 体 制 に あ り 、 経 営 側 か ら 医 師 の 診 療 に 対 す る 介

入 が な く 、 医 療 従 事 者 の 職 業 倫 理 が 守 ら れ や す い と 考 え ら れ る 。  
 
図 5 オランダの民間非営利病院組織図  

ＩＴ
医療
（看護師
など）

人事 設備
ファイ
ナンス

医師部

カウンシル

理事会
（CEO)
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（ ３ ） ア メ リ カ  
１ ） 非 営 利 性 の 観 点 か ら 見 た ア メ リ カ の 医 療 制 度  
①  市 場 重 視  
市 場 経 済 主 義 を 掲 げ る ア メ リ カ で も 、 医 療 に つ い て は 一 般 の 財 ほ

ど に は 市 場 に 任 せ ず 、 公 に よ る 関 与 が 見 ら れ る 。 例 え ば 高 齢 者 や 低

所 得 者 層 に 対 し て は 、 公 的 医 療 費 保 障 制 度 と し て メ デ ィ ケ ア や メ デ

ィ ケ イ ド が 用 意 さ れ 、 こ れ ら に つ い て 診 療 報 酬 価 格 は 公 定 と さ れ て

い る 。 ま た 歴 史 的 に 見 て も 、 民 間 非 営 利 病 院 に 対 し て は 非 課 税 扱 い

と し て い る ほ か 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 病 院 不 足 の 時 代 に は ヒ ル ＝ バ

ー ト ン 法 を 制 定 し て 、 公 的 資 金 に よ る 病 院 建 設 を 大 々 的 に 推 進 し 、

こ れ が 廃 止 さ れ た 1 9 7 0 年 代 以 降 は 免 税 病 院 債 の 発 行 制 度 を 導 入 し

て 、 非 営 利 病 院 の 資 金 調 達 を 強 力 に 支 援 し て い る 。  
と は い う も の の 、 ア メ リ カ の 医 療 制 度 の 特 徴 を 他 の 先 進 諸 国 と 比

べ て 言 え ば 、 や は り 医 療 に お い て も 市 場 重 視 の 考 え が 色 濃 く 反 映 さ

れ て い る と い う こ と で あ る 。 こ の た め 、 国 民 全 員 を 対 象 と し た 公 的

皆 保 険 制 度 は 存 在 せ ず 、 国 民 の 多 く は 民 間 医 療 保 険 で カ バ ー さ れ て

お り 、 そ こ で は 保 険 料 も 診 療 報 酬 価 格 も 市 場 で の 自 由 価 格 で あ る 。

病 院 に お け る 設 備 投 資 も 自 由 、 病 院 役 職 員 の 給 与 も 自 由 と い う よ う

に 、 他 の 先 進 諸 国 と 比 べ 、 医 療 に お け る 規 制 が 極 め て 少 な い 。 ア メ

リ カ で は 営 利 病 院 と 非 営 利 病 院 が 併 存 し て い る が 、 非 課 税 扱 い を 別

に す れ ば 、 両 者 を 区 分 す る 制 度 は 特 に 見 当 た ら な い 。  
一 方 、 多 く を 市 場 経 済 シ ス テ ム に 委 ね る 結 果 、 落 伍 者 の 発 生 、 無

保 険 者 の 存 在（ 4 , 5 0 0 万 人 。人 口 の 1 5 . 6％ ）、さ ら に は 移 民 社 会（ 低
所 得 労 働 者 層 の 流 入 ） と い っ た こ と も あ っ て 、 こ れ ら 社 会 的 弱 者 の

存 在 が 無 視 で き な い 。  
わ が 国 や ヨ ー ロ ッ パ で は 、 社 会 的 弱 者 は 国 が 救 済 す べ き と い う 考

え が 強 い が 、 ア メ リ カ で は 建 国 以 来 の 自 由 主 義 思 想 か ら 政 府 の 関 与

を 嫌 い 、 弱 者 救 済 も 自 分 達 市 民 が 支 え る べ き と い う 風 土 が あ る 。  
ヨ ー ロ ッ パ も ア メ リ カ も 病 院 の 発 祥 は 多 く の 場 合 、 救 貧 施 設 か ら

の ス タ ー ト で あ る が 、 今 述 べ た 考 え 方 の 相 違 か ら 、 ヨ ー ロ ッ パ で は

そ の 後 公 的 施 設 へ 転 換 と い う 道 を 歩 ん だ の に 対 し て 、 ア メ リ カ で は

現 在 に 至 る ま で 民 間 非 営 利 と し て 存 続 し て い る 。  
こ う し た 事 情 を 背 景 に 、 ア メ リ カ の 病 院 は 地 域 に お け る 社 会 的 弱

者 の 医 療 を チ ャ リ テ ィ ケ ア と し て 積 極 的 に 対 応 す る な ど 、 地 域 志 向

の 考 え が 強 い 。 一 方 、 地 域 住 民 サ イ ド に も 、 そ う し た 貢 献 に 対 し て

寄 付 を 含 む フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア な ど を 通 じ て 、 非

営 利 病 院 を 支 え る 気 風 が あ る 。 要 す る に 病 院 の 地 域 貢 献 、 こ れ に 対

す る 地 域 住 民 の 支 援 、 と い う 関 係 が 自 然 発 生 的 に 醸 成 さ れ て 今 日 に

至 っ て い る 。格 付 け 機 関 で あ る S & P、M o o d y ’s、F i t c h の 病 院 担 当 の
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ア ナ リ ス ト （ 米 国 ） へ の ヒ ア リ ン グ で も 、 異 口 同 音 に 民 間 非 営 利 病

院 の 強 さ の 一 つ に 、 地 域 住 民 か ら の 継 続 的 な 支 援 が 強 く 挙 げ ら れ て

い た 。 先 の 公 的 支 援 の ほ か 、 こ れ ら 地 域 住 民 か ら の 支 援 も あ り 、 民

間 非 営 利 病 院 の シ ェ ア は ６ 割 前 後 を 占 め 、 医 療 提 供 の メ イ ン プ レ ー

ヤ ー の 役 割 を 負 っ て い る （ 表 11 参 照 ）。  
こ の た め 、 ア メ リ カ で は 医 療 は 非 営 利 で 行 う べ き と か 、 非 営 利 の

要 件 は か く あ る べ し と い っ た 考 え の も と に 、 制 度 で 縛 る 考 え は 原 則

存 在 し な い よ う で あ る 。  
と こ ろ で 、社 会 的 弱 者 救 済 な ど を 公 は 積 極 的 に は 直 接 行 わ な い が 、

そ う し た 事 業 な い し 活 動 を 行 う 民 間 団 体 に 対 し て 、 公 が 支 援 す る 考

え は 強 く 、 そ の 端 的 な 現 れ が 非 課 税 扱 い な ど で あ る 。 既 に 知 ら れ る

通 り 、 非 営 利 病 院 に 対 し て も 非 課 税 制 度 が あ る が 、 非 課 税 扱 い と な

る た め に は 、 当 然 に 税 法 上 の 非 課 税 要 件 を 満 た す 必 要 が あ る 。  
非 営 利 病 院 の 大 半 は 、非 課 税 の 恩 典 を 受 け る た め に 非 課 税 要 件（ 内

国 税 庁 の 5 0 1（ c）３ 要 件 ）を 満 た し て い る が 、こ の 要 件 が 先 の 先 進
諸 国 で み た 制 度 と し て の 非 営 利 要 件 と 重 な っ て い る 部 分 が 多 い 。 こ

の た め ア メ リ カ で も 非 営 利 要 件 が 制 度 と し て 存 在 し て い る と 見 ら れ

が ち だ が 、 既 述 の と お り 非 営 利 の 制 度 と し て で は な く 、 あ く ま で も

非 課 税 要 件 の 縛 り で あ る 。 し た が っ て 結 果 は 同 じ で あ る が 背 景 が 異

な り 、 非 営 利 も 非 課 税 扱 い の 要 件 を 除 け ば 、 制 度 と し て は 原 則 自 由

で あ る 。  
フ ラ ン ス や オ ラ ン ダ で 既 に 述 べ た 通 り 、 こ れ ら 先 進 諸 国 の 非 営 利

病 院 は 利 益 計 上 が 制 度 的 に で き な い シ ス テ ム に な っ て い る の で 、 非

課 税 が 恩 典 に な ら な い が 、 ア メ リ カ の 非 営 利 病 院 は 、 後 述 す る と お

り 利 益 獲 得 に 積 極 的 で あ る の で 、 非 課 税 は 経 営 上 大 き な メ リ ッ ト で

あ る 。 こ の た め ほ と ん ど 全 て の 非 営 利 病 院 が こ れ を 享 受 す る た め に

非 課 税 要 件 を 遵 守 し て い る 。 し か し 制 度 で 縛 ら な い か ら と い っ て 非

営 利 の 精 神 （ ミ ッ シ ョ ン ） が 劣 っ て い る 訳 で は な い 。 非 営 利 の 精 神

は 制 度 か ら の 規 律 で 担 保 さ れ て い な い が 、 伝 統 と し て 引 き 継 が れ て

い る と い え 、 ミ ッ シ ョ ン を 可 能 な 限 り 果 た す と い う 非 営 利 の 精 神 ・

動 機 は 、 先 進 諸 国 の 中 で む し ろ ト ッ プ レ ベ ル に 位 置 づ け ら れ る と い

っ て も 過 言 で は な い と 思 わ れ る 。  
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表 11  ア メ リ カ の 開 設 者 別 病 院 数 の 推 移  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1975 1985 1995 1999 2000 2001 2002 2003
(年)

(病院数)

民間非営利 公立 営利

13.2%

30.0%

56.8%

14.0%

27.5%

58.4%

14.5%

26.0%

59.5%

15.2%

23.7%

61.1%

15.1%

24.2%

60.8%

15.4%

23.6%

61.1%

16.1%

22.9%

61.0%

15.5%

23.1%

61.4%

 
資 料 ： A H A 2 0 0 4  
 

② 営利と非営利が同一土俵（営利と非営利で日常経営に相違がほとんどない） 
ア メ リ カ も フ ラ ン ス 同 様 、 営 利 病 院 と 非 営 利 病 院 が 併 存 し 、 非 営

利 病 院 が メ イ ン プ レ ー ヤ ー だ が 、そ の 非 営 利 の 態 様 は 大 き く 異 な る 。 
フ ラ ン ス で は 規 制 の 縛 り が 強 い の に 対 し て 、 ア メ リ カ で は 他 の 先

進 諸 国 と 比 べ 著 し く 規 制 が 少 な い 。 一 方 、 フ ラ ン ス で は 営 利 と 非 営

利 で は 、 主 な 対 象 と す る 患 者 層 が 異 な り 、 診 療 報 酬 価 格 も 異 な る 、

標 榜 す る 診 療 科 に も 相 違 が あ る な ど 、 役 割 ・ 分 野 な ど に 棲 み 分 け が

見 ら れ る が 、 ア メ リ カ で は 営 利 病 院 も 非 営 利 病 院 も 超 急 性 期 か ら 療

養 ま で を 扱 い 、 同 一 の 土 俵 で 競 争 し て い る 。  
そ の た め 、 日 常 の 経 営 行 動 に お い て は 営 利 と 非 営 利 で は ほ と ん ど

差 異 は な い 16。例 え ば 営 利 も 非 営 利 も 、M B A（ 経 営 管 理 修 士 ）や M H A
（ 医 療 経 営 学 修 士 ） な ど の 学 位 を 持 っ た 経 営 専 門 家 に よ っ て 運 営 さ

れ て い る 、 M & Aも 活 発 で 、 営 利 病 院 に よ る 非 営 利 病 院 の 買 収 、 非 営
利 病 院 に よ る 営 利 病 院 の 買 収 が 頻 繁 に 行 わ れ て い る 、 営 利 病 院 だ け

で は な く 、非 営 利 病 院 も 直 接 金 融 を 利 用 し た 資 金 調 達 を 行 っ て お り 、

そ の た め 、 非 営 利 と い え ど も 高 い 格 付 け を 受 け 、 よ り 有 利 な 資 金 調

達 を 行 う イ ン セ ン テ ィ ブ が 強 く 働 き 、 営 利 企 業 に 用 い ら れ る 損 益 基

準 に よ る 経 営 評 価 が 重 視 さ れ て い る 。 こ の 結 果 、 チ ャ リ テ ィ ケ ア の

実 施 な ど は 収 益 の 如 何 に 関 わ ら ず 行 う が 、 こ れ を 除 け ば 日 常 の 経 営

                                         
16  西田在賢「海外における病医院経営とわが国への展望 米国」『医療経営白書』日本
医療企画 2002 
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行 動 は 利 益 最 大 化 に 努 め て い る 。 そ の た め 、 フ ラ ン ス で は 医 療 に お

け る 厳 し い 規 制 か ら 、 営 利 に あ っ て も 経 営 の 自 由 度 が 乏 し く 、 営 利

の 非 営 利 化 と も い え る 現 象 が 起 き て い る の に 対 し 、 ア メ リ カ で は 経

営 ス タ イ ル に お け る 非 営 利 の 営 利 化 が 起 き て い る と い え よ う 17。  
 
③  医 療 費 高 騰  
一 般 に 財 は 市 場 に 任 せ れ ば 競 争 に よ っ て 価 格 が 下 が る と い わ れ て

い る 。 し か し 先 進 諸 国 の 中 で 最 も 医 療 に お い て 市 場 に 重 き を お い て

い る ア メ リ カ に お い て 、 そ の 医 療 費 は 総 額 1 6 , 7 3 0 億 ド ル （ 約 1 8 4
兆 円 ）で 、こ れ は 対 G D P 比 率 で み る と 1 5 . 3％（ 表 1 2、1 3）に 達 し 、
世 界 で 飛 び ぬ け て 高 い 。  

こ の よ う に 医 療 費 が 高 騰 し 、 し か も 世 界 一 の 医 療 費 を 消 費 し て い

な が ら 、 既 述 の よ う に 無 保 険 者 は 人 口 の 15. 6％ も い る 。 ま た 、 保 険

に 加 入 は し て い て も 、 民 間 保 険 会 社 に よ る 過 剰 な 医 療 介 入 や 医 療 へ

の ア ク セ ス 制 限 が 社 会 問 題 と な っ て い る 。  

W H O の T h e  Wo r l d  H e a l t h  R e p o r t 2 0 0 0 に よ る と 、 国 民 の 健
康 度 や 医 療 費 負 担 の 公 平 さ な ど か ら 測 っ た 医 療 制 度 の 達 成 度 （ O v e r  
A l l  H e a l t h  S y s t e m  A t t a i n m e n t） で は 、 日 本 は 世 界 １ 位 、 フ ラ
ン ス が ６ 位 、オ ラ ン ダ が ７ 位 、ア メ リ カ が 1 5 位 で あ っ た 。同 じ 資 源
を い か に 効 率 的 に 利 用 し 、 上 記 の 健 康 度 や 医 療 費 負 担 の 公 平 さ を 達

成 し た か を 測 っ た 医 療 制 度 の パ フ ォ ー マ ン ス 度（ O v e r  A l l  H e a l t h  
S y s t e m  P e r f o r m a n c e）で は 、フ ラ ン ス が １ 位 、日 本 が 1 0 位 、オ ラ
ン ダ が 1 7 位 、 ア メ リ カ が 3 7 位 で あ っ た 。 こ の よ う に ア メ リ カ は

W H O に よ る 客 観 的 評 価 か ら み る と 、高 い 医 療 費 を か け て い る 割 に は 、
そ の 評 価 は 高 く な い 。  

経 済 学 で は 医 療 は 市 場 の 失 敗 が 生 じ る 財 と 一 般 に い わ れ る が 、 こ

う し た 状 況 を 見 る と 、 医 療 を 市 場 に 任 せ る 制 度 に は 疑 問 を 抱 か ざ る

を 得 な い 。 ア メ リ カ を み る と 、 市 場 の 失 敗 が 現 実 に 実 証 さ れ て い る

と 考 え ら れ 、 や は り 医 療 に は 相 当 程 度 の 規 制 が 必 要 と い う 感 を 強 く

す る 。  

 

                                         
17  二木は、アメリカ科学アカデミー医学研究所の報告書「For-profit enterprise in 
healthcare」において、医療サービスを提供する営利組織と非営利組織との間の境界が
不明瞭になりつつあることが繰返し強調されていることを紹介している（「医療における

営利企業」「病院」46 巻９号、1987）。  
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表 1 2  国 民 総 医 療 費 の 推 移  

(単位：10億ドル）

$1,673.6

$1,553.0

$1,420.7

$1,309.4

$1,222.6

$1,150.3

$1,092.8

$1,039.4

$990.1

$696.0

$245.8

$73.11970

1980

1990

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

（年）

資 料 ： C M S  (米 国 厚 生 省 の 一 部 門  C e n t e r s  f o r  M e d i c a r e＆ M e d i c a i d  
S e r v i c e s )  2 0 0 5  
 
表 1 3  G D P と G D P に 占 め る 医 療 費 比 率 の 推 移  

8.8%

10.9%

12.0%

13.1%

13.2%

13.3%

14.1%

14.9%

15.3%

1980

1988

1990

1998

1999

2000

2001

2002

2003

（年）

資 料 ： C M S 2 0 0 5  
 

 

２ ） 民 間 非 営 利 病 院 の 非 営 利 性 に つ い て  
ア メ リ カ で は 非 営 利 組 織 に 関 す る 連 邦 レ ベ ル の 法 律 は 存 在 せ ず 、

州 法 に 依 る が 、 制 度 と し て 縛 る 考 え が 乏 し い の で 、 細 か い 規 定 は な

い 。  

非 営 利 組 織 の 経 営 体 と し て は 、 A s s o c i a t i o n、 Tr u s t、 C o r p o r a t i o n
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が あ り 、A s s o c i a t i o n は P TA な ど 小 規 模 団 体 に 、Tr u s t は 遺 産 管 理 な
ど に 利 用 さ れ 、 こ れ ら を 除 く ほ と ん ど の 非 営 利 組 織 は C o r p o r a t i o n
の 形 態 を 採 っ て い る 。 病 院 も こ の C o r p o r a t i o n で 運 営 さ れ て い る 。
C o r p o r a t i o n は 税 法 で 課 税 組 織 、 非 課 税 組 織 に 分 か れ 、 さ ら に 非 課

税 組 織 は 公 益 的 活 動 を 求 め ら れ る P u b l i c  C h a r i t y  と 特 定 層 向 け
の 活 動 団 体 の P r i v a t e  F o u n d a t i o n に 分 類 さ れ 、 病 院 は 公 益 的 活 動
を 行 う こ と か ら P u b l i c  C h a r i t y と し て 扱 わ れ て い る 。  

 
ア メ リ カ の 非 営 利 要 件 を 、 本 研 究 で 採 り 上 げ た 非 営 利 組 織 の 要 件

と の 対 比 で み る と 以 下 の 通 り で あ る が（ P42 の 表 14 参 照 ）、こ こ で 述

べ る ア メ リ カ の 非 営 利 性 の 規 定 は 主 と し て 税 法 規 定 に 依 る と こ ろ が

多 い 。  

１ ． ま ず 個 人 の 所 有 権 に つ い て は 、 禁 止 は さ れ て い な い が 、 一 般

的 で は な い 。  
２ ． 配 当 に つ い て は そ も そ も 所 有 権 が な い の で 意 味 の な い 規 定 だ

が 、 毎 期 の 配 当 の 他 、 解 散 時 ・ 脱 退 時 の 配 当 も 禁 止 さ れ て い る 。  
３ ． 配 当 禁 止 の 抜 け 道 策 と し て 高 額 な 給 与 の 支 給 が あ る が 、 給 与

の 上 限 に つ い て は 、 額 の 縛 り は な い も の の 、 過 剰 な 給 与 支 払 い は 禁

止 さ れ て い る 。 実 務 的 に は 病 院 は 給 与 決 定 時 に コ ン サ ル タ ン ト を 活

用 し 、 法 外 な 給 与 支 払 い が 制 限 さ れ て い る 。 コ ン サ ル タ ン ト は 当 該

地 域 や 全 国 の 職 務 別 （ C E O、 C F O、 医 師 、 看 護 師 な ど ） 給 与 を 収 集
し 、 当 該 地 域 に お け る 病 院 の 位 置 （ 病 床 数 、 シ ェ ア 、 利 益 率 、 チ ェ

ー ン ま た は 単 独 病 院 か な ど ） か ら 、 当 該 病 院 の 戦 略 な ど を 鑑 み て 、

給 与 が 平 均 値 よ り 高 め が 良 い か 、 低 め が 良 い か な ど を ア ド バ イ ス す

る 。 医 療 機 関 は コ ン サ ル タ ン ト 会 社 に 自 分 た ち の 職 務 別 給 与 デ ー タ

を 提 出 す る 代 わ り に 、 当 該 地 域 や 全 国 の 職 務 別 平 均 給 与 を 参 照 す る

こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 医 療 収 入 に 比 し て 役 員

給 与 が 高 す ぎ る よ う な こ と は 原 則 生 じ な い シ ス テ ム と な っ て い る 。  
４ ． 議 決 権 に つ い て は 一 人 一 票 制 が 採 ら れ て い る 。 親 族 支 配 に つ

い て は 規 定 は な い が 、 原 則 個 人 所 有 が さ れ て な い の で 、 一 般 的 で は

な い 。  
５ ．利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 規 律 に つ い て は 、何 の 規 定 も な い 。

む し ろ 市 場 に 委 ね ら れ て お り 、 適 者 生 存 原 則 が 医 療 に お い て も 存 在

す る た め 、 チ ャ リ テ ィ ケ ア な ど の 公 益 的 義 務 を 除 け ば 非 営 利 と い え

ど も 利 益 最 大 化 を 目 指 す 経 営 ス タ イ ル に あ る 。  
６ ． 情 報 開 示 は 、 直 接 住 民 に 対 し て 行 う 義 務 は 法 的 に は な い 。 た

だ し 、 後 述 す る 5 0 1（ ｃ ） ３ 組 織 は 、 非 課 税 組 織 団 体 の ホ ー ム ペ ー
ジ 上 で 簡 単 な 財 務 内 容 が 公 開 さ れ て お り 、 住 民 は ア ク セ ス す れ ば 自

由 に 閲 覧 で き る 。 さ ら に 下 記 の よ う に B o a r d メ ン バ ー に は 地 域 住 民
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が 就 任 し 、 経 営 チ ェ ッ ク を 行 っ て い る 。 ま た 、 米 国 に は あ ら ゆ る 病

院 評 価 組 織 が あ り 、例 え ば 病 院 評 価 機 構（ J C A H O）の 認 定 を 得 な け
れ ば 、 病 院 は 大 き な 収 入 源 で あ る メ デ ィ ケ ア （ 高 齢 者 公 的 医 療 費 保

障 制 度 ） か ら 償 還 を 受 け ら れ な い 。 そ の た め 、 ほ と ん ど の 病 院 は 医

療 情 報 、 ガ バ ナ ン ス 、 経 営 チ ェ ッ ク 方 法 な ど 様 々 な 情 報 を J C A H O
に 提 出 し 、 チ ェ ッ ク を 受 け る 。 こ の 他 、 州 に よ っ て は 手 術 後 の 生 存

率 な ど の デ ー タ を 提 出 さ せ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で 病 院 名 毎 に 公 開 し て

い る 。  
７ ． 地 域 住 民 と の 協 議 会 設 置 （ 例 ： 評 議 員 会 ） は 必 ず 設 け ら れ て

い る 。  
８ ． 会 計 監 査 に つ い て は 州 レ ベ ル で 義 務 と な っ て い る 。  
９ ． こ れ ら 民 間 非 営 利 病 院 へ の 公 的 支 援 策 と し て は 、 内 国 税 庁 の

定 め る 非 課 税 組 織 5 0 1（ ｃ ）3 の 要 件 を 満 た し て い れ ば（ 非 営 利 病 院
は 基 本 的 に 全 て こ れ に 該 当 ）、 非 課 税 で あ る 。 ま た 病 院 債 発 行 で は 、

投 資 家 に と っ て 受 け 取 る 利 子 が 免 税 に な る た め 、 債 券 が 売 り や す く

な る 。  

主 な 5 0 1（ ｃ ） ３ 組 織 の 要 件 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

主な 501（ｃ）組織の要件（非課税要件）  
 
① 個人の利益に属さない公益事業である  
② 政治活動、政治献金、ロビー活動の禁止  
③ 資産の分配および過剰な給与支払いの禁止  
④ 解散時の個人への資産分配の禁止  
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表 14 各国の民間非営利病院における非営利性比較 
日本

（持分あり社団医療法人）
フランス オランダ アメリカ

個人の利
害関係の
排除

所有権の排除 × ○ ○ ○

配当禁止

　毎期 ○ ○ ○ ○

　解散、脱退時 × ○ ○ ○

実質配当防止策 × ○ × ×
（役員報酬） ・ただしガイドラインや地

域住民代表によるガバ
ナンスあり

・ただしコンサルタントに
よる評価や地域住民代
表によるガバナンスあ
り

一人一票制 ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○

情報開示
△ ○ ○ ○

・社員、債権者に開示 ・地域住民代表によるガ
バナンスあり

・地域住民代表によるガ
バナンスあり

・地域住民代表による
ガバナンスあり

・非課税組織協会のイ
ンターネットによる開示

監査 × ○ ○ ○

利益獲得 × ○ ○ ×

プロセスに ・総枠予算制 ・総枠予算制

関する規律 ・法律で利益を禁止

地域住民との協議 × ○ ○ ○

機関（評議員会等）

運営費の公的支援 × ○ ○ ×

　債務保証 × × ○ ×

　優遇税制 × ○ ○ ○
＊法による規定が明確にあるか、法の規定はないが実務上、実質的に行われ、規定と同じ効果がでているものは○

○ ○ ○

利潤
動機の
抑制

ガバナンス

公的支援

役員構成における
親族規制

×

事
業
性
の
高
い
事
業

特
定
要
件

（
医
療
の
特
質
か
ら
く
る
要
件

）

利益獲得
プロセスに
おける営
利との相
違の明確
化

公益性の義務の付与

経営の透
明性の確
保

公
益
性
を
有
す
る
事
業

資本の論
理の排除

基
本
要
件
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３）ガバナンス 

ア メ リ カ の 民 間 非 営 利 病 院 は 、 大 別 す る と P u b l i c  O w n e d  
N o n p r o f i t  H o s p i t a l と P r i v a t e   N o n p r o f i t  H o s p i t a l に 分 類 さ れ
る 。P u b l i c  O w n e d  N o n p r o f i t  H o s p i t a l と い っ て も 、市 立 病 院 な
ど 公 立 病 院 を 指 す の で は な く 、 あ く ま で 民 間 非 営 利 病 院 で あ り 、 住

民 の 寄 付 な ど を 基 に 作 ら れ た 病 院 で あ る 。 P r i v a t e   N o n p r o f i t  
H o s p i t a l は 、 宗 教 関 係 の 病 院 な ど が 該 当 す る 。  
民 間 非 営 利 病 院 の 一 般 的 な 組 織 図 は 図 6 に 示 す と お り で あ る 。  
前 者 で は B o a r d メ ン バ ー は 住 民 の 選 挙 で 決 ま る 。 後 者 は 病 院 の

B o a r d メ ン バ ー が B o a r d メ ン バ ー を （ 自 分 た ち で ） 決 め る 。  
B o a r d メ ン バ ー は 地 域 企 業 の 社 長 、 大 学 教 授 、 会 計 士 な ど 地 域 の

名 士 か ら 成 り 、無 償 で あ る 。B o a r d メ ン バ ー の 下 に C E O、C E O の 下
に 管 理 部 門 （ C F O 以 下 、 事 務 系 ） と 医 療 部 門 が 設 置 さ れ る 。  

B o a r d メ ン バ ー に よ り C E O は 選 出 さ れ る 。こ れ ら 組 織 体 制 に 関 す
る 法 的 規 制 は 一 切 な い が 、 こ の よ う に 、 地 域 住 民 に よ る 経 営 監 視 体

制 を 構 築 す る こ と が 一 般 的 と い う 。  
B o a r d メ ン バ ー は も ち ろ ん の こ と 、 地 域 住 民 も 自 分 た ち の 病 院 と い

う 意 識 を 自 然 に 持 ち 、 先 の 格 付 け 機 関 ア ナ リ ス ト の 意 見 に も あ る よ う

に 、 寄 付 や ボ ラ ン テ ィ ア な ど の 支 援 が 盛 ん で あ る 。 こ の た め 、 民 間 非

営 利 病 院 は 地 域 住 民 の 声 を あ る 程 度 、 聞 か ざ る を 得 な い 立 場 に あ る と

も い え る 。 そ の た め 、 民 間 非 営 利 病 院 が 営 利 病 院 に 買 収 さ れ る こ と は

生 じ て は い る が 、 地 域 で 大 き な 反 対 に あ い 、 実 施 さ れ な い ケ ー ス も 少

な く な い と い う 。 ア メ リ カ の 民 間 非 営 利 病 院 に お け る ガ バ ナ ン ス の 最

大 の 特 徴 は 、 地 域 住 民 に よ る ガ バ ナ ン ス が 大 き く 働 い て い る 点 で あ ろ

う 。 ミ ッ シ ョ ン が 十 分 に 果 た さ れ て い る か ど う か が 地 域 住 民 に よ っ て

常 に チ ェ ッ ク さ れ 、 日 々 補 強 さ れ 続 け て い る と 言 え よ う 。  
一 方 、 民 間 非 営 利 病 院 の 医 師 の 多 く は 開 業 医 が 病 院 と 契 約 し て 病

院 に 従 事 し て い る た め 、 病 院 と 医 師 が 互 い に チ ェ ッ ク し あ う 体 制 に

あ り 、 医 療 従 事 者 の 職 業 倫 理 が 守 ら れ や す い 体 制 に あ る と 考 え ら れ

る 。  
 

図 6 アメリカにおける民間非営利病院の組織図 例 
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３．なぜ医療は非営利組織で行うべきか 

医 療 に お け る 非 営 利 組 織 の 要 件 、 わ が 国 お よ び 諸 外 国 の 民 間 非 営

利 病 院 に お け る 非 営 利 性 の 実 状 に つ い て 述 べ て き た が 、 本 章 で は 、

そ も そ も な ぜ 医 療 は 非 営 利 事 業 に よ る 提 供 が 望 ま し い か を 考 察 す る 。 
こ の 点 に つ い て は 従 来 か ら い ろ い ろ と 論 じ ら れ て い る と こ ろ で は

あ る が 、 本 稿 で は ① 経 済 学 か ら の ア プ ロ ー チ 、 ② 価 値 観 か ら の ア プ

ロ ー チ 、 ③ 現 実 か ら の 要 請 （ 現 実 論 ） の ３ 点 か ら 整 理 す る 。 ま た 営

利 参 入 論 者 の 主 張 を 検 討 し 、 そ れ ら に つ い て も 若 干 の コ メ ン ト を 付

け 加 え る 。  
本 論 に 入 る 前 に 、 現 状 の 営 利 ・ 非 営 利 論 争 に つ い て 簡 単 に 触 れ て

お き た い 。 営 利 ・ 非 営 利 論 争 の 現 状 を み る と 、 そ の 多 く は 現 状 の 問

題 点 、 な い し 矛 盾 点 の 指 摘 に は じ ま り 、 そ れ を ベ ー ス に し た 結 論 と

し て 、 営 利 参 入 を 主 張 す る も の で あ る 。 言 い 換 え れ ば 対 症 療 法 的 色

合 い が 濃 く 、 医 療 は そ も そ も ど の よ う な 供 給 主 体 に よ っ て 提 供 さ れ

る べ き か と い っ た 本 質 論 に 欠 け て い る 。 典 型 的 な 例 が 、 現 行 の 医 療

法 人 は 実 質 営 利 だ 、 だ か ら 株 式 会 社 を 参 入 さ せ て も 何 ら 問 題 が な い

で は な い か と い っ た 主 張 で あ る 。  
本 来 あ る べ き 議 論 は 、 医 療 は 営 利 で 行 う べ き か 、 非 営 利 で 行 う べ

き か と い っ た 本 質 論 が あ っ て 、 そ こ で 営 利 な い し 非 営 利 か が ま ず 決

め ら れ る べ き だ と い え る 。 仮 に 非 営 利 が 是 と さ れ た と す る と 、 そ の

下 で 医 療 提 供 者 が 実 質 営 利 化 し て い る と い う な ら ば 、 そ れ を も っ て

た だ ち に 営 利 参 入 を 認 め て も 同 じ で は な い か と い う 議 論 に い く の で

は な く 、 医 療 提 供 者 を 非 営 利 化 さ せ る た め の 改 革 を 議 論 す る こ と が

筋 と 思 わ れ る 。  
も う 一 つ の 営 利 ・ 非 営 利 論 は 、 経 営 力 、 効 率 性 、 ニ ー ズ 多 様 化 へ

の 対 応 力 な ど の 点 で 、 営 利 の ほ う が 優 れ て い る と い っ た 営 利 ・ 非 営

利 の 優 劣 比 較 論 で あ る 。 こ こ で も や は り 医 療 は 営 利 で 行 う べ き か 非

営 利 で 行 う べ き か の 本 質 論 が 欠 落 し て い る た め 、 営 利 ・ 非 営 利 の 優

劣 比 較 の 基 準 と し て 、 何 が 適 切 な の か の 議 論 が な い ま ま に 、 論 者 の

勝 手 な 視 点 で 基 準 が 用 い ら れ 、 そ れ に 基 づ い て 優 位 性 が 比 較 さ れ て

い る 。 例 え ば 効 率 性 と か ニ ー ズ 多 様 化 へ の 対 応 力 な ど が 基 準 と し て

用 い ら れ 、 そ れ を ベ ー ス に 営 利 の ほ う が 優 れ て い る と い っ た 主 張 で

あ る 。 こ う し た 比 較 議 論 を す る と き は 、 選 択 基 準 と し て 用 い ら れ た

も の が 適 切 な も の か 否 か の 議 論 が ま ず あ る べ き と い え る 。  
一 例 を 示 そ う 。 一 国 の 政 治 体 制 に つ い て 独 裁 制 か 民 主 制 か を 選 択

す る 場 合 を 考 え て み よ う 。今 、こ れ を 効 率 性 の 基 準 で 判 断 し て み る 。

民 主 制 で あ れ ば 、 選 挙 を 行 い 、 各 段 階 で の 議 論 を 積 み 上 げ る な ど 、

コ ス ト と 時 間 を か け て 結 論 が 導 き 出 さ れ て い く が 、 独 裁 制 で は 独 裁

者 の 鶴 の 一 声 で 全 て が 決 ま る 。 こ の た め 物 事 を 進 め る ス ピ ー ド や そ
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れ を 遂 行 す る た め の コ ス ト に は 雲 泥 の 差 が 生 じ よ う 。 こ の よ う に 効

率 性 を 基 準 に し て 判 断 す る な ら ば 、 独 裁 制 の 方 が 優 れ て い る と い っ

た 結 論 に な り か ね な い 。 し か し 、 民 主 制 か 独 裁 制 か の 判 断 基 準 は 、

効 率 性 で は な く て 、 ど れ だ け 民 意 を 汲 取 れ る か 否 か で あ ろ う 。  
民 意 が 多 く 採 用 さ れ る シ ス テ ム な ら 、 効 率 性 は 多 少 犠 牲 に さ れ て

も よ い と 考 え る わ け で あ る 。 も ち ろ ん 一 度 民 主 制 が 是 と さ れ れ ば 、

そ の 範 囲 の 中 で 効 率 性 が 徹 底 的 に 追 求 さ れ る の は 言 う ま で も な い 18。 
 
（１）経済学からのアプローチ  

経 済 学 で は 非 営 利 の 存 在 意 義 に つ い て 、 政 府 の 失 敗 と 市 場 の 失 敗

の ２ つ を 挙 げ て い る が 、 医 療 は 市 場 の 失 敗 に 属 す る 事 業 と し て 説 明

さ れ て い る 。 医 療 は そ の 特 性 か ら 、 情 報 の 非 対 称 性 が 強 く 、 そ の た

め 契 約 の 失 敗 を 生 じ さ せ る の で 、 市 場 に 委 ね た の で は 適 切 な 資 源 配

分 が で き な い と す る も の で あ る 。  
ど の よ う な 事 業 で も 売 り 手 と 買 い 手 と の 間 で は 何 ら か の 情 報 格 差

が 存 在 す る 。 し か し 合 理 的 取 引 の 成 立 を 困 難 な ら し め る 程 の 格 差 が

存 在 す る 取 引 は 極 め て 少 な い 。  
ほ と ん ど の 取 引 で 消 費 者 は 日 常 生 活 を 営 む 上 で の 知 識 さ え あ れ ば 、

大 過 な い 判 断 が で き る も の で あ る 。 例 え ば 不 動 産 を 購 入 す る 場 合 、

不 動 産 に 関 す る 専 門 知 識 が な く て も 相 場 水 準 、 自 己 の 購 買 力 、 家 族

構 成 、 通 勤 時 間 、 医 療 機 関 や 学 校 な ど が 近 く に あ る か と い っ た 環 境

な ど を 考 え て 、 売 り 手 側 の 一 方 的 意 向 に 左 右 さ れ る こ と な く 、 自 己

の 希 望 も 十 分 織 り 込 ん だ 形 で 購 入 す る こ と が で き る 。 テ レ ビ や パ ソ

コ ン 、 自 動 車 な ど を 購 入 す る 場 合 も 同 じ で あ る 。  
つ ま り 日 常 生 活 を 営 む 過 程 で 身 に つ い た 常 識 的 な 知 識 さ え あ れ ば 、

売 り 手 ま た は 買 い 手 の 一 方 的 意 向 で 取 引 が 決 せ ら れ る こ と は ほ と ん

ど な い 。  
こ れ に 対 し て 医 療 に あ っ て は 、 医 師 と 患 者 と の 情 報 格 差 は 決 定 的

で あ る 。 症 状 を 確 認 し 、 病 名 を 定 め 、 ど の よ う な 治 療 を 実 施 し 、 ど

う い っ た 薬 を 投 与 す べ き か な ど は 多 く の 場 合 、 一 方 的 に 医 師 の 判 断

に 委 ね ら れ る 。 こ の 分 野 に は 先 に 記 し た よ う な 日 常 生 活 の 常 識 は ほ

と ん ど 役 立 た な い 。  
イ ン フ ォ ー ム ド コ ン セ ン ト や 情 報 開 示 が 進 ん で も 、 ど の 病 院 を 選

択 す る か 、 ま た は 、 患 者 の 事 情 な ど で 手 術 に す る か 薬 物 治 療 に す る

か を 選 択 す る な ど の 面 で 役 立 つ こ と は あ っ て も 、 医 療 の 本 質 的 部 分

は 医 師 に 一 任 せ ざ る を 得 な い 。 そ の 上 、 医 療 は 命 や 障 害 に 関 わ る 財

                                         
18松原由美「医療機関の非営利性について」厚生科学研究『医療機関の非営利性につい

て』研究報告書（田中滋主任研究者）  
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な の で 、 誤 り は 許 さ れ な い 。  
こ れ ら か ら 医 療 は 情 報 の 非 対 称 性 が 著 し く 大 き く 、 一 般 的 な 財 と

比 べ 一 方 的 と い っ て も 過 言 で は な い ほ ど に 、 医 師 に 判 断 を 委 ね ざ る

を 得 な い 。  
こ の よ う な 財 に お い て は 、 患 者 便 益 を 第 一 に 考 え る 医 師 の 職 業 倫

理 の 発 揮 が 極 め て 重 要 と な る 。 医 師 の 職 業 倫 理 が 発 揮 し や す い シ ス

テ ム は 、 利 益 第 一 の 営 利 事 業 よ り は 、 ミ ッ シ ョ ン 第 一 の 非 営 利 事 業

と 考 え る 訳 で あ る 。  
 

（２）価値観からのアプローチ  
価値財  

情 報 の 非 対 称 性 は 、 医 療 と い う 財 本 来 が も つ 特 性 だ が 、 医 療 の 特

性 に も う 一 つ 、 社 会 的 位 置 づ け が も た ら す も の が あ る 。 価 値 財 と し

て の 特 性 で あ る 。  
田 中 に よ れ ば 価 値 財 と は 、「 公 的 介 入 の な い 状 態 で 決 ま る 利 用 水

準 で は 、 当 該 社 会 の 価 値 観 か ら 見 て 必 須 の ニ ー ズ を 充 足 し な い と 思

わ れ る た め 、 政 府 （ 社 会 保 障 制 度 を 含 む ） に よ る 費 用 負 担 （ な い し

は 強 制 や 説 得 ）を 通 じ て 、利 用・生 産 を 支 援 す る 私 的 財 」で あ る 19。  
わ が 国 も 含 め た 先 進 諸 国 で は 、 特 に 第 二 次 世 界 大 戦 後 、 医 療 は 貧

富 の 差 に 関 係 な く 公 平 に 受 け ら れ る べ き と い う 、 ア メ リ カ を 除 く 先

進 諸 国 で 共 通 す る 社 会 理 念 に よ っ て 、 価 値 財 と し て 位 置 づ け ら れ て

い る 。  
こ の た め 、わ が 国 で は そ の 考 え に 基 づ き 国 民 皆 保 険 制 度 が 採 ら れ 、

国 民 は 医 療 へ の 購 買 力 を 付 与 さ れ 、 公 平 な 医 療 の 提 供 が 目 指 さ れ て

い る 。  
で は 何 故 公 平 な 医 療 提 供 体 制 が 築 か れ る 必 要 が あ る の か 。  
そ れ は 安 定 し た 社 会 を 維 持 し 、 国 民 の 生 活 や 経 済 の 発 展 成 長 に 活

力 を 付 与 す る こ と で 市 場 経 済 機 能 を 十 分 に 発 揮 さ せ る た め の 社 会 的

補 完 装 置 と し て 欠 か せ な い 要 素 だ か ら で あ る 20。  
宇 沢 は こ の よ う に 人 々 が 豊 か な 社 会 を 建 設 し 、 そ れ を 持 続 的 安 定

的 に 維 持 す る こ と を 可 能 と す る よ う な 社 会 的 装 置 を 社 会 的 共 通 資 本

と 呼 ぶ 。 社 会 的 共 通 資 本 の 具 体 例 と し て は 、 大 気 、 水 、 道 路 、 交 通

機 関 、 電 力 、 ガ ス 、 教 育 、 医 療 等 が 指 摘 さ れ る 。 豊 か な 社 会 と は 、

す べ て の 人 々 が 、そ の 先 天 的 、後 天 的 資 質 と 能 力 と を 充 分 に 生 か し 、

そ れ ぞ れ の も っ て い る 夢 と ア ス ピ レ ー シ ョ ン が 最 大 限 に 実 現 で き る

                                         
19田 中 滋 「 社 会 全 体 の 観 点 か ら 見 た 医 療 と 市 場 経 済 」「 社 会 保 険 旬 報 」

N o 2 1 5 8  2 0 0 3 / 1 / 1  
20田 中 滋  同 上  
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よ う な 仕 事 に た ず さ わ り 、 そ の 私 的 、 社 会 的 貢 献 に 相 応 し い 所 得 を

得 て 、 幸 福 で 安 定 的 な 家 庭 を 営 み 、 で き る だ け 多 様 な 社 会 的 接 触 を

も ち 、 文 化 的 水 準 の 高 い 一 生 を お く る こ と が で き る よ う な 社 会 で あ

る と い う 。 社 会 的 共 通 資 本 の こ う し た 性 格 か ら 、 社 会 的 共 通 資 本 は

た と え 私 的 管 理 が 許 さ れ て い る と し て も 、 社 会 全 体 に と っ て 共 通 の

財 産 と し て 、 社 会 的 基 準 に 従 っ て 運 営 管 理 さ れ る べ き と 主 張 す る 。

具 体 的 に は 国 家 統 治 の 手 段 と し て 管 理 さ れ た り 、 利 潤 追 求 対 象 と し

て 市 場 的 条 件 に よ っ て 左 右 さ れ る よ う な 管 理 は 望 ま し く な い と さ れ

る も の で あ る 。 職 業 的 専 門 家 に よ っ て 専 門 的 知 見 に 基 づ き 、 職 業 的

規 律 に 従 っ て 管 理 運 営 さ れ る べ き も の と さ れ る 21。  
社 会 的 共 通 資 本 の 中 で も 、 と り わ け 医 療 と 教 育 は 大 切 と 考 え ら れ

る 。 全 て の 人 間 は 、 個 人 の 尊 厳 が 尊 重 さ れ 、 そ の も つ 資 質 や 能 力 を

自 由 か つ 十 分 に 発 揮 で き 、 そ れ を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し つ つ 、 自 己 も

幸 せ な 生 活 を 営 む こ と が 望 ま れ る 。 そ の た め に は 、 医 療 と 教 育 は 、

精 神 面 、 肉 体 面 の 健 全 性 を そ れ ぞ れ 保 つ た め に 必 要 不 可 欠 だ か ら で

あ る 。 公 平 に 医 療 と 教 育 を 受 け る 権 利 は 、 最 も 根 源 的 な 基 本 的 人 権

と い え る 。  
こ の よ う な 基 本 的 人 権 に 関 わ る 医 療 が 、 利 益 目 的 で 提 供 さ れ る こ

と は 望 ま し く な い 。  
病 院 に お け る 営 利 事 業 参 入 の メ リ ッ ト と し て 指 摘 さ れ て い る 医 療

サ ー ビ ス の 多 様 化 を 図 れ ば 、 医 療 の 階 層 化 を も た ら す こ と と な り 、

公 平 な 医 療 提 供 に 反 す る 。  
ま た 、 わ が 国 で は 、 国 民 皆 保 険 制 度 が 採 ら れ 、 国 民 は 医 療 へ の 購

買 力 を 付 与 さ れ 、 こ れ に よ っ て 医 療 へ の ア ク セ ス に か か る バ リ ア が

軽 減 さ れ て い る 。 こ の よ う な 財 に お い て は 、 必 要 な 需 要 に 対 し て は

十 分 な 量 の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る の は 当 然 だ が 、 制 度 維 持 の た め 消

費 に つ い て 抑 制 的 姿 勢 が 求 め ら れ る 。需 要 掘 り 起 こ し は 無 論 の こ と 、

サ ー ビ ス 多 様 化 の 名 の 下 に 必 要 以 上 の サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る こ と は 、

制 度 的 に 許 容 さ れ に く い 。  
こ の よ う に 医 療 を 価 値 財 と し て 認 め 、 そ の 前 提 の 基 で 医 療 制 度 が

成 り 立 っ て い る こ と に 鑑 み れ ば 、 医 療 を 営 利 事 業 と し て 提 供 す る こ

と は 理 に 合 わ な い と 言 え よ う 。  
た だ こ う し た 考 え 方 は 多 分 に 各 個 人 の 価 値 観 に 基 づ く も の と い え 、

絶 対 性 は な い 。 し た が っ て 多 く の 人 々 が こ の 点 に つ い て ど う 考 え て

い る か は 重 要 で あ る 。 そ こ で 世 論 が ど う 思 っ て い る か を 先 行 調 査 で

み て み た い 。  

 

                                         
21宇沢弘文『社会的共通資本』岩波新書、2000 
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 世論 

医 療 は 公 平 に よ る 提 供 が よ り 適 し て い る か 否 か に つ い て は 、 価 値

観 に 左 右 さ れ る 問 題 で あ る た め 、 世 論 が こ の 点 を ど う 受 け と め て い

る か が 重 要 と な る 。  
そ こ で こ れ ら に 関 す る 世 論 を 見 る た め 、「 公 平 な 医 療 」と「 階 層 化

医 療 」 に つ い て 、 国 民 は ど う 考 え て い る か を 概 観 し よ う 。  
こ の 点 に つ い て 、田 村 ら 22の ア ン ケ ー ト 調 査 結 果（ 全 国 の 満 2 0 歳

以 上 の 住 民 5 0 0 0 人 を 対 象 に 調 査 。有 効 回 収 数 は 3 9 9 1。2 0 0 0 年 実 施 ）
に よ る と 、「 国 民 全 員 が 同 じ 質 の 医 療 （ 治 療 や 検 査 ） を 受 け ら れ る 」

こ と を 支 持 し た の は 回 答 を 寄 せ た 者 の 7 6 . 2％ で あ る 一 方 、「 現 行 程
度 の 医 療 は 国 民 全 員 に 保 証 す る が 、 高 い 自 己 負 担 を 払 う 人 は よ り 質

の 高 い 医 療 を 受 け ら れ る 制 度 を 導 入 す る 」 こ と を 支 持 し た の は

1 8 . 2％ に 過 ぎ な い 。  
日 本 経 済 新 聞 に よ る「 市 民 医 療 ア ン ケ ー ト 」（ 三 大 都 市 の 地 域 住 民

2 4 0 0 人 を 対 象 に 調 査 。有 効 回 答 1 6 5 7 人 。2 0 0 2 年 実 施 ）に お い て も 、
「 政 府 は 病 院 が 差 額 ベ ッ ド を 増 や し や す く す る な ど 、 患 者 が よ り 良

い 医 療 を 受 け る に は よ り 多 く の 料 金 を 支 払 う 必 要 が あ る 方 向 へ の 改

革 」 に 対 し て 賛 成 は 2 2 . 3％ で あ り 、 6 0 . 2％ は 反 対 し て い る 。  
こ の よ う に 医 療 を 非 営 利 事 業 と し て 提 供 す る こ と の 支 持 に つ な が

る と 考 え ら れ る 、 公 平 な 医 療 を 求 め る 世 論 が 大 半 を 占 め る 。  
一 方 、 先 進 国 中 最 も 市 場 原 理 が 貫 徹 さ れ 、 医 療 に お い て も 市 場 が

重 視 さ れ て い る ア メ リ カ に お い て さ え 、 非 営 利 病 院 が 営 利 病 院 よ り

も 信 頼 さ れ て い る ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 が 出 て い る 。  
M a r k  S c h l e s i n g e rら は 、 ア メ リ カ 国 民 が 営 利 病 院 と 非 営 利 病 院

を ど の よ う に 見 て い る か 、 1 9 8 5 年 か ら 2 0 0 0 年 ま で に 実 施 さ れ た ア
ン ケ ー ト 調 査 を 比 較 分 析 し て い る 。さ ら に 2 0 0 2 年 に 実 施 し た 電 話 調
査（ 5 0 0 0 人 が 対 象 。回 答 率 4 9 . 5 %）を 加 え 、回 答 を 寄 せ た 者 の 過 半
が 非 営 利 病 院 は 営 利 病 院 よ り も 信 頼 で き 、 公 平 で 人 間 的 で あ る と 評

価 し 、 さ ら に 、 よ り 非 営 利 組 織 に 関 す る 情 報 を 持 つ 層 で は 、 非 営 利

病 院 を 高 く 評 価 す る 結 果 を 報 告 し て い る 23。  
こ の よ う に 市 場 重 視 の ア メ リ カ で さ え 、 営 利 病 院 よ り も 非 営 利 病

院 を 信 頼 す る 調 査 結 果 が 出 て い る 。  
 
 

                                         
22  田村他「社会政策と社会意識」厚生科学研究、2002 
23  Mark Schlesinger,Shannon Mitchell, and Bradford H.Gray, Public 
Expectations Of Nonprofit And For-Profit Ownership In American 
Medicine:Clarifications And Implications, Health Affairs Volume 
23,Number6 2004 
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（３）現実論  
医 療 は 情 報 の 非 対 称 性 に 基 づ く 市 場 の 失 敗 か ら 、 市 場 に 委 ね た の

で は 効 率 的 な 資 源 配 分 が 達 成 さ れ な い 。 ま た 、 医 療 シ ス テ ム で は 公

平 が 重 視 さ れ る べ き と す る 考 え か ら も 、 市 場 に 委 ね た の で は 支 障 が

生 じ る と さ れ る 。 要 す る に 、 医 療 は 規 制 と い う 公 的 介 入 が 避 け ら れ

な い こ と を 示 し て い る が 、 医 療 に は も う 一 つ 、 極 め て 現 実 的 な 要 請

か ら 規 制 を 迫 る 問 題 が あ る 。 医 療 費 高 騰 問 題 で あ る 。  
医 療 費 の 問 題 は 規 制 の 強 い 日 本 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 だ け で な く 、 規

制 の 緩 い ア メ リ カ で も 見 ら れ る 共 通 の 課 題 で あ る 。 む し ろ 市 場 的 要

素 の 強 い ア メ リ カ の 方 が 深 刻 と い え る 。 営 利 参 入 に よ っ て 競 争 が 進

み 、 効 率 化 が 促 進 さ れ て 医 療 費 上 昇 に ブ レ ー キ が か か る と い う 期 待

は 必 ず し も 実 証 さ れ て い な い 。 ま た 医 療 費 上 昇 は 医 療 を め ぐ る 環 境

か ら み て 、 一 時 的 で は な く 長 期 持 続 的 な 現 象 と 予 想 さ れ る 。 こ の た

め 、 医 療 費 高 騰 抑 制 に 関 す る 規 制 は 強 ま り は し て も 、 弱 ま る こ と は

考 え に く い 。  
い う ま で も な く 、 営 利 企 業 が そ の 長 所 を い か ん な く 発 揮 で き る の

は 、 規 制 の 少 な い 市 場 に お い て で あ る 。 し た が っ て 患 者 に 直 接 サ ー

ビ ス を 提 供 し 極 め て 規 制 が 強 い 医 療 事 業 に 、 営 利 企 業 が 参 入 す る こ

と は 基 本 的 に 適 合 性 を 欠 い て い る と い え る 。 加 え て 医 療 費 抑 制 問 題

を 考 え れ ば な お さ ら で あ る 。  
国 民 皆 保 険 制 度 維 持 の た め に は 、 医 療 費 抑 制 は 重 要 な 政 策 課 題 で

あ る が 、 こ れ は つ ま る と こ ろ 利 益 抑 制 に つ な が る 。 利 益 抑 制 は 営 利

企 業 の 存 在 意 義 と 正 面 か ら 対 立 す る と こ ろ で あ る 。 フ ラ ン ス 、 オ ラ

ン ダ で は 、 非 営 利 病 院 に 対 し 利 益 計 上 を 認 め な い 制 度 が 導 入 さ れ て

い る 。 こ の 施 策 の 当 否 を 一 概 に 論 じ る こ と は 出 来 な い が 、 営 利 企 業

が 医 療 提 供 の メ イ ン プ レ ー ヤ ー と し て 存 在 す る 場 合 は 、 医 療 費 抑 制

問 題 を 複 雑 に す る と 考 え ら れ る 。  
 

（４）営利参入論の主張点について  
こ こ で は 営 利 参 入 論 者 が 主 張 す る 病 院 経 営 参 入 の 論 拠 に つ い て 若

干 の コ メ ン ト を 付 し た い 24。  
営 利 参 入 論 者 が 主 張 す る 主 な も の と し て は 、 ① 効 率 化 の 推 進 、 ②

サ ー ビ ス 多 様 化 へ の 対 応 、 ③ 需 要 の 掘 り 起 こ し に よ る 経 済 活 性 化 、

④ 資 金 調 達 多 様 化 に よ る 病 院 経 営 安 定 化 、 ⑤ 営 利 と 非 営 利 の 区 別 は

無 意 味 、⑥ 現 行 の 医 療 法 人 は 営 利 と 変 わ ら な い 、な ど が 挙 げ ら れ る 。  
 

                                         
24松原由美「医療機関の非営利性について」厚生科学研究「医療機関の非営利性につい

て」研究報告書（田中滋主任研究者）、2003 
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「 効 率 化 」 へ の 指 摘  
第 一 の 効 率 化 の 点 で あ る が 、 医 療 に お け る 効 率 化 と は 何 で あ

ろ う か 。 一 般 に 効 率 化 と は 個 別 企 業 に お け る コ ス ト ダ ウ ン が 図

ら れ 、 そ れ に よ る 価 格 競 争 を 通 じ て 、 マ ク ロ 的 な コ ス ト を 引 き

下 げ 、 ま た 資 源 の 適 正 配 分 等 に 寄 与 す る こ と を い う 。 し か し 医

療 に お い て は 、 個 別 病 院 単 位 で の 効 率 化 に は 限 界 が あ る ほ か 、

そ れ が マ ク ロ 面 に 反 映 さ れ に く い 点 を 指 摘 し て お か な け れ ば な

ら な い 。 病 院 経 営 は 人 件 費 比 率 が ５ 割 も 占 め る 労 働 集 約 産 業 で

あ り 、 そ の 上 、 設 備 構 造 基 準 、 人 員 配 置 基 準 な ど が 厳 し く 決 め

ら れ て お り 、 コ ス ト ダ ウ ン が 制 約 さ れ て い る 。 一 般 に 営 利 は 利

益 第 一 主 義 で あ る だ け に 、 非 営 利 に 比 べ 効 率 化 の 面 で 優 れ て い

る の は 認 め ら れ る が 、 こ う し た 事 情 か ら 、 仮 に 営 利 参 入 に よ っ

て 効 率 化 が 図 ら れ た と し て も 、 限 界 が あ る の で は な か ろ う か 。

特 に 医 療 は 生 命 を 預 か る サ ー ビ ス 産 業 で あ る た め 、 工 場 を 合 理

化 す る よ う な 具 合 に は い か な い 点 を 理 解 し て お く 必 要 が あ る 。

ま た 収 入 お よ び 経 費 支 出 面 に 大 き な 影 響 力 の あ る 医 師 に 対 し 、

患 者 便 益 第 一 主 義 を 採 っ て よ い と 営 利 で 認 め れ ば 、 な お さ ら コ

ス ト 管 理 は 難 し い 。 よ し ん ば コ ス ト ダ ウ ン が 出 来 た と し て も 、

公 定 価 格 制 の も と で は 、病 院 が 自 由 に 価 格 を 決 め ら れ な い の で 、

そ の 利 益 は 病 院 の 利 益 に と ど ま り が ち で 、 た と え ば 医 療 費 全 体

が 抑 制 さ れ る と か 資 源 配 分 が 適 正 化 さ れ る と い っ た マ ク ロ 面 へ

の 波 及 は 考 え に く い 。 株 式 会 社 の 場 合 、 そ の 利 益 が 医 療 に 再 投

資 さ れ る 保 証 は な く 、 配 当 と し て 組 織 外 に 流 出 す る の で は な い

だ ろ う か 。 ま た 、 営 利 参 入 に よ っ て 新 技 術 で も 開 発 さ れ 、 仮 に

治 療 の 効 率 化 が 図 ら れ た と し て も 、 医 療 界 に あ っ て は そ う し た

新 治 療 技 術 は 共 有 さ れ る こ と を 原 則 と し て い る 。 も し 共 有 さ れ

る と す れ ば 、 株 式 会 社 が そ の よ う な 研 究 開 発 に 投 資 す る メ リ ッ

ト が な い 。 逆 に 技 術 独 占 さ れ る こ と は 、 医 療 の 倫 理 か ら 許 さ れ

ず 、 矛 盾 に 陥 る 。  
た だ こ れ ら は 現 行 の 医 療 法 人 の 効 率 化 が 十 分 進 ん で い る こ と

を 意 味 し な い 。 医 療 業 界 に お い て も 効 率 化 す べ き 分 野 は 多 々 あ

る 。 そ の 最 た る も の は 、 機 能 分 化 、 病 床 過 剰 な ど で あ り 、 こ れ

に 応 じ た 資 源 の 適 正 配 分 、 医 療 施 設 の 適 正 配 置 な ど で あ る 。 し

か し な が ら 、 こ れ ら は 営 利 が 参 入 す れ ば 解 決 さ れ る 問 題 と は 思

わ れ な い 。  
 

「 サ ー ビ ス の 多 様 化 」 へ の 指 摘  
第 二 に サ ー ビ ス の 多 様 化 で あ る が 、 医 療 に お い て 多 様 化 と は

何 を 意 味 す る だ ろ う か 。 医 療 で 行 う こ と は 治 療 で あ り 、 治 療 の
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多 様 化 と は 大 き く 二 つ 考 え ら れ よ う 。 一 つ は 現 行 の 公 的 保 険 制

度 内 で 、 複 数 あ る 治 療 法 の 選 択 で あ り 、 こ れ は 原 則 、 所 得 の 差

と 治 療 内 容 （ お よ び 結 果 ） の 差 に 何 ら 関 係 な い 。 も う 一 つ は 、

所 得 の 差 に 基 づ く 治 療 内 容 の 差 に つ な が る 、 医 療 の 階 層 化 で あ

る 。 営 利 参 入 に よ る サ ー ビ ス の 多 様 化 、 言 い 換 え る と 治 療 の 多

様 化 と は 、 後 者 、 つ ま り 医 療 の 階 層 化 を 促 進 さ せ る こ と と 思 わ

れ る 。  
保 険 適 用 外 の 医 療 で は 既 に 医 療 の 階 層 化 が 起 き て い る で は な

い か と の 指 摘 も あ る が 、 こ の よ う な こ と が 日 常 的 に 頻 繁 に 起 き

て い る 社 会 と 、 一 部 で 起 き て い る 社 会 で は 社 会 の 安 定 性 が 異 な

る 。ま た 、保 険 適 用 外 の 医 療 、つ ま り 新 し い 技 術 や 先 端 医 療 も 、

技 術 の 安 定 性 が 確 認 さ れ 次 第 、 医 療 保 険 に 取 り 入 れ る 方 向 に あ

り 、 一 部 で こ れ ら 作 業 に 長 期 間 要 し て い る 例 を 取 り 上 げ て 、 制

度 全 体 を 否 定 す る こ と は 適 切 で な い 。 医 療 の 階 層 化 は 、 医 療 は

公 平 で な け れ ば な ら な い 考 え に 反 し 、 軽 々 に は 認 め ら れ な い こ

と で は な か ろ う か 。  
 
「 需 要 の 掘 り 起 こ し 」 へ の 指 摘  
次 に 第 三 の 需 要 の 掘 り 起 こ し に つ い て で あ る 。 総 合 規 制 改 革

会 議 の 第 二 次 答 申 お よ び 第 三 次 答 申 で 、 医 療 分 野 を 含 む 官 製 市

場 に お い て 、 株 式 会 社 参 入 と い っ た 規 制 改 革 に よ っ て わ が 国 に

潜 在 す る 巨 大 な 需 要 と 雇 用 を 掘 り 起 こ す 必 要 性 が あ る と し て 、

医 療 参 入 の 理 由 に 、 医 療 需 要 の 掘 り 起 こ し を 挙 げ て い る 。 し か

し 医 療 に お い て 需 要 の 掘 り 起 こ し と は 何 を 意 味 す る の だ ろ う か 。

ま さ か 病 気 に な れ 、 病 人 を 作 れ と い う こ と で は な い だ ろ う が 、

様 々 な 理 由 を 掲 げ て 医 療 機 関 通 い を 促 進 す る こ と で あ る か 、 医

療 に 松 竹 梅 の 品 揃 え を 設 け て 、 階 層 医 療 を 促 進 す る こ と で あ ろ

う か 。 価 値 財 と し て 誰 も が 身 分 や 所 得 に 関 係 な く 公 平 に 医 療 に

ア ク セ ス で き る よ う な シ ス テ ム の 下 で は 、 既 に 触 れ た よ う に 、

必 要 以 上 の 消 費 に つ い て は 抑 制 的 姿 勢 が 求 め ら れ る べ き も の で

あ る 。 営 利 企 業 が 入 っ て 需 要 を わ ざ わ ざ 掘 り 起 こ す こ と は 、 医

療 費 高 騰 に よ る 公 的 保 険 制 度 崩 壊 を 招 き か ね ず 、 反 社 会 的 行 為

と も な り か ね な い 惧 れ が あ る 。  
 
「 資 金 調 達 の 多 様 化 」 へ の 指 摘  
第 四 の 資 金 調 達 の 多 様 化 と は 、 従 来 わ が 国 の 医 療 機 関 に お い

て は 間 接 金 融 し か 資 金 調 達 の 道 が な か っ た が 、 こ の ほ か に 直 接

金 融 も 認 め る と い う こ と で あ る 。  
し か し な が ら 、 既 存 の 病 院 を 対 象 に 考 え て み る と 、 わ が 国 の
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病 院 の 事 業 特 性 、 資 金 特 性 か ら 勘 案 す れ ば 、 こ の 資 金 調 達 多 様

化 が 医 療 経 営 に 効 果 が あ る と は 思 わ れ な い 。 わ が 国 の 病 院 は 多

く が 単 独 型 の 1 0 0 床 前 後 の 中 小 企 業 規 模 に あ り 、売 上 は 平 均 1 3
億 円 /年 程 度 、経 常 利 益 は ６ 千 万 /年 程 度 で 、公 的 保 険 制 度 下 で 安
定 産 業 だ が 低 収 益 で あ る と い え る 。 言 い 換 え る と 成 長 産 業 で は

な い 。 資 金 調 達 需 要 は ほ と ん ど が 建 替 え 需 要 で あ り 、 そ の 頻 度

は 建 替 え で あ る た め 2 0～ 3 0 年 前 後 に １ 度 、規 模 は 1 0 億 ～ 3 0 億
円 程 度 。 経 営 体 質 も 同 族 経 営 で 情 報 公 開 を 好 ま な い な ど 中 小 企

業 的 体 質 に あ る と い え る 。 株 式 上 場 と い う 視 点 か ら 見 る と 、 資

金 需 要 の ロ ッ ト や 頻 度 か ら 、 わ ざ わ ざ 株 式 上 場 す る コ ス ト を か

け て ま で 、 そ の 用 意 を し て お く 意 義 は 乏 し い と 言 え る 。 ま た 、

低 位 安 定 型 で あ っ て 新 商 品 開 発 で 急 成 長 す る よ う な 産 業 で は な

い た め 、 ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル の 投 資 対 象 に な り に く い と 考 え

ら れ る 。 仮 に 上 場 し た と し て も 高 成 長 が 見 込 め な い た め 高 株 価

形 成 は 期 待 し に く い 。 言 い 換 え れ ば 新 規 売 出 し に 伴 な う 創 業 者

利 得 の 獲 得 や 、 高 い 株 価 を 利 用 し た 効 果 的 な 増 資 は 難 し い 。 さ

ら に 、 経 営 権 を 確 保 す る た め に は 発 行 株 式 の 5 1％ を 所 有 し て お
く 必 要 が あ り 、 経 営 権 保 持 の た め に は 、 結 局 、 株 式 に よ る 資 金

調 達 総 額 の 4 9％ し か 外 部 調 達 で き な い こ と に な る 。  
 

以 上 は 既 存 病 院 の 株 式 に よ る 調 達 に つ い て だ が 、 新 規 参 入 に

つ い て も 、 病 床 過 剰 の わ が 国 に お い て 、 わ ざ わ ざ 株 式 会 社 の 進

出 を 認 め 、 新 規 参 入 を 呼 び 起 こ す メ リ ッ ト は 国 策 と し て あ る の

か 疑 問 で あ る 。 資 源 配 分 の 非 効 率 を 助 長 す る だ け で は な い だ ろ

う か 。 ま た 、 先 に 見 た よ う に 、 巷 間 指 摘 さ れ て い る よ う な 株 式

会 社 参 入 に よ る 効 果 も 期 待 で き な い 。  
さ ら に 、 株 式 会 社 の 立 場 か ら み て も 、 公 的 保 険 制 度 、 公 定 価

格 、 フ リ ー ア ク セ ス と い う 制 度 下 で 、 か つ 病 床 過 剰 で 低 収 益 と

い う マ ー ケ ッ ト に 進 出 す る メ リ ッ ト は あ る の だ ろ う か 。 投 資 家

に し て み て も 、 こ の よ う な マ ー ケ ッ ト に あ る 病 院 に 投 資 的 魅 力

は あ る だ ろ う か 。  

 
「 営 利 と 非 営 利 の 区 別 は 困 難 か つ 無 意 味 」 と の 指 摘  
第 五 に 営 利 と 非 営 利 の 区 別 は 困 難 で 、 か つ 無 意 味 で は な い か

と の 指 摘 が 挙 げ ら れ る 。 現 行 規 定 で 営 利 ・ 非 営 利 の 違 い は 、 利

益 獲 得 の 結 果 で あ る 配 当 の 有 無 の み で 、 利 益 獲 得 過 程 に お け る

行 為 に つ い て は 相 違 が 求 め ら れ て い な い 。 利 益 獲 得 過 程 で 相 違

が な い と い う の で あ れ ば 、 両 者 を 区 別 す る 意 味 は な い の で は な

い か と い う こ と と 、 そ も そ も 利 益 獲 得 過 程 に お け る 利 益 獲 得 行
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為 （ 利 益 獲 得 が 目 的 な の か 手 段 な の か ） を 区 分 す る こ と は 不 可

能 で は な い か と い う 問 題 提 起 で あ る 。  

確 か に 抽 象 的 で 曖 昧 さ が 残 る 。 現 状 の 研 究 レ ベ ル で は 明 確 な

区 分 は 難 し い 。 し か し 、 両 者 に 相 違 が あ る こ と は 明 ら か な の で 、

こ れ を 同 一 視 す る の は 問 題 で あ る 。し た が っ て 、表 現 は 抽 象 的 で

単 な る 倫 理 規 定 と な ら ざ る を 得 な い が 、何 も 規 定 し な い の に 比 べ

れ ば 、 牽 制 力 が 働 く こ と は 期 待 で き る 。  
た と え ば 道 路 交 通 法 を い く ら 厳 格 に し て も 、交 通 違 反 は な く な

ら な い 。だ か ら と い っ て 道 路 交 通 法 が 無 意 味 だ と 考 え る 者 は 誰 も

い な い 。 法 律 制 定 や 倫 理 を 確 立 す る こ と は 、 1 0 0％ 撲 滅 す る こ と
は 出 来 な い が こ れ に よ る 抑 制 効 果 は 大 き い 。  
二 木 は こ の 点 に つ い て 、一 部 の 医 師 や 病 院 の 営 利 的 行 動 や 単 な

る 営 利 目 的 の「 企 業 化 」に も 厳 し い 監 視 の 眼 を 向 け る 必 要 が あ り 、

そ の た め の 具 体 的 方 法 を 理 論 的 ・ 実 践 的 に 明 ら か に す る こ と は 、

研 究 者 に と っ て も 、医 療 団 体 に と っ て も 、今 後 の 重 要 な 研 究 課 題

で あ る と 指 摘 し て い る 25。  
 

「 現 行 の 医 療 法 人 が 営 利 と 変 わ ら な い 」 と の 指 摘  
第 六 の 現 行 の 医 療 法 人 が 営 利 と 変 わ ら な い と す る 点 に つ い て

は 、持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 は 、現 行 法 制 で は 非 営 利 の 定 義 に 照 ら

し て 非 営 利 と は 言 い が た い 点 は 既 に 述 べ た と お り で あ る 。  
し た が っ て 問 題 は 、現 行 の 医 療 法 人 に 対 し よ り 非 営 利 化 を 図 る

よ う に 、医 療 法 人 制 度 を 改 革 す る 方 向 で 考 え ね ば な ら な い 。こ の

議 論 に つ い て は 謙 虚 に 耳 を 傾 け る 必 要 が あ ろ う 。  

                                         
25  二木立「複眼でみる 90 年代の医療」勁草書房、1991 
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４． 非営利組織としての病院経営のあり方 

①  病 院 に お け る ガ バ ナ ン ス の 重 要 性  

本 稿 で は 病 院 経 営 の あ り 方 を ガ バ ナ ン ス に 焦 点 を あ て て 論 じ る 。

病 院 経 営 に お い て 、 ガ バ ナ ン ス は ２ つ の 点 で 重 要 だ か ら で あ る 。  

第 一 は 、 現 在 の 病 院 は 他 産 業 と 比 べ 内 外 か ら 経 営 チ ェ ッ ク を ほ と

ん ど 受 け て お ら ず 、 こ れ を 改 善 す る た め で あ る 。  

他 産 業 に あ っ て は 、 上 場 企 業 の よ う な 大 企 業 は 所 有 と 経 営 が 分 離

さ れ 、 株 主 か ら 厳 し い 監 視 を 受 け る ほ か 、 市 場 か ら も 常 に チ ェ ッ ク

さ れ る 。  

所 有 者 と 経 営 者 が 同 一 で 、ガ バ ナ ン ス が 働 き に く い と い わ れ る 中 小

企 業 に あ っ て も 、消 費 者 、取 引 先 、金 融 機 関 な ど の ス テ ー ク ホ ル ダ ー

か ら チ ェ ッ ク さ れ て い る 。例 え ば そ の 製 造 す る 製 品 ま た は サ ー ビ ス に

問 題 が あ れ ば 、消 費 者 は た だ ち に 離 反 す る し 、そ の 商 品 が 企 業 向 け で

あ る 場 合 は 、納 入 先 企 業 の 要 請 に 合 わ な け れ ば 取 引 が 停 止 さ れ て し ま

う 。 特 に 下 請 け 企 業 の よ う な 立 場 の 場 合 、 親 企 業 か ら コ ス ト 、 品 質 、

納 期 等 々 に つ い て 常 に 厳 し い 要 求 を 受 け る 。金 融 機 関 か ら の 監 視 も 厳

し い も の が あ る 。売 上 や 利 益 が 下 が れ ば 、様 々 な 資 料 提 出 や 説 明 を 求

め ら れ る と い っ た 具 合 で あ る 。  

こ れ に 対 し 病 院 で は 、 社 員 総 会 、 理 事 会 な ど が 設 置 さ れ て い る も

の の 、 持 分 あ り 社 団 医 療 法 人 に お い て は 、 所 有 と 経 営 は 多 く の 場 合

分 離 し て お ら ず 、 経 営 の チ ェ ッ ク が 行 わ れ て い る と は 言 い 難 い 。 持

分 な し の 法 人 に あ っ て も 、 経 営 者 と 理 事 会 に 距 離 は な い 。 特 に 社 員

総 会 も 理 事 会 も 、 持 分 比 率 に 拘 わ り な く 一 人 一 票 制 の た め 、 出 資 者

で あ る 経 営 者 （ 理 事 長 ） は 地 位 保 全 の た め に 社 員 や 理 事 を 同 族 等 で

固 め る 傾 向 が 強 く 、 社 員 総 会 や 理 事 会 な ど が 形 骸 化 し て い る 。 こ の

た め 、 ワ ン マ ン 経 営 が 多 い と 一 般 に 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 職 員 に

よ る 経 営 層 へ の チ ェ ッ ク も 働 き に く い 。  
そ れ で は 病 院 外 部 か ら の チ ェ ッ ク は ど う か 。 医 療 提 供 者 と 消 費 者

（ 患 者 ）の 間 に は 情 報 の 非 対 称 性 が 存 在 す る な ど か ら 、消 費 者 か ら チ

ェ ッ ク さ れ る 度 合 い は 、一 般 事 業 会 社 と 比 べ て 極 め て 低 い 。取 引 先 も 、

医 薬 品 会 社 や 卸 、病 院 給 食 、リ ネ ン な ど 、い ず れ も 納 入 業 者 の 立 場 に

あ る の で 、 こ れ ら 取 引 先 か ら 病 院 が チ ェ ッ ク さ れ る と は 考 え に く い 。

金 融 機 関 に つ い て も 、病 院 経 営 者 と い う と 地 域 の 名 士 で あ る こ と が 多

く 、ま た 、特 に 地 方 に お い て は 銀 行 に と っ て 大 き な 貸 出 先 も な い の で 、

貸 出 先 と し て も 、ま た 預 金 獲 得 先 と し て も 重 要 顧 客 で あ り 、余 程 経 営

が 悪 化 し な い 限 り 、経 営 に 介 入 さ れ る こ と は ほ と ん ど な い 。個 別 ケ ー

ス で は 銀 行 に 厳 し い こ と を 言 わ れ て い る 例 も あ ろ う が 、一 般 の 中 小 企

業 と の 相 対 感 で み る と 、 病 院 は 比 較 的 強 い 立 場 に あ る と 思 わ れ る 。  
要 す る に わ が 国 の 病 院 は 、 法 人 の 内 外 に チ ェ ッ ク 者 が 制 度 的 に も 、
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実 態 的 に も 存 在 し な い こ と が 問 題 で あ り 26、ガ バ ナ ン ス の 強 化 が 求 め

ら れ る と い え る 。  
第 二 は 、非 営 利 組 織 の 目 的 遂 行 に つ い て 、ガ バ ナ ン ス を 活 用 す る こ

と で 補 え な い か と い う こ と で あ る 。非 営 利 組 織 の 目 的 は 、営 利 を 目 的

と せ ず に ミ ッ シ ョ ン を 遂 行 す る こ と で 、病 院 に つ い て い え ば 、患 者 便

益 を 第 一 と す る サ ー ビ ス 提 供 や 医 療 の 質 の 向 上 な ど で あ る 。  
た だ こ れ ら に つ い て は 、営 利 組 織 の 損 益 基 準 の よ う な 明 確 な 評 価 基

準 が な い 。  
そ こ で 、ミ ッ シ ョ ン 遂 行（ と り わ け 利 益 獲 得 プ ロ セ ス に お け る 行 為 ）

に つ い て の チ ェ ッ ク 機 能 を 、地 域 住 民 参 加 に よ る ガ バ ナ ン ス に 付 与 す

る 策 が 一 案 と し て 考 え ら れ る 。  
 
②  地 域 住 民 と 病 院 と の 関 係 構 築 の 必 要 性  

今 後 の 医 療 の 方 向 を 考 え る と 、機 能 分 化 と そ れ と の セ ッ ト で あ る 連

携 は 避 け て 通 れ な い 道 で あ る 。と す れ ば こ れ か ら の 病 院 は 、病 病 連 携 、

病 診 連 携 、病 院 と 介 護 事 業 者 な ど と の 連 携 と い っ た 、ネ ッ ト ワ ー ク の

中 で の 存 在 と な り 、 従 来 の よ う な 孤 高 な 立 場 は 困 難 と な ろ う 。  
そ の た め 地 域 で 根 を 張 る 経 営 が 必 要 と な り 、地 域 住 民 の ニ ー ズ や 要

望 を 把 握 し 、協 力 や 支 援 を 得 る こ と な く し て は 、十 分 な 機 能 を 果 た し

え な い と 考 え ら れ る 。こ の た め に 地 域 住 民 と の 意 見 交 換・協 議 の 場 と

し て 、例 え ば 評 議 員 会 な ど を 設 置 す る こ と は 、極 め て 重 要 と い え よ う 。 
こ の よ う な 機 能・役 割 を も つ 評 議 員 会 に 、非 営 利 性 遵 守 の た め の チ

ェ ッ ク 機 能（ 牽 制 機 能 ）を 付 与 で き な い か と い う こ と で あ る 。当 然 に

地 域 住 民 も 参 加 し て い る の で 、地 域 情 報 セ ン タ ー の 役 割 を 果 た し つ つ 、

ミ ッ シ ョ ン 遂 行 を 疎 か に す る 経 営 へ の 牽 制 力 を 期 待 す る わ け で あ る 。 
た だ 、こ れ ら 評 議 員 会 な ど に つ い て 注 意 し な け れ ば な ら な い の は 、そ

の 地 域 住 民 メ ン バ ー 選 出 と 、 評 議 員 会 の 機 能 ・ 役 割 で あ る 。  
病 院 乗 っ 取 り 目 当 て な ど の 病 院 経 営 チ ェ ッ ク に ふ さ わ し く な い 層

が 評 議 員 会 に 入 り 、 経 営 不 安 を 引 き 起 こ す よ う で は 、 問 題 が 生 じ る 。

し た が っ て 地 域 メ ン バ ー 選 出 に あ た っ て は 、住 民 サ イ ド 、病 院 サ イ ド

双 方 に 信 頼 で き る 選 任 基 準 な ど を 設 け る こ と は 一 法 で あ ろ う 。  
ま た 、評 議 員 会 は あ く ま で 病 院 に と っ て 地 域 情 報 セ ン タ ー お よ び 病

院 経 営 に 対 す る 牽 制 力 を 働 か せ る 機 関 で あ っ て 、経 営 の 最 高 意 志 決 定

機 関 ま た は 執 行 機 関 で は な い こ と を 明 確 化 す る 必 要 が あ る 。病 院 に は

既 に 社 員 総 会 、理 事 会 が 存 在 す る の で 、二 頭 政 治 は 避 け な け れ ば な ら

な い 。  

                                         
26松原由美、田中滋「医療法人のガバナンスについて」厚生科学研究『医療機関の非営

利性について』研究報告書（田中滋主任研究者）2003 
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病 院 は 地 域 住 民 に と っ て 病 気 に な っ た 時 は 近 く で す ぐ に 診 て も ら

え る 、 災 害 時 に は 避 難 先 に も な る と い う よ う に 、 地 域 に 安 心 を 与 え

る 地 域 財 産 と 考 え ら れ る 。 病 院 は 社 会 の 公 器 で あ る と い う 自 覚 を 持

ち 、 地 域 住 民 と の 対 話 を 重 ね な が ら 、 非 営 利 組 織 と し て ミ ッ シ ョ ン

を 果 た す 取 組 が 求 め ら れ る 。  
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